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調査地から高松平野を望む (南より)

Ⅲ一③第2遺構画全景 (北より)



巻頭図版 2

I一④S X09炭化材検出状況 1(北より)

I一④S X09炭化材検出状況2(西より)



巻頭図版 3

I―④S X09底面小ビット検出状況 (北より)

Ⅲ一③S X01焼土検出状況 (東より)



香川県教育委員会では、四国横断自動車道や高松東道路の建設、高松空港跡地の整備など、大規模開

発に伴う埋蔵文化財の発掘調査と出土文化財の整理研究 。報告書刊行の業務を財団法人香川県埋蔵文化

財調査センターに委託して実施しております。

このたび、「国道193号改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 岡清水遺跡」として刊行いたします

のは、平成11年度に調査を実施しました高松市香南町他に所在する岡清水遺跡についてであります。こ

の遺跡の調査では弥生時代後期の集落跡を中心に、多くの遺構 。遺物が出土しております。なかでも、

阿波地域の土器や石器が出土していることから、当時の流通の様子がわかりました。また、県内では確

認例の少ない炭を焼いた窯も数基検出しており、新しい知見となりました。

本報告書が本県の歴史研究の資料として広く活用されますとともに、埋蔵文化財に対する理解と関心

が一層深められる一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査から報告書の刊行に至るまでの間、香川県土木部高松土木事務所及び

関係諸機関並びに地元関係者各位に多大な御協力と御指導をいただきました。ここに深く感謝の意を表

しますとともに、今後ともよろしくご支援賜りますようお願い申し上げます。

平成13年 10月

香川県教育委員会

教育長 折原 守



例   言

1。 本報告書は、国道193号改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告で、香川県高松市香南町に所在す

る岡清水遺跡 (お かしみずいせき)の報告を収録した。

2。 発掘調査は、香川県教育委員会から委託され、香川県教育委員会が調査主体、財団法人香川県埋蔵

文化財調査センターが調査担当者として実施した。

3.発掘調査は、平成11年 4月 1日 から平成11年 11月 30日 まで実施した。発掘調査の担当は以下のとお

りである。

②香川県埋蔵文化財調査センター 池田道雄 川井國博 香西亮 山坂浩樹 秋山亮

4.調査にあたつて、下記の関係諸機関の協力を得た。記して謝意を表したい。(順不同、敬称略)

香川県土木部道路建設課、香川県高松土木事務所、地元各自治会、地元各水利組合

5。 本書の作成は、財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが実施した。

本報告書の執筆、編集は松本和彦が担当した。

6.報告書の作成にあたつては、下記の方々のご教示を得た。記して謝意を表したい。

(順不同、敬称略)

魚島純一、大久保徹也、自石純、角南総一郎、松本敏三、吉田広

7.本報告書で用いる方位の北は、国土座標系第Ⅳ系の北であり、標高はTo P.を 基準としている。

また、遺構は下記の略号により表示している。

SB 掘立柱建物跡 SD 溝状遺構 SH 竪穴住居跡 SI 竪穴住居の可能性が高い遺構

SK 土坑     SP 柱穴   SR 自然河川  SX 不明遺構

8.挿図の一部に国土地理院作成の 1/25,000地形図「高松南部」。「り|1東」、国土地理院作成 1/50,000

地形図「丸亀」。「高松南部」を用いた。

9.石器実測図中の網目は摩滅痕及び研磨痕、一部濃淡を違えた網目は比熱痕を表す。また、輪郭線の

周りの点線は潰れ痕、実線は摩滅痕及び研磨痕、多数の点による表現は自然面を、黒塗りは現代の破

片をそれぞれ表す。

10。 土器実測図中の●は後述する砂粒分類 1類、▲は6類を示す。

11.土器観察表の色調の表現は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色

票監修『新版標準土色帖 1994年 度版』に準拠した。

12.引用文献は文末に一括して掲載した。

13.胎土分析等については、次の団体等に委託 (依頼)し、報告を第4章にまとめて掲載した。

炭化材樹種同定     パリノ・サーヴェイ株式会社

土器蛍光X線分析    岡山理科大学自然科学研究所 白石純

鉄滓金属学的分析    株式会社九州テクノリサーチ 大澤正己・鈴木瑞穂
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第 1章 調査の経緯と経過

第 1節 調査に至る経緯

香川県は、平成元年に移転した高松空港と高松市街とのアクセス道路として国道193号線の改良工事

を計画した。事業を担当する香川県土木部高松土木事務所より埋蔵文化財の取り扱いに関する事業照会

があり、香川県教育委員会は分布調査の結果、試掘調査が必要と判断し、平成 6年度に用地買収が終了

した範囲において試掘調査を実施した (総面積94ぽ )。 調査の結果、弥生時代から中世にかけての遺構

。遺物を確認したが、事業予定地内に未買収地が多く、遺跡範囲を確定することはできなかった。

用地買収が進行した平成10年度に再び試掘調査を実施した (総面積130ぽ )。 この調査で弥生時代を中

心とした新たな集落の存在を確認し、保護措置の必要な範囲が確定した。この地の小字は「清水」であ

るが、大川郡長尾町に周知の「清水遺跡」が所在するため、大字「岡」を付して「岡清水遺跡」と呼称

することとした。

以上の結果に基づき、香川県教育委員会は岡清水遺跡について事業の実施に先立ち発掘調査を実施す

ることとし、財団法人香川県埋蔵文化財調査センターに調査を委託することとした。両者は平成11年 4

月 1日 付けで「埋蔵文化財委託契約」を締結し、平成11年 4月 から11月 にかけて発掘調査を実施した。

岡清水遺跡既存報告

國木健司1996「国道193号線」『埋蔵文化財試掘調査報告Ⅷ ―国道バイパス・県道建設予定地及び県

営ほ場整備事業予定地内等の調査一』香川県教育委員会

塩崎誠司1999「193号線」F埋蔵文化財試掘調査報告畑―香川県内遺跡発掘調査』香川県教育委員会

池田道雄ほか2000「岡清水遺跡」『県道 。河川関係埋蔵文化財発掘調査概報』平成11年度 ω香川県埋

蔵文化財調査センターほか

第 2節 調査の経過

1.調査の経過

発掘調査は、平成11年 4月 ～11月 まで実施 し、総面積は5,600ぽ を測る。

調査は工事請負方式を採用 し、河西建設株式会社が請負者となった。以下、発掘調査を調査 日誌抄を

基に概観する。

平成11年 4月 2日 より、現地に数度赴き対象地の状況を観察・確認 し、調査計画を立案 した。合わせ

て地元水利組合、自治会への挨拶に加え、周辺の小 。中 。高校を訪問し、発掘調査の旨連絡 した。その

後、請負者が決定 し、打ち合わせを重ね、 5月 17日 に I区の調査から実施 した。当初は遺構検出面の確

定に手間取 り時間を浪費 したが、基本層序の把握後、調査はスムースに進行 し、11月 30日 をもって全て

の作業は無事終了した。

また、 7月 25日 には香南小学校 6年生を対象とした親子発掘体験教室、 7月 30日 には香川中央高校生

徒 8名 の発掘体験学習、10月 23日 は地元自治会を対象とした地元説明会を実施 し、普及啓発活動に関し

ても大きな成果を上げたといえる。その一部は当センターが干J行する『いにしえの讃岐』第27号で詳細

に報告されている。

整理調査は、平成12年 8月 1日 に開始 し、平成13年 3月 31日 に終了した。整理作業の概要については、

平成12年度の当センター年報に報告予定である。
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2.発掘調査及び整理作業の体制

発掘調査および整理調査の体制は、第 1表のとおりである。

発掘調査 (平成11年度)に携わった方々は以下のとお りである。

現場整理作業員 田村加良子

整理調査 (平成12年度)に携わった方々は以下のとお りである。

整   理   員 山地真理子

整 理 補 助 員 長谷川郁子、前田好美

整 理 作 業 員 真鍋穂、溝渕さや香、坂川弘実

整理調査 (平成13年度)に携わった方々は以下のとおりである。整理補助員 合田和子

香川県教育委員会 文化行政課

平成11年度 平成12年度

総 括

総 務

埋蔵文化財

課    長   小原 克己

課 長 補 佐  小国 史郎

係    長   中村 禎伸

主    査   三宅 陽子

主    査   松村 崇史

副  主  幹   廣瀬 常雄

係    長   西村 尋文

文化財専門員   森  格也

主 任 技 :雨   塩崎 誠司

課    長   小原 克己

課 長 補 佐  小国 史郎

係    長   中村 禎伸

主    査   三宅 陽子

主    事   亀田 幸一

副  主  幹   廣瀬 常雄

係    長   西岡 達哉

文化財専門員   森  格也

文化財専門員   宮崎 哲治

財団法人香リ県埋蔵文化財調査センター

総 括

総 務

調 査

所

次

冨」

冨J

係

主

主

長

長

主  幹

主  幹

長

査

任 主 事

菅原 良弘

川原 祐章

六車 正憲

田中 秀文

新  一郎

山本 和代

細川 信哉

長尾 重盛

藤好 史郎

西岡 達哉

池田 道雄

川井 國博

香西  亮

山坂 浩樹

秋山  亮

参    事

主任文化財専門員

文化財専門員

文化財専門員

文化財専門員

主 任 技 師

調査技術 員

調査 技術 員

所 長 菅原 良弘

小原 克己

川原 裕章

六車 正憲

大西 誠治

新  一郎

山本 和代

高木 康晴

大山 員充

木下 晴一

松本 和彦

(～ 10。 31)

(11.1～ )所 長

次

一昌 主
　
主

幹

言
田 幹

係

主    査

主 任 主 事

主任文化財専門員

文化財専門員

主 任 技 師

第 1表 発掘調査及び整理調査の体制
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第 2章 遺跡の立地と環境

第 1節 地理的環境

岡清水遺跡は香川県香南町大字岡字清水に所在する。高松平野の扇頂部に位置し、遺跡から平野中心

部への眺望は優れる。

第 4図 に高橋学氏による高松平野地形分類図を抜粋し、当遺跡の位置を示した (高橋1992)。 これに

よると、岡清水遺跡は段丘 I上に位置する。段丘 Iと は弥生時代前期―中期前半の段丘化によって形成

された地形をさし、当遺跡では当該期に属する遺構は確認できないが、 I一②区包含層から弥生時代前

期末ないし中期初頭の土器が数点出土している。また、地山としたにぶい黄褐色細砂層 (後述する基本

層序 7層 )の下層には lmを 越える砂岩礫を含む砂礫層が厚く堆積し、香東川を中心とした堆積作用に

よつて形成される段階の状況がわずかに窺える。

さらに、当遺跡東200mに は香東川が位置する。香東川は17世紀初頭に現流路に固定される以前は、

平野中央部ではほぼ北流し、浄願寺山南方において北東方向へ湾曲し、御坊川 。詰田川を中心とした流

路と現流路に分岐していたと考えられる。その源流は大滝山や三木町津柳付近に辿ることができ、山地

と段丘の間隙を蛇行し、当遺跡付近でS字状に屈曲し、平野部へ至る。遺跡は香東川西側の段丘上に立

地するが、東側は段丘面ではなく、領家花同岩類の山地がせり出し、地形形成時期を違えている。しか

し、当遺跡の主たる時期である弥生時代後期と現在の景観に顕著な差異はないと考えられる。

こうした周辺地形の状況から、岡清水遺跡は段丘上に位置し、背後には段丘崖、前面には狭い扇状地

を介在 し、香東川が位置するという立地を呈する。 さらに香東川が平野部へ抜ける付根 に位置するとい

う興味深い立地である。

なお、現地表面の標高はⅡ一④区中央部で105mを 測る。

番
ど も

遺跡位置図 1
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第 2図 遺跡位置図 2(S=1/50,000)
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第 2節 歴史的環境

1.旧石器時代

高松市檀紙町中森遺跡において、原位置を留めた石器ブロックの存在が 4箇所で確認されている (A

T火山灰の純層と一部アカホヤ火山灰を含む包含層)。 ナイフ形石器、横長剥片石核、ハリ質安山岩素

材の石核を含む100点 を越える石器が出土している。周辺では南雨山遺跡 (第 2表 18、 以下番号のみ記

載)で、国府型ナイフ形石器が採集されている。

2.縄文時代

高松市上天神町上天神遺跡、林 。坊城遺跡 (4)等 において晩期の遺物が確認されている。林・坊城

遺跡では、晩期後葉段階の流路から諸手鍬や手鋤が出土している。それを遡る遺跡はやや離れた高松市

伏石町居石遺跡や前田東町前田東 。中村遺跡、檀紙町正箱遺跡、鬼無町西打遺跡が挙げられるに過ぎない。

3口 弥生時代

前期の遺跡としては、手鋤の出土や大規模な不定形小区画水田を検出した浴 。長池Ⅱ遺跡 (林町、前

期初頭・末)、 林 。坊城遺跡 (4)、 凹原遺跡 (15)、 空港跡地遺跡 (7)、 多肥遺跡群 (10～ 14)等があ

る。環濠集落では、天満宮西遺跡 (林町、前期前半末、径65mに復元可能)、 汲仏遺跡 (17、 前期後半、

2重環濠)、 鬼無藤井遺跡 (鬼無町、前期後半初頭)が確認され、その開削時期は前期前半末と前期後

半初頭の2時期に分かれる。また、松並 。中所遺跡で検出したⅣ区D S D02は 、埋没状況や出土遺物が

示す時期、周辺の遺構から、環濠である可能性が高く、前期前半末の開削が想定できる。県内の前期集

落を見ると、善通寺市龍川五条遺跡 (前期前半末、 2重環濠)、 丸亀市中の池遺跡 (前期後半初頭、 3

重環濠)、 志度町鴨部 。川田遺跡 (前期後半初頭、松菊里型住居)等が挙げられる。讃岐地域の環濠集

落の特徴として、①前期前半末～前期後半初頭に開削され、中期初頭には廃絶 (解体)し、②平地、丘

陵地を問わず、前期集落の大半に環濠が採用される (であろう)こ とが挙げられる。その解体の背景に

は、環濠集落の近接地間での集団化、結集化 (統合過程)が促進したものと理解できる (森岡1999)。

中期の遺跡として、周溝を有する竪穴住居 (平地式 ?)や掘立柱建物跡からなる多肥松林遺跡 (13、

中葉)、 18棟の掘立柱建物跡から構成される日暮 。松林遺跡 (12)、 多肥宮尻遺跡 (10)、 松林遺跡 (14)

等が数条の流路により区切られた微高地上にそれぞれ展開している。既に指摘されているように、中期

の集落は、区画施設やその内部への集中的居住はみられず、広大な範囲を占有面積に、一定の間隔を保

ちながら複数の単位が併存する状態がその特徴といえる (森下1999a)。 また、居住施設を見ると、松

並町松並 。中所遺跡の竪穴住居 (ヽ中期後半)の 中央土坑には、播磨地方に広く分布する「10型中央土坑」

が採用され、さらに後期前半には空港跡地遺跡や高松町奥ノ坊権現前遺跡において、梁間2間の掘立柱

建物跡が確認できる。高松平野以東に視野を広げると、中期後半に属する大川町寺田産宮遺跡で、梁間

2間 の掘立柱建物が出現しており、この段階における両地域間交流が活発であつたことが窺える。

一方、高所に存在する遺跡として中山田遺跡がある (19、 弥生時代中期末～後期初頭)。 標高50～ 60

mの丘陵上に立地し、竪穴住居 4(焼失家屋 2棟 )、 掘立柱建物跡 1が検出されている。讃岐地方にお

いて、中期後半～末段階には詫間町紫雲出山遺跡や青ノ山山頂、飯野山山頂、坂出市烏帽子山遺跡、峰

山町摺鉢谷遺跡といつた山頂、山腹に立地する集落が数多く認められる。石鏃を中心とした武器組成が

顕著であるが、石庖丁といった農耕具の出土も認められる。その性格は防衛・軍事、内海航路の監視掌

握、通信施設といつた諸説があり、近年では交易 。流通を主目的として出現・機能し、それをめぐるゆ
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るやかな争乱に対する武装であり、高地立地であるという見解が大勢を占めている (森 1992)。

後期には集落数は増加し、高松東道路や空港跡地周辺では包含層や流路を含めるとほぼ全域で確認さ

れている。ここでは、当遺跡の主たる時期である後期初頭の遺跡についてやや詳しく紹介し、なかでも

上天神遺跡は香東川の下流域に位置し、岡清水遺跡との時間的 。地理的関連が強い遺跡であるため、報

告書の内容について詳しく触れておきたい。

上天神遺跡は後期初頭を中心とした時期の集落で、旧河道や大形水路によって区切られた複数の微高

地に4単位の集落が存在する。各集落単位は、4つ の単位のうち一つの単位に見られるような竪穴住居

。掘立柱建物跡の単純なセットで構成された集落単位の並立という図式ではなく、本来的な性格の差異

が示す複雑な様相を呈している。こうした状況は、集落単位 3の赤色顔料付着資料の多寡や片岩系石材

出土量の高比率が示すような各単位における出土遺物の質的 。量的差異として顕在化する。こうした状

況は単位間の分業および他地域集団との接触のあり方の差の反映であり、「上天神遺跡」なる名称は隣接

する4個の集落単位に冠せられた行政的な符合に過ぎないものであると想定されている (大久保1995g)。

また、同報告書で上記した基幹的灌漑水路とそれを維持 。管理する灌漑単位という概念が創出されて

おり、以下その内容を要約する (大久保1995h)。 上天神遺跡 1区 S D01、 4区 S D16は 複数回の改修

が行われた幅3m以上を測る大形水路で、そこから分岐・併走する小規模な小水路が数条確認できると

いう特徴を有する。その開削 。改修は前者が弥生時代前期後半に開削され、 3回以上の改修を経て古墳

時代初頭まで機能し、後者は弥生時代後期初頭の開削後、3回以上の開削を経て後期後葉まで機能して

おり、集落単位の不安定さ。流動性とは対照的である。さらに想定される取水源までの距離を勘案する

と、200m以上の延長距離が必要となり、その掘削土量は延長100mあ たりで200nfを 凌駕し、こうした

基幹的灌漑水路は、上天神遺跡～春日川間では200～ 300m間 隔で10群以上確認できる。その維持 。管理

を行うには集落単位を越えた協業単位の結集 (「灌漑単位」)が不可欠であり、その結合は単位集落の消

長を超越して、強固に保持され続けたと想定されている。

なお、上天神遺跡遺跡出土の弥生後期土器は95%内外の割合を胎± 1類土器 (森下友1995、 蔵本1999)

で占めている。高松平野の各遺跡におけるその割合を算出した結果、大田下・須川遺跡とともにその出

現頻度は極めて高く、上天神遺跡を中心とした半径 4 km圏 内で製作した可能性を想定されている (大久

保1995d)。

太田下町太田下 。須川遺跡は上天神遺跡に東接した集落で、基幹水路であるS R02(弥生時代前期末

～後期前半)の東側微高地に竪穴住居・掘立柱建物跡から構成される弥生時代後期初頭を中心とした集

落が確認されている (北 山ほか1995)。 S R02か らは朱に関連する把手付広口皿や朱彩土器が数点出土

しており、前述した灌漑単位を紐帯として、上天神遺跡との緊密な関係が窺える。

高松東道路建設に伴い実施された伏石町蛙股遺跡、居石遺跡、林町浴 。松ノ木遺跡、前田東 。中村遺

跡等では、後期初頭の土器を包含する基幹灌漑水路水路ないしそこから派生する小水路が検出されてい

る。削平により居住施設は不明確な点が多いが、単位集落が展開していたものと理解できる。

空港跡地遺跡 (7)で は、石器製作の痕跡が認められる竪穴住居と隣接してそれに伴う一時的な収納

施設から、良好な石器接合資料が出土しており、サヌカイト原石の集落への流入形態や製作過程を知る

上で重要なデータを提供している (佐藤2000)。 集落の状況は竪穴住居 。掘立柱建物跡が数棟づつで構

成される上天神遺跡単位 1と 似た状況を呈している。弥生時代後期初頭に即するSH f01の胎± 1類土

器の出現頻度が比較的高い傾向が窺える。
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一方、丘陵部に立地する後期初頭前後の集落として、高松町大空遺跡、大空南遺跡、新田町小山 。南

谷遺跡、三木町西浦谷遺跡、新田町久米池南遺跡が挙げられる。

大空遺跡は『弥生式土器集成』で「大空式」の標準遺跡として紹介されたものである (六車・鎌木

1961)。 小竹一郎氏により、調査が行われ、弥生土器64、 石鏃 1、 貝殻が採集されているが、遺跡 。出

土遺構の内容は明らかでない。近年再実測がなされ、その一括性を追認した上で、線刻や赤彩が施され

てたものを含む器台が 2個体 4ペア出土しており、その割合が高い点や製塩土器に使用痕が認められな

い点から、非日常的在り方が指摘されている (大嶋1996)。

小山 。南谷遺跡は縄文時代後期、弥生時代後期、古代、中世の複合遺跡であるが、なかでも弥生時代

後期前半に属する竪穴住居 。土坑 。溝状遺構が多数確認されている。S H03は 2柱穴配置の隅丸方形の

小形住居で、製塩土器を含む一括遺物が出土している。近接する大空遺跡との関係が示唆されている

(片桐ほか1994)。

西浦谷遺跡は標高57.5m前 後を測る丘陵頂部から斜面にかけて営まれた集落で、弥生時代後期初頭を

中心とした時期に比定されている (森下友ほか1996、 森下友ほか1997)。 検出した遺構数は膨大で、竪

穴住居23棟以上、掘立柱建物跡 4棟以上、段状遺構 5、 土坑100基以上、柱穴500以上を数える。竪穴住

居は壁溝内に多数の柱穴が存在し、焼失家屋から出土した焼土の観察では、屋根上部にのせていた土が

落下した可能性が高いと指摘されており、特異な構造といえる。また、丘陵最高所付近に位置する平成

7年度S B01は 1間 ×2間 で、柱穴掘方の一辺が0。 7～ 1.2mを 測り、他の建物に比して深度も最も深い

ことから、かなり頑丈な構造の建物があつたと想定されている。

久米池南遺跡は弥生時代中期後葉～後期初頭に属し、周辺との比高差約30mの丘陵頂部に立地する

(藤井雄三ほか1989)。 竪穴住居十数棟、掘立柱建物跡 2が丘陵頂部、斜面部で確認され、西浦谷遺跡と

近い立地であるが、墓域と居住域との関係では全く異なる在り方を示す。久米池南遺跡では、居住域で

ある丘陵頂部を取り巻く斜面部において、竪穴式石椰、箱式石棺、(石蓋)土墳墓が十数基確認できる。

箱式石棺は中期末～後期初頭の住居に重複して構築されているため、集落との同時性は認められないが、

その他は集落と共存したものと考えられ、墓域と集落域の混在はない西浦谷遺跡とは大きく異なるもの

と理解したい。また、当遺跡の特徴として、鉄器の存在が挙げられる。竪穴住居内覆土より、刀子、鉄

鏃、鈍、土墳墓から鉄剣、第 2号テラスから鉄挺等が出土している。弥生時代中期後葉において、鉄器

が多量に出土しているという現象には注意を要する。また、方柱状形態を呈した砥石の出土量が比較的

多い点も、鉄器との関連を想定する必要があるかもしれない。

最後になるが、当遺跡の南西約2.3kmに位置する下倉八幡神社が所蔵する平形銅剣について触れなけれ

ばならない (2)。『香川町史』(香川町1993)に よると、いずれも火災を受け10片の破片となっているが、

棘状突起や茎を持つ柄の部分は3点であるが、鋒先が4点あり、元来は4口分の平形銅剣であったよう

である。長さ40cm、 身の幅は 6 cmを測り、平形銅剣Ⅱ式に相当するであろう。平形銅剣は瀬戸内地域に

分布し、実質的にはその大半が伊予 。讃岐地域に集中し、讃岐地域では、その 7割以上が善通寺市域か

らの出土であり、逆に東讃からの出土量は極めて少ないという傾向が指摘されている (吉 田1995、 高山

・吉田1999)。 その東讃での出土例が下倉八幡神社所蔵の平形銅剣である。同神社の位置は、香東川に

面するというよりは、綾川の上流域を構成する小河川のひとつである竹本川に面している。来歴が問題

となるが、詳細は不明である。なお、綾川中 。下流域にも平形銅剣の出土は確認できず、平形銅剣分布

域から、かけ離れた位置に分布する意味は極めて重要であろう。
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4.古墳時代

その前期段階における集落の確認例は極めて少ない。空港跡地遺跡 (7)や 中間町中間西井坪遺跡に

おいて、古墳時代前期後半期に在地系土器とは異なる布留式土器が出土しており、在地色の払拭と畿内

勢力の介入が想定されている (蔵本1999a)。

中・後期の確認例も少ないが、大田下・須川遺跡では中期～後期にかけて営まれた集落で竪穴住居や

掘立柱建物跡が検出されている。この居住域の東に走る溝より、陶邑産の樽形魅が出土している。前田

東 。中村遺跡では流路から木製農具の他、木樋や櫂等が出土している。六条 。上所遺跡 (3)で は中期

前半 (須恵器が共伴しない段階)の竪穴住居が 2棟検出され、韓式系土器が出土している。

集落確認例の稀少性に比して、古墳の築造は顕著なものである。以下、周辺の古墳を中心に、時期別

に概観する。前期に位置付けられる石清尾山古墳群では首長墳複数系列の造墓活動が行われている。そ

の成立と展開については、近年体系的な研究がなされている (大久保1999、 北條1998)。 大久保徹也氏

によると、同古墳群中最古に位置付けられる鶴尾神社 4号墳は、墳丘形態、立地、棺、棺方位、石椰、

壺形埴輪等において前代からの画期としての出現と理解され、箸墓古墳などの出現期前方後円墳に僅か

に先行する。その成立には、外部で形成されつつあった新たな首長スタイル=前方後円墳の要素を大枠

で受け入れ、大幅な首長墓スタイルの刷新が行われたと理解されている。さらに鶴尾神社 4号墳で創出

されたスタイルが四国北東部で共有されている現象 (=首長層の地域的な結束)に注意を払われている。

一方、北条芳隆氏はこうした首長墓スタイルを「讃岐型前方後円墳」と呼称し、「本地域の前方後円墳造

営者が近畿地方に先だつてひとつの前方後円墳秩序を形成し、奈良盆地に巨大前方後円墳が誕生した以

後も、その動きに吸収されることなく、一定期間独自の動きを示した可能性の高いことを物語つている」

という地域論を展開している。石清尾山古墳群は前期末に築造された石船塚古墳を最後に築造を中断し、

没落への道を歩む。この動きに連動して、前期末段階に高松平野西部では鬼無町今岡古墳、東南部では

船岡山古墳 (47)、 三谷石舟古墳 (38)が新たに築造される。今岡古墳は集成 4な いし5期 に築造され

た前方後円墳で、土製棺 (組合式陶棺)が出土したことで著名な古墳である。円筒埴輪や形象埴輪の特

徴や胎土から、中間西井坪遺跡で焼成された埴輪が搬入されていることが指摘されている(大久保1996)。

船岡山古墳は香川県教育委員会により測量調査が実施され、双方中円墳と想定されている (廣瀬1980)。

しかし、瀬戸内海歴史民俗資料館が実施した「香川県埴輸出土遺跡調査報告 I」 では、特殊器台が掲載

しており (松本 。岩橋ほか1986)、 弥生墳丘墓と前方後円墳であるという見解もある。三谷石舟古墳は

全長88mの前方後円墳で、後円部 2段、前方部 1段築成である (國木1992)。 東讃地域では、前方後円

墳の出現期から中期前葉まで継続して、丘陵下位 (平野側)に後円部を設定しており、同古墳もこうし

た築造法を採り、さらに定点の移動を採用することにより、より高い後円部の築造を行っている (蔵本

1995)。 また、後円部頂部に鷲の山石製の例抜式石棺が露出しており、型式的な変遷の末期に位置付け

られている (渡部1994)。 今岡古墳の多彩な形象埴輪や三谷石舟古墳が定点の移動等が示す外来的要素

の受容は、石清尾山古墳群の首長墓スタイルヘの固執とは対照的であり、その背景には、大和を中心と

した畿内政権の介入が推測できる。

前期末のこうした首長層解体への情勢は、中期初頭 (集成 5期 )に築造された大川町富田茶臼山古墳

により、完成される。丘陵に直交した主軸方位の立地、三段築成の墳丘形態と盾形周溝、陪塚の完備と

いった諸属性において、地域性の払拭が認められ、畿内政権による古墳築造階層の淘汰 。再編が達成さ

れたといえる。これ以後、高松平野における古墳の築造は激減し、中期中葉前後の築造と考えられる高
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野丸山古墳が挙げられるに過ぎない。周溝を有する大形円墳で、善通寺市青龍古墳や徳島県土成丸山古

墳との共通性が指摘でき、小野山節氏による5世紀における古墳の規制を彿彿させる (小野山1970)。

一方、他地域に目を向けると、短甲を副葬する径20m前後の円墳が中期中葉～後葉にかけて築造されて

いる。畿内政権との交渉結果であろう埴輪や鉄製武具 。武器、鉄製農工具といつた豊富な副葬品を有す

るといった共通性が認められ、その背景には各平野 。盆地といった小地域単位と畿内政権とのダイレク

トな政治的関係を想定することが可能である。

後期古墳は爆発的に増加する。高松平野北部に位置する石清尾山周辺には、墳丘規模及び埋葬施設、

副葬品において等質的内容を示す小円墳が、一定範囲へ高密度に分布して群集墳を形成している。一方

高松平野東・南部では、10基以上から構成される群集墳は石船古墳群が挙げられるに過ぎず、大多数は

3～ 5基前後の小規模な群集墳である。内容の判然とする古墳は稀薄で、墳丘、埴輪の出土、石室石材

の露出等からの断片的な情報を得るに留まっているが、万塚古墳 (49)、 八王子古墳 (50、 井上ほか

1973)、 平石上古墳 (26～ 28)、 石舟池古墳群 (37、 高松市歴史資料館1997)、 では発掘調査が実施され、

矢野面古墳 (34)、 東赤坂古墳 (31)で は石室実測調査が行われている (國木1995)。 平石古墳群は日山

東麓斜面部に立地し、 3基の古墳が確認されている。 2号墳は玄室平面は矩形で、玄門部は羨道側壁に

組み込まれ、内側に突出しないが、玄門立柱石を使用している。床面奥壁には日山石産の大形板状石材

を4枚敷き並べ、その間隙や上部、玄門部側に小形板状石材を設置している。鉄製馬具、鉄鏃、練玉、

須恵器が出土している。石舟古墳群は三谷石舟古墳の北側に位置する石船池の堤改修工事中に発見され、

11基確認されている。1号墳を除く10基は小型の横穴式石室を埋葬施設とし、2・ 3号墳玄室床面には、

安山岩板石を敷設しており、同古墳群と特徴とされている。

矢野面古墳、東赤坂古墳は床面積約 9ぽ弱を測り、玄門部幅が羨道幅とほぼ同等 (羨道側壁から突出

しない)、 玄門部天丼石が羨道部天丼石より僅かに低いという共通性が認められるが、玄門部構造は矢

野面古墳が玄門立柱石を使用するのに対し、東赤坂古墳では使用しないという差異もある。

-11-



第 5図 周辺の遺跡地図 (S〓 1/50,000)
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番 号 遺跡名 内 容 主たる時期

1 岡清水遺跡 竪穴住居十数棟、壺棺 2基、炭焼窯 弥生後期

下倉八幡神社神宝 平形銅剣

六条・上所遺跡 韓式土器、有溝土錘 古墳中期、中世

林・坊城遺跡 木製農具、周溝墓 縄文晩期～弥生前期、後期

宗高・坊城遺跡 木製農具 弥生後期、中 。近世

亀の町遺跡 I・ Ⅱ 大型石鏃 弥生後期、平安、近世

空港跡地遺跡群 周溝墓群、灌漑水路、中世屋敷地 弥生後期～古墳初、中 。近世

宮西 。一角遺跡 古代水田 弥生後期、古代、近世

一角遺跡 吉国寺 弥生後期、近世

多肥・宮尻遺跡 木製農工具、組み紐、滑石製臼玉 弥生中～後期、古代、中世

多肥・松林遺跡 (県道) 堰状遺構、掘立柱建物跡 弥生中期～古墳前期、古代

日暮・松林遺跡 掘立柱建物跡、竪穴住居、周溝墓 弥生中期、古墳中期、中世

多肥 。松林遺跡

(桜井高校・高松土木)

木製農具、竪穴住居 弥生中～後期、古墳初頭

松林遺跡 噴礫に土器供献 弥生前期 。中期

凹原遺跡 石器製作竪穴住居、土器棺 2 弥生中～後期

北原遺跡

汲仏遺跡 弥生前期環濠集落 (2重 ) 弥生前期 。後期

雨山南遺跡 国府型ナイフ型石器 旧石器

中山田遺跡 高地性集落、竪穴住居 3、 倉庫跡 2 弥生中期末～後期初頭

通谷遺跡 壺棺 7、 土墳墓 1 弥生後期

三谷三郎池遺跡 散布地 縄文、弥生

金比羅社遺跡

冠櫻八幡遺跡

死塚遺跡 古代水田、掘立柱建物跡 古墳後期、古代、中世

加摩羅神社古墳 横穴式石室 古墳後期

平石上 1号墳 古墳後期

平石上 2号墳 横穴式石室、玄室床面敷石、馬具 古墳後期

平石上 3号墳 横穴式石室 古墳後期

瘤山 1号墳 (小 日山 1号墳) 前方後円墳、竪穴式石椰、鏡 古墳前期

瘤山 2号墳 (小 日山 2号墳) 径10mの円墳

日山山頂古墳

北山古墳群

雨山山頂古墳

矢野面古墳 径14mの円墳、横穴式石室 古墳後期

第 2表 周辺の遺跡一覧 1
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番 号 遺跡名 内 容 主たる時期

高野丸山古墳 円墳 (2段築成 )、 周溝、埴輪 古墳中期

高野南古墳 円筒埴輪 古墳後期

石舟池古墳群 1号墳 ;竪穴式石椰

2・ 3号墳他 ;横穴式石室10基

古墳前期

古墳後期

38 三谷石舟古墳 前方後円墳、例抜式石棺 古墳中期

上佐山東麓古墳群 横穴式石室 古墳後期

毘沙門古墳群

中山田古墳群 横穴式石室、径10～ 15m

大亀古墳群 円筒埴輪、鉄剣 古墳後期

尾越古墳 円筒埴輪、家形埴輪 古墳後期

本村古墳群 箱式石棺

東神内古墳群

円養寺古墳群 (弥生終末～)古墳前期

船岡山古墳 弥生墳丘墓+前方後円墳、特殊器台 弥生終末、古墳前期

船岡古墳 例抜式石棺 古墳中期

万塚古墳 横穴式石室、鉄刀・馬具他 古墳後期

八王子古墳 横穴式石室、鉄鏃・馬具他 古墳後期

東赤坂古墳 横穴式石室 (町指定史跡) 古墳後期

油山古墳群

剣山古墳群

54 横岡山古墳 横穴式石室 (町指定史跡)、 鉄剣 古墳後期

若宮神社古墳

佐賀神社古墳 横穴式石室

高野神社古墳

58 城所山 1・ 2号墳 横穴式石室、刀子、鉄鏃他 古墳後期

奥谷古墳 消滅

60 三谷三郎池西岸窯跡 初期須恵器 古墳中期

大坪窯跡 全長 8m 奈良～平安

茶園窯跡 奈良～平安

百相廃寺 鐘撞堂の礎石 奈良～平安

64 多肥廃寺 「ドウ」と呼ばれる基壇 平安

65 拝師廃寺 「ヒチクドー」 平安

66 高木城跡 中 。近世

67 由佐城跡 中 。近世

68 由良城跡 中 。近世

第 3表 周辺の遺跡一覧 2

-14-



第 3章 調査の成果

第 1節 調査区

調査を実施 した範囲は南北長約217m、 調

査面積5,600ぽ を測る。調査区は、便宜上北か

ら I・ Ⅱ・Ⅲに大別 し、作業ヤー ド、排土置

き場、進入路等の関係からさらに細分 した。

調査区名は大調査区名である I～ Ⅲを頭にし

て、一 (ハ イフン)を挟み、小区画①～④を

後続させた。例えば、 I区の④調査区はI一

④区と表現することになる。

グリットは正方位を指向した20mメ ッシュ

により、南北を11分割、東西を3分割した。

なお、遺構名に関しては、遺構 。遺物の混

乱を招くため、調査時の遺構名を踏襲した。

0              20m

第 6図 調査区割及びグリット図 (S=1/1,000)
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第 2節 層序

調査対象地は段丘崖に接し、現地形は南から北へ傾斜する。現地形における両端の比高差は1.8m前後、

地山上面の比高差は2.5mを 測る。調査では12世紀～18世紀前半と弥生時代後期の2面の遺構面を確認し

た。これら遺構面や層位関係を第 7図 に基本層序模式図を示した。

以下これに基づき、基本層序について報告する。

1層 一部造成土を含むが、耕作土を基本とした表土を一括した。地目は水田ないし宅地である。

2層 暗褐色砂質土を基本とし、上面の一部は第1遺構面となる。遺物の出土はI―②包含層 (第 1層 )

で、12世紀末前後に属する遺物を数点確認している。2層の最終的な形成年代は、第1遺構面で検出し

た最も後出する遺構の時期である18世紀前半に位置付けられよう。

3層 黄褐色砂質土、暗褐色砂質土を基本とし、土質にやや差異がみられるが、層序の連続性を重視し、

同一層位とした。 I一② s R01、 Ⅲ一③包含層Cに対応し、出土遺物から弥生時代後期末に形成年代を

求めることができる。同層位上面は第1遺構面となり、12～ 14世紀前葉、18世紀前半の遺構・遺物を少

量確認している。

4a層  Ⅱ―④区で確認したにぶい黄褐色砂質土埋土である。弥生土器を包含するが、層位別に取り上

げを実施していないため、詳細な時期決定は困難である。層序関係から4b層 に連続する層位と考えら

れ、弥生時代後期末前後の堆積が推測できる。

4b層 暗褐色砂質土、にぶい黄褐色砂質土を主体とし、層位の連続性から一括した。 I一② S R01、

Ⅲ一①包含層D、 Ⅲ一③包含層Cに該当し、弥生時代後期後半～末の遺物を包含する。調査では第2遺

構面を同層位除去後に捉えているが、検出遺構や層位関係、出土遺物等から、上面にも弥生時代の遺構

面が存在する可能性が極めて高い。第2遺構面では弥生時代後期初頭と後期後半の遺構を確認している

点から、同層位上面では弥生時代後期後半の遺構が展開した可能性が高い。なお、削平により、 I・ Ⅱ

区では上面は第1遺構面となる。

5層  Ⅱ一④区南よりで確認した褐色砂質土で、層位関係から3層 に対応する可能性が高い。

6層 にぶい黄褐色細砂、褐色砂質土を主体とし、土質に多少の差異を認めるが、層序関係から一括し

た。7層直上に堆積し、微量の弥生土器を包含する。上面は第2遺構面となる。

7層 各調査区で普遍的に認められるにぶい黄褐色細砂ないしにぶい黄橙色シルト質土を基調とした層

位である。調査では上面を第2遺構面とし、6層上面で検出すべき遺構も同層位上面で検出した。 I―

②区北端では7層 は細分でき、砂質土、小石を含む砂質土、シルト質土と土質に差異がみられ、緩やか

な堆積が予想できる。調査した範囲では遺物の出土は確認できず、地山として捉えた。

なお、7層 下位にはlmを越える砂岩礫を含む砂礫層が認められ、激しい流水による堆積が想定でき

る:下位レベルは不明であるが、数十mに及ぶ可能性が高い。
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lx: rss,aoo

Y=49

0                                       30m

A                     B

L=107.00m

L=106.00m

L=105.00m

L〓 104.00m

第 1遺構面

第 2遺構面

L=107.00m

▽

▼

Y=49,480

lx: tss,+oo

0           1m

L=106.00m

L=105.00m

L=104.00m

トー ン 層序名 土 色 土質 東壁との対応 時  期 備 考

l層 耕作土・造成土 近 。現代 (近 世含む)

2 層 暗褐色砂質土 8・ 9図 2層 12世紀末前後～
18世紀前半

I―②包含層 (第 1層 )

3 層
黄褐
暗褐

土
土

質
質

砂
砂

8図 3・ 7層
9図 3層 弥生後期末

Ｃ

ｌ

層

０
含
Ｒ辟一　

一

Ⅲ

Ｉ

4a層 にぶい黄褐色砂質土 8図 8層 弥生後期末 弥生包含層

4b層 檀猥魚娑甚巻砂質土 嘩嚇
弥生後期後半～末

5 層 褐色砂質土 8図 5層 弥生包含層

6 層
にぶい黄褐色細砂
掲色砂質土

8・ 9図 6層 弥生包含層 ?

鰊 7 層 |:套 t運退屋ツ彩卜質土
8図 9層
9図 7層

地 山

遺構埋土

第 7図 基本層序模式図
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Ａ

Ｉ

L=105.Om

＼

9b

｀ヽ―一――‐́―~´
、

9a

I
I
,

I
I
I

0                       100m

/

L=105.Om

L=104.Om

I―④SH01

/
Ⅱ―C)SH03

2● :暗褐色砂買土
2b:00掲 色粘買土 (灰色帖買土および貴橙色砂賃土が混じる。土彗片を含む)

3 :暗 褐色砂貫土 (2● より目い)

4● :にぶい贄掲色砂買土

4b:田 褐色錮砂 (2● ・ bよ りも明るい。褐色の砂粒を含む)

5o:灰 貴褐色砂質土
5b:に ぶい貴掲色砂■土 (嗜褐色に近い)

5o:嗜 褐色砂買土 (5bよ りやや明るい)

5d:に ぶい貴褐色砂買土 (粒が組くしまり懸し。理石 (小石)を含む)

5● :暗掲色砂買土

5「 :褐色砂質土 (灰色砂質上が混じる。)

6 :褐 色砂質土 (小石を多く含む)

7● :掲色砂貫土 (小石を含む)

7b:掲 色錮砂
7● :貴掲色錮砂 (砂 粒が混じる)

7d:に ぶい貴褐色砂買土 (7● より明るい)

7● :にぶい■18色砂■土 (7● ・dよ り田い。小石を含む)

8 :に ぶい■褐色砂口土

9o:明 貴褐色田砂 (小石をほとんど含まない)

9b:貴 褐色砂費土

9c:暗 褐色砂買土 (小石を大量に含む)

9d:に ぶい貴掲色
"卜

(小石を全く含まない)

9o:に ぶい貴褐色砂買土

9f:貴 掲色砂買土
Og:掲 色砂買土 (砂粒子が組い。しまりが非常に思い)

:0:にぶい貴褐色砂買土 (oOよ り暗くフ●より砂粒子が組い)

‖ :暗掲色砂質土 (第 1面遺輌)

i2:灰貴褐色砂質土 (第 1面遺精)

:3:嗜掲色砂■土 (灰色砂貫土混じる。Sl面 遺綺)

14:に ぶい贄褐色砂買土 (2層 除去後検出遺輌)

15:に ぶい貴掲色砂買土 (灰色および貴橙色砂買上が混じる。 2層鍮去後検出遺構)

16:嗜褐色砂買土 (小石を含む。3よ り明るい。3層除去後検出遺構)

17:晴 掲色砂口土 (3よ り明るく小石を多く含む。3層除去後検出遺横)

18:に ぶい貴掲色砂買土

(19よ りやや層い。98よ りは明るい。 3層除去後検出遺織 )

19:に ぶい貴掲色砂買土 (18よ りやや明るい灰色砂買土を含む。3層陰去後検出遺構)

20:■ 褐色砂買土 (19・ 21よ り明るい。灰色砂口土を若干含む。3層除去後検出遺構)

21:掲 色砂買土 (20よ り暗い。3層陰去後検出遺構)

22:に ぶい貴掲色砂買土 (21・ 23よ りやや明るい。 3層除去後検出遺精)

23:l■ 色砂質土

(22よ りやや暗く砂載子も細かい。炭化物を若干含む。3層除去後検出遺織 )

24:掲 色砂買土 (粗色錮砂がプロ,ク 状に混じる。 3層餘去後検出遺繍〕
25:貴褐色砂質土 (7● よりやや明るい。 4・ 5～ 8層除去後検出遺輌)

26:褐 色砂質土 (4・ 5～ 8層除去後検出遺構)

27:晴褐色細砂

(炭 化物を含む。橙色錮砂をプロ,ク 状に含む。 4・ 5～ 8層瞼去後検出遺構)

28;暗褐色砂貫土

(5bよ り暗く明貴掲色椰砂をプロック状に含む。 4・ 5～ 8層除去後検出遺構)

29:に ぶい■褐色砂質土 (4・ 5～ 8層除去後検出遺構)

30:に ぶい貴掲色砂買土 (5bよ り明るい。 4・ 5～ 8目除去後検出遺機)

311に ぶい貴掲色砂■土 (5bよ り明るい。 4・ 5～ 8層除去後検出遺輌 )

32:貴褐色錮砂 (4・ 5～ 8層除去後検出遺構)

33;に ぶい貴檀色網砂 (4・ 5～ 8層除去後検出遺構)

34:貴褐色錮砂 (4・ 5～ 8層除去後検出遺構)

35:に ぶい貴褐色錮砂 (4・ 5～ 8層除去後検出遺輌)

36:に ぶい貴褐色錮砂 (4・ 5～ 8層除去後検出遺輌)

37:に ぶい貴褐色錮砂 (4・ 5～ 8層 除去後検出遺構)

38:嗜掲色砂買土 (4・ 5～ 8層 除去後検出遺構)

39:に ぶい貴褐色砂賛土 (35よ り暗い。4・ 5～ 8層除去後検出遺構)

40:に ぶい費掲色砂貫土 (42よ りやや嗜い。 4・ 5～ 8目除去後検出遺輌)

4::に ぶい貴褐色錮砂 (42よ り明るい。 4・ 5～ 8層除去後検出遺構)

42:に ぶい貴褐色口砂 (4・ 5～ 8層除去後検出遺構)

43:明 ■褐色組砂 (4・ 5～ 8層除去後検出遺構)

44:褐 色砂買土

(灰色砂賃土が混じる。5fよ りやや暗い。 4・ 5-8日 除去後検出遺構)

45:明 貴褐色錮砂 (4・ 5～ 8層 陰去後検出遺構)

46:明 貴相色錮砂 (4・ 5～ 8層除去後検出遺構)

47:晴 褐色砂質土

48:に ぶい貴褐色錮砂 (嗜褐色に近く.―椰橙色錮砂が混じる)

49:明 貴褐色田砂
50:明 貴掲色錮砂
5::に ぶい貴掲色砂質土 (明 貴褐色・嗜褐色砂買土がフ・0,ク 状に混じる)

521に ぶい貴褐色砂口土 (51よ り明る〈.砂粒子が日かい)

53:に ぶい■褐色砂賃土 (6層隊去後検出遺構)

54;に ぶい貴褐色砂買土 (6層除去後検出遺績)

55:崎褐色砂買土 (6層除去後検出遺構)

56:貴褐色錮砂 (小石が混じる。 6目除去後検出遺構)

57:貴掲色錮砂 (6目障去後検出遺綺)

58:に ぶい貴褐色田砂 (固 くしまる.一郎灰色.6層除去後検出還構)

7a  9a

Ⅳ

Ⅱ―④SE03

＼
、 __″

Ⅵ

Ⅱ―C)SH02

51~｀ 52

V
Ⅱ―④SH01

Ⅱ

Ⅱ―C)SE02

Ⅲ

Ⅱ―④SX22

I―④SH∞理土 (第47図参照)

I―④S E02埋 土 (第64図参照)

Ⅱ―④S X22埋 土 (第72図参照)

Π―④S E00埋 土 (第66図参照)

Ⅱ―④S H01埋 土 (第11図参照)

I―④S H02埋 土 (第14図参照)
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第 8図 土層断面図 1 (天地 1/40、 左右 1/160)
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L=107.Om
J
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Ⅲ―③SX02

-2b

L=106.Om

L=105.Om

L=107.Om

L=106.Om

L=107.5ぶ

1__´ __´

Ⅲ―③SH01

:表土
a:暗褐色砂質土 (4cに 比べ暗い)

b:にぶい黄褐色砂質土
a:暗褐色砂質土
b:暗褐色砂質土
c:黄褐色砂質土
a:暗褐色砂質土

(23よ り明るく炭化物を含まない。 3aよ り明るい)

b:暗褐色砂質土

(4aよ りわずかに明るく、3a
:暗褐色砂質土 (土器片を含む)

:暗褐色砂質土

(4bよ りやや暗く、しまり良し。

・35よ り暗い)

土器片を含む)

5a:褐色砂質土
5b:暗褐色砂質土 (41よ りやや明るい)

6a:に ぶい黄褐色細砂
6b:に ぶい黄褐色細砂 (6aよ りやや暗い)

6c:暗褐色砂質土

(小石を含む。35よ りやや暗く炭化物を若干含む)

7a:に ぶい責褐色細砂 (小石～15clll程度の石を含む)

7b:に ぶい黄橙色細砂 (6aよ りやや明るい)

7c:に ぶい黄橙色シル ト (こ ぶし大の石を多 く含む)

8:暗褐色砂質土 (4cよ り暗い)

9:にぶい黄褐色砂質土

(3b・ 12よ りやや明るい。Ⅲ―③SX01)
10:褐灰色砂質土 (Ⅲ ―③SX01)
ll i黒褐色砂質土

(16よ り明るく、炭化物は少ない。Ⅲ一③SX01)
12:に ぶい黄褐色砂質土 (Ⅲ ―③SX01)
13:黒褐色細砂 (炭化物を大量に含む。皿―③SX01)
14:にぶい黄褐色砂質土 (Ⅲ -OX01)
15:暗赤褐色細砂 (Ⅲ ―③SX01)
16:黒褐色細砂 (皿 ―③SX01)
17:暗褐色細砂
18:に ぶい黄褐色砂質土 (19よ り明るい)

19:に ぶい黄褐色砂質土
20:黄褐色砂質土
21:暗褐色砂質土 (4bよ りやや明るい)

22:黒褐色細砂
(炭化物をわずかに含む。Ⅲ一③SXC12)

23:黒褐色細砂 (Ⅲ 一③SX02)
24:黒掲色砂質土

(25よ り明るい。炭化物を含む。皿―③SX02)
25:黒褐色細砂

(炭化物を含む。皿―③SX02)
26:黒褐色細砂 (2よ り明るく、炭化物を多く含む。

ロー③SXC12)

27:灰褐色シルト
(29よ り暗く、28が混じる。皿―③SX02)

28:灰色シル トに橙色シル トが混じる

(固 い。Ⅲ―③SX02)
29:灰褐色シル ト

(27よ り明るく、28が混 じる。Ⅲ―③sX02)
30:灰褐色シル ト (橙色シル トを含む。m―③Sxo2)

31:暗褐色細砂に6aが混じる

(32よ り暗い。皿―③SX02)
32:暗褐色細砂に6aが混じる (Ⅲ ―③SXα )

33:にぶい黄褐色砂質土

(4b・ cよ り明るい。 3層除去後検出遺構 )

34:暗褐色細砂
(6aよ りやや暗い。 4・ 5層 除去後検出遺構)

35:にぶい黄褐色細砂
(2～ 5 anの 小石を含む。 4・ 5層除去後検出遺構 )

36:暗褐色細砂
(こ ぶし大の石を多く含む。 4・ 5層除去後検出遺構)

37:暗褐色砂質土 (3aよ り暗い)

38:暗褐色砂質土 (小石をやや多く含む)

39:暗褐色砂質土 (3aよ り暗い。Ⅲ一③SH01)
40:暗褐色細砂 (37よ りやや暗い。ロー③SH01)
41:暗褐色砂質土 (4bよ り明るい)

42:黄褐色砂質土
43:暗褐色砂質土 (41よ りしまり良し)

44:暗褐色砂質土

(4bに比べはるかにしまりが良い)

45:暗褐色砂質土 (41よ りやや明るい)

46:黄褐色細砂 (小石を少々含む)

47:にぶい黄掲色細砂 (小石を大量に含む)

48:暗褐色細砂 (小石を含む)

49:褐色細砂 1/1ヽ 石混じり)

50:褐色細砂

Ⅲ―③SX01

51:表土
52:黄色砂質土 (褐灰色粘土混 じる)

53:灰黄色砂質土 (やや粘 りあり)

54:灰黄色砂質土 (53に比べ粒が大きく粘 りなし)

55:灰褐色砂質土
56:黄掲色砂質土
57:浅責色砂質土 (地 山)

58:浅黄色シル ト (6 clD前 後の川原石を含む)

59:責褐色砂質土 (底部に炭化物を多量に含む)

60:黄褐色砂質土
61:にぶい責色粘質土
62:灰褐色砂質土
63:灰褐色砂質土 (55よ りやや暗い)

64:にぶい黄褐色砂質土
65:暗褐色砂質土
66:黒褐色砂質土 (土器片を多 く含む)

67:黒褐色砂質土 (66よ りやや明るい)

4c

9                   1飾

49

①
ｌ

ヒ.〒」
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第 9図 土層断面図 2

9    1勁
L=106.5m

(天地 1/40、 左右 1/160)
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第 3節 遺構 ・遺物

1。 弥生時代 (第 2遺構面)

おおむね後期初頭～前葉と後期後半～末に位置付けられる竪穴住居15棟、竪穴住居の可能性が高い遺

構 9棟、壺棺墓2基、井戸状遺構3基、土坑、柱穴等を検出した。第10図 に竪穴住居を中心とした配置

状況に示した。竪穴住居はⅢ区を中心に濃密に分布し、一部Ⅱ区に展開する。時期的には、後期初頭～

前葉にはⅢ一①区南端部、後期後半～末の竪穴住居はⅢ―③区に集中する傾向が窺える。後者に属する

Ш―③ S H04は 張り出し部を有し、中央土坑に「10型中央土坑」を採用し、共伴例としては当地域初出

である。さらに「付帯土坑」を有する竪穴住居も数棟確認した (Ⅱ 一④ S H01、 Ⅲ一③ S H01、 Ⅲ一③

S H03)。 当地域における確認例は少なく、上天神遺跡 (大久保ほか1995)等において散見される。一

方、掘方は消失しているが、中央土坑や主柱穴配置、壁溝から竪穴住居の可能性が高い遺構も9棟復元

した。調査時には、第2遺構面は基本層序 7層 上面で捉えていたが、前述したように3・ 4・ 5層上面

にも弥生時代に属する遺構面が存在した可能性が高く、SIと して復元した竪穴住居はこれら消失した

遺構面に展開したと思われる。なお、第10図では竪穴住居と異なるトーンで示している。

壺棺墓はⅡ一④区、Ⅲ一②区でそれぞれ1基検出し、おおむね後期中葉、後期後半～末に位置付けら

れる。居住域と墓域という顕著な配置状況は窺えないが、Ⅲ一②区において、土墳墓の可能性が高い遺

構を数基確認しており、わずかであるが当該箇所に集中する。Ⅱ一④ S T01で は大形甕を棺身とし、打

ち欠いた広口壺で被覆している。Ⅲ一② S T01は 大形の二重口縁壺を棺身とし、甕ないし壺体部下半を

棺蓋としている。二重回縁壺の回縁端部は加飾性に富み、形態や胎土は当地域には類例をみない。

出土土器には「胎±1類」土器ないし「下川津B類土器」が少量出土し、結晶片岩を含む胎土の土器

も認められ、砂粒分類を行い、岡山理科大学自然科学研究所の白石純氏に胎土分析を依頼した。

特異な出土遺物として砥石ないし台石の存在が注目される。機械掘削時の出土遺物であるが、報文番

号644(以 下、報文番号は省略)は長さ36cm、 幅25cm前後を測る扁平な砂岩礫を用いた台石で、ほぼ全

面に敲打痕を認め、それに後出した特異な研磨痕がみられる。120・ 298・ 575は方柱状の小形砥石で、

顕著な研磨痕と線状痕が認められ、644と ともに鉄器との関連を伺わせる。

また、機械掘削出土遺物であるが、把手付広片口皿の可能性がある土器を2点検出した (631・ 632)。

同器種は、上天神遺跡 (大久保ほか1995)、 大田下・須川遺跡 (北山ほか1995)、 川津一ノ又遺跡Ⅱ (古

野ほか1998)、 川津東山田遺跡 (山元素2001刊行予定)の 4遺跡で確認されているに過ぎない。

以下、各遺構について記す。
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竪穴住居

Ⅱ―④ S H01

Ⅱ一④区南東部グリットC7で検出した竪穴住居である。調査区外へ延びるため全容は不明であるが、

南北検出最大長4.9m、 東西検出最大長2.lmを 測る。検出状況に加え、調査区東壁のセクションから平

面形態を推定すると、平面形は長楕円形を呈し、規模は長軸長約5.Om、 短軸長4.5m前後に復元できる

(推定床面積は18ぽ前後)。 検出面から床面までの深度は0。2～ 0.3mを測り、埋土は下層に褐色砂質土、

上層に黄褐色砂質土が堆積する。床面には9基のビット、3基の土坑と壁溝 (S D01002)を 検出した。

主柱穴配置は不明であるが、壁溝と竪穴住居掘方の関係から拡張が行われた可能性が高い。S K01は 中

央土坑と考えられ、下層ににぶい黄褐色シルト質土、上層に炭化物を含む (暗 )褐色砂質土ないし細砂

が堆積する。深度は0。3mを測り、一方にテラスを有する逆台形の断面形状を呈する。東壁面上層番号56

～69埋土がこれに対応すると考えられ、東西長1.4m以上を測る。

また、S K02は 検出南北長0。 8m、 検出東西長1.Omを 測り、構築当初の壁溝であるS D02と 切 り合う

ことなく、隣接した位置で検出した。逆台形の断面形状を呈し、床面からの深度は0.5mを 測る。埋土は

下層に明黄褐色ないしにぶい黄褐色シルト質土が堆積し、上層は黄褐色系砂質土 (シ ルト質土)と 褐色

系砂質土の相互堆積が認められる。断面観察では、一部掘り直しを想定することも可能であるが、詳細

は不明である。後述するⅢ一③ S H01、 Ⅲ―③ S H03で みられる付帯土坑の可能性が高い。

遺物はコンテナで 1箱出土している。遺物は 1・ 2・ 5。 10・ 24が下層ないし床面からの出土である。

1は広口壺である。頸部から緩やかに開き、日縁部は短く外反する。端部は上下に肥厚し、 2条の凹

線を施す。 2は広口壺頸部片であろう。頸部は直線的に開き、下端に刻目文を2段施す。 3は直口壺口

縁部片である。直線気味に立ち上がり、日縁部手前から緩やかに外反する。外面には数条の凹線、ヘラ

状工具による斜線文が施される。胎土中に角閃石を多量に含む。 4は 口縁部片である。口縁部は強く開

き、端部を上下に肥厚させ、凹線を3条施す。 5は直口壺である。日縁部は直線的に開き、端部は先細

る。外面には凹線文が数条施される。 6～ 8は甕である。 6は頸部から強く屈曲し、日縁部は「く」字

形に開く。端部は上方に小さく摘み出すが、端面に凹線は施されない。 7は体部から鈍く屈曲し、日縁

部は短く開く。 8は突出した底部から体部最大径に向かい内湾気味に立ち上がる形態。 9～ 11は底部片

である。9は壺底部で、上げ底状を呈し、大きく開く形態である。10・ 11は突出した肉厚の底部である。

12は 鉢口縁部片である。内湾気味に立ち上がり、端部は小さく摘み上げる。13は高杯である。杯部は浅

く皿状を呈し、端部手前で緩やかに屈曲する。内外面には入念なヘラミガキが施される。上天神遺跡器

種分類の高杯Cの系譜を引く器形と考えられる (大久保1995b)。 なお、胎土には極めて細かい素地を

選択している。14は高杯脚部である。脚部はスカート状に緩やかに開き、脚端部で短く折れる。胎土中

に角閃石を多量に含む。

15。 16はサヌカイト製打製石庖丁である。腹縁に扶 りがみられ、顕著な摩滅が認められる。17～20は

上下縁に敲打による潰れが認められ、楔形石器と考えられる。21・ 22は打製石鏃である。21は 平基式、

22は 凹基式石鏃で、重量はそれぞれ4.36g、 1.49gを 測る。23は 両側縁に細部調整が認められ、石鏃未

製品と考えた。重量は1.04gを測る。24は スクレイパーである。礫面を残す箇所もあり、石核の可能性

も残る。25は砂岩製磨石である。広面と側縁に研磨痕を認め、頂部にはかすかな敲打痕もみられる。26

は三角柱状の砂岩礫を用いた台石である。底面 2面を除く、 3面にはほぼ全面に敲打痕が認められ、一

部線状痕も確認できる。重量は15.5kgを 測る。
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0                10cm

第13図  Ⅱ―④S H01出土遺物2(S=1/3)

以上、Ⅱ一④ S H01出土遺物は、広口壺 (1)や壺 (4)の 口縁端部に凹線が認められるが、甕口縁

部 (6・ 7)に 凹線文が認められず、拡張も弱い点に加え、高杯脚部 (14)に拡張傾向が認められない

点から後期前葉に位置付けられる。小形鉢 (12)の存在が問題であるが、高杯である可能性を想定した

い (註 1)。
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Ⅱ―④S H02

Ⅱ一④ S H01に 隣接し、グリットC7で検出した竪穴住居である。一部を検出したのみであり、全容

は不明であるが、南北検出最大長7.2m、 東西検出最大長1.2mを測る。敢えて推定床面積を復元すると、

直径12m前後の円形を呈すると考えられる (推定床面積約113r)。 遺構検出面から床面までの深度は

0。 15mを測り、埋土は下層に炭化物を少量含む暗褐色砂質土 (土層番号 9)、 中層ににぶい黄褐色砂質土
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第14図  Ⅱ―④S H02平・断面図 (S=1/60)
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(5)、 上層に黄褐色砂質土がそれぞれ堆積する。床面にはにぶい黄褐色細砂 (11)、 明黄褐色砂質土 (12)

のわずかな堆積が認められ、貼床の施工が想定できる。床面には5基のビットと土坑、壁溝を検出した

が、中央土坑や主柱穴配置の把握は困難である。

出土遺物は大袋で 1袋出土している。出土遺物は27～ 31(29を 除く)、 32が壁溝 (S D01)か らの出

土である。

27は 壺体部片である。球体形を呈し、外面には入念なヘラミガキ、内面にはケズリ調整が施される。

28・ 29は 「く」字形甕である。28は端部をわずかに拡張し、凹線を2条施し、29は長く延び、端部を上

下に鋭く摘み出す。30は鉢口縁部片である。日縁部は大きく外反し、端部は四角く収める。31は 高杯脚

端部片である。裾部は大きく開き、端部をわずかに肥厚させる。

32は拳大より1回 り小さい砂岩円礫を利用した叩石である。各領1縁 と広面には顕著なあばた状敲打痕

が認められ、一部線状痕も確認できる。33も 腹縁を中心に敲打痕が認められる叩石であるが、敲打痕を

切る研磨痕も確認できる。34は扁平な砂岩を用いた台石である。長さ41.9cm、 幅36.5cm、 厚さ10.5cmを 測

り、重量は21kgである。腹縁を含めほぼ全面にあばた状の敲打痕が認められる。上面は縁部に向かい緩

やかな曲面を描くが、ほぼ平らである。

以上、Ⅱ一④ S H02出 土遺物は矮小化した甕口縁部 (28)、 脚端部で大きく開く高杯脚部形態 (31)

等から、後期後半新相～末に位置付けられる。

28・薫仄胚 0

第15図  S H02出土遺物 1(S〓 1

0                                       10Cm

/4、 1/2)
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第16図  Ⅱ―④S H02出土遺物2(S〓 1/3)

Ⅲ―① S H01

Ⅲ一①区中央部、グリットB9で検出した竪穴住居である。Ⅲ一① S H02と 重複し、それに後出する。

平面形態は不整形で、南北長約6.2m、 東西推定長約6.8mを 測る。推定床面積は約33.17ぽ を測る。検出

面から床面までの深度は0。2m前後を測り、下層に暗褐色砂質土、上層にオリーブ黄色砂質土が堆積する。

床面にはビット7基、中央土坑 (S X01)、 壁溝 (S D01)を 検出し、 6本主柱穴配置に復元できる。

柱穴埋土はS P07を 除き、いずれも灰褐色砂質上の単一層で、柱痕跡、抜き取り痕は確認できないが、
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S P07土層番号 6の埋土は抜き取り痕になる可能性もある。S X01は 主柱穴の中央やや東側に位置し、

中央土坑と考えられる。上面埋土は灰褐色砂質土を呈するが、堆積状況や炭化物の有無は不明である。

Ⅲ一① S H01は 緩やかな斜面部に立地するが、床面を水平に開削する意図は窺えず、床面も周辺地形に

沿つて傾斜する。
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第17図 Ⅲ―①S H01平 。断面図 (S=1/60)
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出土遺物はコンテナで 1箱出土している。

35は 直口壺である。日縁部は直線的に開き、端部を外方へ強く拡張し、端面に円形浮文を施す。36は

短頸壺である。頸部は直線的に開き、日縁部は緩やかに外反する。端部には鈍い凹線を施す。37は壺体

部片である。外面には縦・横方向のヘラミガキが施される。38・ 39は接合関係はないが、同一個体であ

る。算盤玉状の体部で、底部は平底である。外面はヘラミガキ、内面は下半に板ナデ、上半に横ナデ調

整がそれぞれ施される。無頸壺の体部と考えられる。40は 頸部が明瞭に認められる甕頸部片である。角

閃石を少量含む特徴的な胎土である。接合関係はないが、460・ 461と 同一個体である。41は底部片であ

る。突出した平底形態を呈し、底部縁部を横方向に小さく拡張する。42～ 44は 高杯である。42は杯部片

である。口縁端部は欠損しているが、杯部から強く屈曲し、日縁部は直線的に開く。杯部内外面には分

割ヘラミガキが認められる。43は 口縁部片である。日縁部は短く開き、端部を内外に強く拡張し、端面

に凹線を施す。42と は胎土が異なり、胎土中に角閃石を多量に含む。44は軸部片である。長く直立し、

残存部位で見る限り脚端部は大きく開く形態である。軸部ほぼ中央に円形透かしを施す。直立する形状

から近畿系の影響を想定することが可能である。

以上、Ⅲ―① S H01出土遺物は直口壺 (35)に 中期的な様相を残すが、高杯 (42・ 43)は後期初頭に

位置付けられる。埋没時期もおおむね後期初頭に位置付けられるが、重複関係とは離齢をきたす。

430

0 0

第18図  Ⅲ―①S H01出土遺物 (S〓 1/4)

Ⅲ―①S H02

Ⅲ―①区中央やや南より、グリットB9で検出した竪穴住居である。Ⅲ一① S H01、 Ⅲ一①S H03と

それぞれ重複し、前者に対して先行し、後者には後出する。南北検出最大長約3.2m、 東西検出長約4.9

mを測る。平面形、規模を推定復元すると、長楕円形を呈 し、長軸長約6。4m、 短軸長約5.2mを 測 り、

推定床面積は26ぽ前後を数える。検出面から床面までの深度は0.lm前後を測 り、暗褐色砂質土の単層で

ある。床面にはビット6基 と溝状遺構 (S D03)を 検出したが、重複するⅢ―① S H03と 床面比高差に

差異はなく、両者の床面検出遺構が混在している。後述するが、S D03は Ⅲ一① S H03の壁溝と考えら

れ、当竪穴住居に伴う遺構ではない。主柱穴配置は竪穴住居の規模、ビット埋土から、 S P01・ 07を含

む4本主柱穴であった可能性が想定でき、その埋土は褐灰色ないし暗褐色砂質土である。

出土遺物はコンテナで2箱出土した。第21図 に床面の出土状況を提示した。床面出土遺物には49～ 51

・53・ 54063～ 66・ 69・ 77・ 81～ 87(83除 く)がある。

45は広口壺である。頸部は直線的に外傾し、日縁部は強く開く。端部は上下に拡張し、 2条の凹線を

施す。46は壺口縁部と考えられる。強く内湾して立ち上がり、日縁部屈曲部に断面M字形の突帯を貼付
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第20図  Ⅲ―① S H02003内柱穴断面図 (S=1/30)

する。当地域では確認例が皆無に近い形態であり、搬入品と考えられる。胎土中にごく少量の角閃石を

含む。外面には赤色顔料の付着が認められ、分析の結果ベンガラであることが判明している (註 2)。

47～ 50は直口壺である。47・ 48は 直線的に開き、端部を外方へ強く摘み出し、端面に2条の凹線を施す。

外面には数条の凹線文が巡る。上天神遺跡器種分類の直口壺Blに該当する (大久保1995b)。 49は 張

りの弱い肩部から鈍く屈曲し、回縁部は緩やかに開く。外面口縁部上半には3条の凹線を施し、体部に

は縦方向の板ナデ調整が加えられる。50は直線的に開き、端部を尖らせる。51～ 62は甕である。51は痕

跡的な頸部から鈍く屈曲し、口縁部は短く開く。端部は上下に拡張し、 3条の凹線を施す。内面のケズ

リ調整は頸部付近まで及ぶ。52は鈍く直立する頸部から屈曲し、国縁部は短く開く。端部を上下に強く

拡張し、 4条の凹線を施す。胎土中には少量の角閃石が認められる。53は 口縁部細片である。内面には

明瞭な稜が認められ、端面に3条の凹線を施す。54は体部片である。体部最大径は中位より上方に位置

し、失羽状にヘラ圧痕文を施す。かすかに頸部が認められ、口頸部内面には鋭い稜を残す。外面にはヘ

ラミガキ、内面にはケズリ調整が多用される。55は頸部から鈍 く屈曲し、日縁部は大きく開く。端部は

上下に薄 く拡張 し、 3条の凹線を施す。胎土中には多量の角閃石が認められる。56は体部から鈍 く屈曲

し、日縁部は短 く開く。端部は上方に小 さく、横方向に強 く引き出し2条の凹線を施す。日縁部は分厚

く、端部上端に刻目文が認められる。こうした特徴から、吉備南部地域の影響を想定することができる

(蔵本1997a)。 57は端部に向かい漸次肥厚する。58は張 りの弱い肩部から「く」字形に屈曲し、口縁部

は短 く開く。内面ケズリ調整は口縁部境まで及び、屈曲部に明瞭な稜を形成する。59は端部を上方に摘

み出し、凹線を施す。60は 「く」字形に屈曲し、日縁部は端部に向かい漸次肥厚させる。61は肩部の張

りが弱く、不明瞭に口縁部に続き、端部は先細る。粗製の甕である。62は 口径8。 2cmを 測る小形の甕形土

SH02-SP01

SH03-SP03 SP04

SP06
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第21図 Ⅲ―①S Ho2遺物出土状況 (S=1/20)
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器である。体部は球体形を呈 し、外面にはヘラミガキ、内面にはナデ調整が施される。口縁部は緩やか

に外反 し、端部は丸 く収める。後述する砂粒分類 6類に該当する。63～ 71は底部である。63・ 64・ 69は

上げ底状を呈 し、直線的に開く。外面は板ナデ後ヘラミガキ、内面は顕著なケズリ調整が施される。65

は上げ底の底部で、体部は直線的に開く。底体部境に施された板ナデ調整が特徴的である。底径9。2cmを

測 り、形態から壺の底部と考えられる。66は 内湾気味に大きく開く形態である。67は底径8.3cmを 測る。

63～ 67は砂粒分類 6類に該当し、63・ 65の胎土中にはごく少量の結晶片岩を含有する。68は底径 5 cmを

測る小さな底部から、体部は大きく開く。胎土中に角閃石を含み、その粒径は10nlmに 達するものもある。

70は底面外縁部が突出した上げ底である。71は底部と判断したが、蓋の可能性 も残る。底径2.6cm、 底部

高1.Ocmを 測 り、ボタン状に強 く突出する。72～ 77は高杯である。72・ 73は 当地域の後期初頭において、

普遍的な形態の高杯である。日縁部はわすかに外反 し、外部から強 く屈曲する。端部は外方へ強 く引き

延ばし、端面に3条の凹線を施す。杯部内外面には分割ヘラミガキが認められる。72は胎土中に角閃石

を含有するが、73に は認められない。74は杯部から強 く屈曲し、日縁部は内湾気味に開く。端部に向か

い器壁厚を減 じ、端部は丸 く収める。杯部内外面には分割ヘラミガキが施される。胎土中に角閃石を多

量に含む。75は杯部から鈍 く屈曲させ、内湾気味に直立する口縁部。端部は内側に肥厚させる。外面に

は 4条の凹線が施される。76は脚部片である。円柱状の軸部から強 く屈曲する形態である。軸部・裾部

外面には顕著なヘラミガキ、裾部内面にはケズリ調整が施される。77は裾部である。脚端径が24cmと 大

きく、スカー ト状に開く器形である。脚端部は上下に鋭 く摘み出す。外面には分割ヘラミガキが施され

る。

78は直径 5 cm前後の球体形の砂岩円礫を利用 した叩石である。敲打痕を切るように研磨痕も認められ、

叩石から磨石に転用されたと考えられる。79は拳大の砂岩円礫を利用 した磨石である。上下縁にかすか

な敲打痕があり、それを切るように研磨痕が認められる。80は 扁平な砂岩礫を用いた叩石である。側縁

には敲打痕、広面に研磨痕が認められ、後者が前者を切る状況が確認できる。また、比熱を受け、赤褐

色から灰黒色に変色 した箇所 もみられる。81は砂岩礫を利用 した磨石である。82は 直径 6 cmを 測る扁平

な砂岩礫を用いた磨石である。腹縁にはかすかな敲打痕も認められる。83は 方柱状の片麻岩を用いた磨

石である。腹縁の一部と頂部に研磨痕が認められる。84・ 85は 扁平な砂岩礫を利用 した叩石である。側

縁を中心に敲打痕が認められる。84の広面には線状痕がみられ、敲打痕を切る研磨痕も確認できる。86

・87は 扁平な砂岩礫を用いた台石である。86の腹縁には敲打痕が認められ、広面には研磨痕 もみられる。

87は広面ないし腹縁の一部に研磨痕が認められる。

以上、Ⅲ一① S H02出 土遺物は中期末的な様相を示す広口壺 (45)、 高杯 (75)と 後期初頭の様相を

呈する直口壺 (49)、 甕 (52)、 高杯 (72・ 73)を 認める。 しかし、端部の拡張が弱い甕 (57～ 60)、 拡

張を行わない口縁部形態の甕 (61・ 62)、 体部が丸みを帯びる甕 (51)、 日縁端部の拡張を行わない高杯

(74)は後期前葉に位置付けられよう。床面から出土 した遺物 (49・ 50・ 51・ 53)も おおむね後期前葉

に位置付けられ、Ⅲ一① S H02は その時期の所産と考えられる。前述 したⅢ一① S H01に 先行する重複

関係でありながら、出土遺物は後出する。ここでは、重複関係を捉える際の誤認と促えておきたい。
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第23図 Ⅲ―①S H02出土遺物2(S=1/2)
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第24図 Ⅲ―①S H02出土遺物3(S=1/2、 1/3)
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Ⅲ―① S H03

Ⅲ―①グリットB10で検出した竪穴住居である。全体の1/4程度を検出するに留まったため、全容は

不明であるが、平面形態、規模を推定復元すると、一辺8.7m前後を測る隅丸正方形プランを呈する。検

出面から床面までの深度は0.2m前後を測り、埋土は下層に黄褐色砂質土、上層に暗褐色砂質土ブロック

を含む黄褐色砂質土が堆積する。床面にはピット12基 と土坑 1基 を検出したが、主柱穴配置を特定する

には至っていない。ビット埋土はs Pol・ 03・ 10。 13が黄褐色系砂質土、それ以外が褐灰色砂質土埋土

である。Ⅲ―① S H02床面において検出したS D03は その位置関係が掘方延長部に符合する点から、当

遺構の壁溝と考えられる。また、西部隅角付近の床面において、0.lm前後の比高差があり、ベット状遺

構ないし拡張時の痕跡ではないかと想定できる。

出土遺物はコンテナで 1箱出土した。90。 97・ 101・ 110・ 120～ 122は S D01、 116は S P08か らの出

土である。

88は広口壺である。頸部はわずかに直立し、日縁部は強く開く。端部を上下に拡張し、端面に凹線を

3条施す。89は広口壺口縁部片と考えられる。端部は上方に鈍く摘み上げ、 2条の弱い凹線を施す。90

は直口壺である。口縁部は緩やかに開き、端部は外方へわずかに肥厚させる。外面上半に5条の凹線を

施す。91は直口壺と考えられる。日縁端部手前で強く外反し、端部は丸く収める。92・ 93は細頸壺体部

と考えられる。体部最大径付近に断面M字形の突帯を貼付する。92は胎土中に角閃石を多く含むが、93

は当遺跡において、普遍的な胎土である (砂粒分類 3類 )。 94は壺肩部片である。外面頸体部境に刺突

文が施され、スクリーントーンで示した範囲に赤色顔料による塗彩が認められる。赤色顔料は分析の結

果、ベンガラであることが判明している。95は壺肩部片と考えられる。外面には8条 1単位の櫛描波状

文が施される。96～ 104は甕である。96・ 97は頸部から強く折り返した口縁部形態。端部は上方に軽く、

下方に強く引き出し、端面に凹線を施す。96の 口縁部長は著しく短い。97は端部下端を約1.2cm間 隔で小

さく扶り、肩部にヘラ圧痕文を施す。96は胎土中に角閃石を多量に含む。98は体部から強く屈曲し、日

縁端部に向かって漸次肥厚させ、端部に幅広凹線を施す。内面屈曲部には明瞭な稜を形成する。99は体

部最大径がほぼ中位に位置し、口縁部は短く外反する。100は 長く、直線的に開く口縁部形態で、端部

を上方に小さく摘み上げる。101は体部から鈍く屈曲し、直線的に開く口縁部。肩の張りは弱く、内面

ケズリ調整は屈曲部まで及ぶ。102は 甕口縁部片と判断した。日縁部は直立する頸部から、短く直線的

に開く。103・ 104は接合関係はないが、同一個体であろう。体部と口縁部の境が不明瞭で、日径1lcmを

測る小形品である。張りの弱い肩部から口縁部は直線的に開き、端部は丸く収める。外面にはヘラミガ

キ、内面にはケズリ調整が多用される。内面のケズリ調整が卓越した特徴的な甕である。105～ 109は底

部片である。105は安定した平底形態で、体部は大きく開く。106～ 108は 上げ底状を呈し、体部は底体

部境から直線的に開くが、109は底部から直立気味に開く。110は甕体部である。体部最大径が中位より

上方に位置し、外面には幅広のヘラミガキが入念に施され、体部最大径やや上位に右上がりのヘラ圧痕

文が認められる。111は小形鉢である。日縁部は内湾気味に立ち上がり、端部は丸く収める。112は広口

壺口縁部片ないし器台片である。端部を下方に強く引き出し、垂下口縁となる。内面に赤色顔料の付着

が認められたが、分析の結果、水銀朱・ベンガラのいずれでもなく、「スリップ (化粧土)」 と考えられ

る。113～ 117は 高杯である。113は杯部から強く屈曲し、日縁部は短く開く。端部は内側へ小さく、外

方へ強く拡張し、 3条の沈線を施す。杯部外面には放射状のヘラミガキ、内面には分割ヘラミガキが施

される。胎土中には角閃石を多量に含む。114は杯部から鈍く屈曲し、日縁部はほぼ直立する。115は短
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く開く口縁部形態を呈し、端部は先細る。116・ 117は 脚端部片である。116は脚端部手前から大きく開

き、117は スカート状に開く。端部はいずれも四角く収めるが、117は わずかに上方に摘み上げる。118

は高杯脚部片と考えられる。軸部からスカート状に開き、裾部はさらに広がる。内外面には指押さえが

施される。軸部上部径は 2 cmと 極めて小さい。
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第26図  Ⅲ―①S H03出土遺物2(S〓 1/2)

119は打製石鏃である。有茎式で、重量は4.02gを 測る。120は方柱状を呈した砥石である。欠損した

一側縁を除いた3面に研磨痕と線状痕が認められる。材質は不明であるが、頁岩系の石材が用いられて

いる。121・ 122は砂岩礫を利用した叩石で、両先端部を中心に敲打痕が認められる。

以上、Ⅲ一① S H03出 土遺物は、後期初頭ないし前葉の遺物が主体を占める。広口壺 (88)や端部を

拡張して凹線を施し、明瞭な頸部が認められる甕 (96・ 97)がその典型例である。一方、小形鉢 (111)

や直線的に延びる国縁部の甕 (100)は 明らかに後出するが、ここでは混入と判断し、Ⅲ一① S H03は

後期初頭の埋没と考える。
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Ⅲ一①区南端部、

外へ延長し、南北検

出最大長約2.3m、 東

西検出最大長2.4mを

測る。検出面から床

面までの深度は0。2～
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褐灰色砂質土の単一

層である。床面には

数基のビットと土坑

を検出したが、Ⅲ一

①S H05床 面との比

高差がなく、両者の
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している可能性が高
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2本でその平面形を

反転復元すると、南

北長約4.7m、 東西長

約3,7mを 測る隅丸方

形プランを呈 し、推

グリットB llで検出した竪穴住居である。Ⅲ―①S H05に 先行する。西半は調査区
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ある。

123は 直口壺である。口縁部は緩やかに外反し、端部は丸く収める。外面上半には3条の凹線文が施

される。Ⅲ一① S H02出 ±49の直口壺と接合関係はないが、同一個体と考えられる。124は甕である。

直立した頸部から強く屈曲し、日縁部は大きく開く。端部は上方にのみ強く引き出し、 3条の凹線を施

す。体部外面には縦刷毛調整、内面にはケズリ調整がそれぞれ施される。125は 高杯目縁部である。杯

部から鈍く折れ、日縁部はわずかに外反する。端部は外方へ小さく摘み出す。126は 高杯目縁部片であ

る。杯部から強く屈曲し、日縁部は短く開く。端部は内側に小さく、外方へ強く拡張し、 3条の凹線を

施す。127は不明土製品である。径5。2cm前後、厚さ1.4cmの紡錘形を呈し、精良な胎土が選択されている。

残存部位に穿孔はないが、中心点は欠損しており、紡錘車と考えられる。128は鉢口縁部片である。片

田部を認める。129は 高杯である。杯部から屈曲し、日縁部はわずかに外反する。端部は小さく外方に

引き出す。130は 高杯脚端部片である。外面には放射状ヘラミガキが施され、端部は上方に小さく摘み

上げる。円形透かし孔が認められ、推定復元では8孔を数える。131は上げ底状を呈する底部片である。
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第28図 Ⅲ―①S H04005出土遺物 (S=1/4)
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以上、Ⅲ一①S H04出 土遺物は、埋土からの出土遺物 (123～ 126)と柱穴出土遺物に時期差が認めら

れる。前者は直口壺 (123)、 短く直立する頸部から屈曲し、端部を上方に強く拡張し、凹線を施す広口

壺 (124)、 端部を拡張を行い凹線を施す高杯 (126)、 日縁部がほぼ直立し、端部を外方へ小さく摘み出

す高杯 (125)か ら後期前葉に位置付けられる。一方、後者は後出する要素が多く認められる。前述し

たⅢ―①S H05と の重複関係とは逆になるが、出土遺物からⅢ一①S H04は 後期後半の所産と考えたい。

なお、前葉に属する遺物はⅢ一①S H05か らの混入と理解する。

Ⅲ―①S H05

Ⅲ一①区南端部、グリットB llで検出した竪穴住居である。重複関係から、Ⅲ一① S H04に後出する。

西半は調査区外へ延長し、南北検出最大長7.lm、 東西検出最大長3.lmを 測り、平面形態は円形を呈す

る。その規模を推定復元すると、直径7.7m前後となり、推定

床面積46ぽ前後を測る。検出面から床面までの深度は0。2m前

後を測り、褐灰色砂質土の単一層である。床面には数基のピ

ットと土坑、壁溝を検出し、 S P07・ 12・ 13を 含む多角形の

主柱穴配置が想定でき、その本数は8本前後と考えられる。

床面中央北よりには検出長軸長約0。8m、 短軸長約0.7mを測

る長楕円形プランの土坑が位置する (S K01)。 床面からの

深度は0134mを 測り、埋土は下層に黒褐色砂質土、上層に下

層に比してやや暗い黒褐色砂質土が堆積する。断面形状は逆

台形を呈し、北側のみ中途でやや屈曲する。炭化物や焼土は

検出できないが、その規模や位置関係から中央土坑の可能性

が高く、灰穴炉であつたと考えられる。

なお、壁溝は竪穴住居南側において、掘方下場に沿つた位

置で確認したが、検出範囲は南側の一部に留まる。元来、全

週していたか、否かは不明である。

L=而
`m    ~  
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0            1m

l:黒褐色砂質土
(土器片を多く含む)

2:黒褐色砂質土
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第29図 Ⅲ―①SH05内 SK01平。断面図(S〓 1/40)
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出土遺物はコンテナで 1箱出土し、出土遺物の層位は不明であるが、135～ 137・ 140～ 142・ 144。 146

・149は S K01、 133・ 134・ 139。 145。 147・ 148は土器溜まり出土である。

132は 器台である。日縁部は大きく開き、端部を上下に拡張する。端面は4条 1単位のヘラ圧痕文で

飾られ、口縁部内面にはヘラミガキが入念に施される。133～ 135は 直口壺である。133は 端部手前で大

きく開き、端部は四角く収める。外面には3条の凹線が施される。134・ 135は 器形、胎土、色調から、

接合関係はないが同一個体と考えられる。丸みを帯びた肩部から鈍く屈曲し、日縁部は直線的に開く。

外面にはヘラミガキ後、右上がりのヘラ圧痕文が施される。胎土にはきめ細かい素地が選択される。

136は器種不明である。137は壺肩部片と考えられる。外面は指押さえ後、ヘラミガキが施され、不整形

の浮文を貼付する。138・ 139は 甕である。138は 直線的な肩部から屈曲し、日縁部は強く開く。端部は

上下に肥厚 し、 3条の凹線を施す。胎土中には多量の角閃石を包含する。139は体部から鈍 く屈曲し、

端部を上下に摘み出す。1400141は 回縁部片である。140は 口縁部が短く、端部を上下に拡張し、 3条

の凹線を施す。いずれも胎土中に角閃石を多く含む。142は壺底部片である。底径7.7cmを 測り、体部は

大きく開く。143～ 146は高杯である。143・ 144は 口縁端部を内外に拡張し、前者は 1条、後者は4条の

凹線を端面に施す。胎土中には多量の角閃石を包含する。145は杯部から屈曲し、日縁部は直線的に外

傾する。端部は先細 り、外方へ小さく摘み出す。146は 脚部片である。スカート状に開き、脚端部手前

で強く外方へ屈曲し、端部上端は外上方へ小さく摘み上げる。胎土中には多量の角閃石を含む。147は

小形鉢である。内湾気味に立ち上がり、端部を四角く収める。148は 鉢である。張りの弱い肩部から鈍

く屈曲し、口縁部は斜め上方に開く。端部は丸く収める。

以上、Ⅲ一① S H05出土遺物は、直口壺 (133)、 日縁端部を拡張し、凹線を施す甕 (1380139)等 が

後期前葉、小形鉢 (147)、 鉢 (148)が後期後半～末に位置付けられ、異なる時期の遺物が混在した状

況を呈する。出土層位ないし遺構から大別すると、土器溜まり出土土器が後者の時期に属する遺物を多

く包含し、中央土坑の可能性が高いS K01出 土土器は前者の時期におおむね合致する。よって、Ⅲ一①

S H05は 後期前葉の所産と考え、土器溜まり出土の後期後半～末に属する遺物は、Ⅲ一① S H04か らの

混入ないし埋没 (最終)段階に投棄された土器群と理解したい。

Ⅲ―②S H06

Ⅲ―②区中央やや南より、グリットB8で検出した竪穴住居である。西半は調査区外へ逃げるため、

全容は不明である。南北検出最大長4.9m、 東西検出最大長2.7mを 測り、推定復元すると直径約4.7m前

後の不整円形を呈 し、推定床面積は17ぽ前後を測る。検出面から床面までの深度は0。 lm前後を測 り、埋

土は炭化物の包合が少量認められる暗褐色砂質土の単層である。床面には 6基のビットを検出したが、

配置に計画性は認められない。

なお、南端から延びる溝状遺構 (S D05)は後述するⅢ一② o ③ S 105の 壁溝と考えられる。

遺物は弥生土器と考えられる細片が1点のみ出土している。周辺遺構との関連から、後期の埋没であ

ることは間違いないが、詳細な時期決定は困難である。
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第32図  Ⅲ―②S H06平・断面図 (S=1/60)

Ⅲ―③ S H01

Ⅲ一③区中央、グリットC9で検出した竪穴住居である。西端は調査区外へ延びるが、全容の分かる

数少ない竪穴住居である。平面形態は円形を呈し、南北最大検出長7.9m、 東西最大検出長6。2mを測る。

検出面から床面までの深度は0.5mを 測る。埋土は3層 に大別でき、下層に暗褐色砂質土 (土層番号 3)、

中層ににぶい黄褐色砂質土 (2)、 上層に褐色砂質土 (1)がそれぞれ堆積し、さらに床面にはにぶい

黄褐色シルト質土 (4)が認められる。床面レベル、S X01と の関連から、貼床が施されていた可能性

が高い。床面にはピット14基、土坑 2基、壁溝 2条を検出し、主柱穴配置や主柱穴の切り合い (S P03

と04、 S P05と 12)、 壁溝から、建て替えが行われたと考えられる。当初の主柱穴はS P04・ 06・ 08・

10012・ 15の 6本構造で、壁溝としてS D02を 有する。直径6.9m、 床面積は37.37ぽ を測る。建て替え

時の主柱穴はS P01・ 03・ 05006・ 07・ 09。 11の 7本構造で、掘方に沿った壁溝 (S D01)を 有する。
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直径 8m前後、床面積約50ぽ を測る。柱穴埋土はいず

れも暗褐色砂質土を呈 し、 S P03に 関しては 2段掘方

を有 し、柱痕ないし抜 き取 り痕が確認できる。床面中

央には長軸長2.lm、 短軸長1.5mの 隅丸方形土坑を確

認 した (S K01)。 床面からの深度は0。2m前後を測 り

埋土は下層に炭化物を多量に含む暗褐色砂質土、上層

に暗褐色砂質土が堆積する。その検出位置や埋土から

中央土坑と考えられる。

また、床面西隅には方形土坑が確認できる(S X01)。

平面形態は長方形を呈 し、長軸長2.lm、 短軸長0.8m

深度0。6m前後を測る。埋土は下層ににぶい黄褐色砂質

土、上層に褐色系砂質土が堆積 し、上層は褐色砂質土

と暗褐色砂質土がレンズ状に交互堆積 した状況が認め

られる。掘方断面形状は箱形を呈する。その開削位置

は壁溝との重複関係がなく、 S X01は 貼床との層序関

係から構築段階における存在は首肯できるが、建て替

え時への継続の有無は不明と言わざるを得ない。その

性格は不明であるが、上天神遺跡 4区 S H02内 S K14

同 4区 S H04内 S K15～ 18、 同 S H05内 S K20(大久

保ほか1995)に 類例が求められる。付帯土坑と考えら

れる。 ::[曇子[らぎ蒙砂質■142厠
第34図 Ⅲ―③SH01内 SX01平・断面図(S=1/40)
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出土遺物は大袋で 3袋出土 した。出土遺物は152が S P13、 155。 157・ 160が S X01、 158が S D02か

ら出土 し、153・ 156・ 159が下層、154・ 161が上層 (中層)か らの出土である。

152は 壺頸部である。頸体部境に沈線を認め、

頸部はほぼ直立する。外面にはヘラミガキ、内面

にはケズリ調整が施される。153は 広口壺 と考え

られる。日縁部は頸部から緩やかに外反する。端

部は上下に小 さく摘み出し、端面は明瞭に窪む。

154～ 156は甕で、日縁部形態や端部にそれぞれ差

異が認められる。154は 端部を上下に拡張 し、凹

線を施す。155。 156は 端部の拡張が小 さい。157

は鉢である。口縁部は体部から屈曲し、端部を上

方にわずかに摘み出す。158は 口径9。 4cm、 器高6.5

cm前後を測る小形鉢である。底部は厚み1.2cmを 測

り、強 く突出する。体部は内湾気味に立ち上が り、

日縁部手前でさらに内湾する。内外面ともに顕著 第35図 Ⅲ―③S H01出土遺物 (S=1/4)
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な指押さえが認められる。159～ 161は 高杯である。159は 口縁部片である。口縁部は杯部から強 く屈曲

し、外方へ開く。端部は内外へ強 く拡張 し、端面に3条の凹線を施す。160は 鈍 く屈曲し、日縁部は大

きく開く。内面には横方向のヘラミガキが施される。161は 杯部から軸部片である。杯部内外面ともに

分割ヘラミガキ、軸部内面にはケズリ調整が施される。円盤充填法が行われていたが、剥落 している。

胎土中には角閃石を多量に含む。

以上、Ⅲ一③ S H01出 土遺物は後期前葉、中葉、後期後半が混在した状況が窺える。しかし、壁溝か

ら出土した小形鉢 (158)、 S X01か ら出土した口縁部が大きく外反する高杯 (160)な いし拡張の弱い

甕 (155)は いずれも後期後半～末に位置付けられる。さらに阿波地域からの搬入品の可能性が高い直

口壺 (152)は 主柱穴ではないが、重複関係から主柱穴であるS P12に 先行しており、後期後半に位置

付けられる。よって、Ⅲ―③ S H01は 後期後半～末の所産と考えられる。

Ⅲ―③S H02

Ⅲ一③区中央部、グリットC10で検出した竪穴住居である。Ⅲ一③ S H03・ 05と 重複し、S H03に 先

行する。S H05と の前後関係は不明であるが、主柱穴配置の復元からそれに後出すると思われる。東西

両端において、掘方ないし壁溝 (S D08)を 検出し、推定復元では南北長約4.7m、 東西長約5。2m前後、

推定床面積約19ぽ前後を測る。埋土は下層に褐色砂質土、上層ににぶい黄褐色砂質土が堆積する。床面

には数基のビット、土坑、壁溝を確認したが、Ⅲ―③ S H05と の床面比高差はなく、両者の床面検出遺

構が混在する。主柱穴配置はS P187・ 197・ 313・ 322を 含む5本主柱穴に復元でき、上面埋土はいずれ

も暗褐色砂質土である。床面ほぼ中央には直径0.8m前後の不整円形を呈する土坑が位置する (S K02)。

床面からの深度は0.2mを 測り、暗褐色系砂質土埋土を主体とし、炭化物や焼土を検出しており、中央土

坑と考えられる。

出土遺物は小袋で1袋出土した。

162は 甕体部である。体部最大径が中位よりやや上方に位置し、肩部は丸みを帯びる。外面にはヘラ

ミガキがほぼ全面に施される。163は 口縁部片であるが、器種は不明である。

以上、Ⅲ―③ S H02出 土遺物は甕 (162)の形状や端部を拡張しない口縁部 (163)か ら後期後半に位

置付けられる可能性が高い。

Ⅲ―③S H05

Ⅲ―③区中央部、グリットC10で検出した竪穴住居である。西半において掘方を検出したが、東へ傾

斜する旧地形との関係もあり、東半の掘方は消失している。推定復元では、直径約7.6m、 推定床面積約

45ぽ を測る。検出面から床面までの深度は西端部で0。15m前後を測る。床面にはⅢ一③S H02床面検出

遺構を含むピットを多数検出し、その配置や埋土から、S Pl15・ 117・ 201・ 327、 S X13を 含む6本主

柱穴配置が想定できる。確認できない1基の柱穴は、Ⅲ一③ S H02の 中央土坑 (S K02)に より失われ

ており、主柱穴配置が想定通りであれば、S H05は S H02に 先行して構築されたことになる。なお、中

央土坑、壁溝は確認できない。

遺物は検出できず、上記想定が正しければ、後期後半以前の埋没と考えられる。
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Ⅲ―③S H03

Ⅲ一③区中央やや南より、グリットC10で検出した竪穴住居である。不整円形の平面プランを呈し、

南北長3.9m、 推定東西長3.3m、 推定床面積10ぽ前後を測る。検出面から床面までの深度は約0。 3～ 0。4m

を測り、床面にはビット9基、土坑2基を検出した。主柱穴はS P05・ 08・ 09を含む4本柱穴に復元で

きる。床面ほぼ中央には南北長1.lm、 東西長1.5mを測る不整形を呈する土坑が位置する (S K01)。 埋

土は2層 に大別でき、下層ににぶい黄褐色砂質土 (土層番号 8)、 上層に炭化物を多量に含む黒褐色砂

質土 (7)が堆積する。また、床面南端部には竪穴住居掘方と立ち上がりを共有する土坑が位置する

(S X02)。 長軸長1.2m、 短軸長0.5mの隅丸方形プランを呈し、浅い皿形の断面形状を呈する。埋土は

褐色砂質土の単一層である。付帯土坑と考えられるが、詳細は不明である。

出土遺物は大袋で3袋出土している。164～ 202は 上層出土遺物である。
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第37図 Ⅲ―③S H03平・断面図 (S=1/60)

一

魏

０４

く|

-56-



164は 広口壺である。球体形の体部から頸部は直立する。体部外面は縦刷毛調整後、上部は横方向、

中位は縦方向のヘラミガキが施される。165は広口壺。肩部は丸みを帯び、口縁部は直立する頸部から

鈍く屈曲する。166～ 181は甕口縁部片である。166・ 167に は頸部が認められ、張りの強い肩部から頸部

は鈍く立ち上がり、日縁部は大きく開く。端部は166が四角く収めるのに対し、167は上方へ小さく摘み

上げる。器形から広口壺の可能性も残る。168は 丸みを帯びた肩部から鈍く屈曲し、口縁部は短く立ち

上がる。端部は上方に強く、下方に小さく拡張し、 2条の凹線を施す。体部外面上半は左上がりの平行

叩き後、縦刷毛調整、下半は幅広のヘラミガキが施される。169は 短く直立する頸部が認められ、端部

をわずかに肥厚させる。170は 「く」字形に屈曲し、端部を上下に摘み出す。171は痕跡的な頸部から強

く折れ、日縁部は外反する。端部は垂下口縁となり、西部瀬戸内の影響が想定できる。172は胎土中に

結晶片岩を含有し、阿波地域からの搬入品と考えられる。丸みを帯びた肩部から強く折り返し、日縁部

は大きく外反する。体部内面のケズリ調整は口縁部付近まで及ぶ。173は体部から鈍く折れ、口縁部は

緩やかに外反する。端部は下方に引き出し、 2条の凹線を施す。174は張りの弱い肩部から強く折れ、

端部に向かい漸次肥厚させる。体部内面のケズリ調整は口縁部付近まで及ぶ。173・ 174は結晶片岩の合

有は認められないが、胎土、色調から砂粒分類 6類に分類した。175～ 180は 口縁端部を丸く収める形態

の甕である。175は 球体形の体部から口縁部は大きく外反する。体部外面は縦刷毛調整、内面は指押さ

え後、板ナデ調整が施される。176・ 177は肩部から鈍く屈曲し、口縁部は緩やかに開く。体部外面には

176がヘラミガキ、177が縦刷毛調整、内面はケズリ調整が施される。178～ 180は体部から強く折れ、日

縁部は直線的に外方へ開く。日縁部長や厚みに差異が認められる。体部形態は178で は体部最大径がほ

ぼ中位に位置し、肩部に明瞭な張りを見出せる。体部外面にはヘラミガキ、内面には口縁部付近までケ

ズリ調整が多用される。178～ 180の胎土中に結晶片岩は確認できないが、色調や胎土から砂粒分類 6類

に分類した。181は 口縁部がほぼ水平に開き、端部上端を強く拡張させる甕。端部には3条の凹線が施

される。182は 甕体部片である。体部最大径は中位よりやや上方に位置する。外面上半は左上がりの平

行叩き後、縦刷毛調整、下半はヘラミガキが施される。183～ 187は 弥生土器底部片である。183は 甕底

部。内面には棒状工具によるナデ調整が認められる。胎土中には多量の角閃石を含む。184は底径が3.6

cmを 測り、突出した形態。187は安定した平底で、大きく開く体部から壺と考えられる。188は体部片で

ある。肩部に丸みを有し、球体形に近い形態を呈する。外面には入念なヘラミガキが施される。189は

突出した平底形態を呈する。内面にはケズリ調整が施されるが、器壁は分厚い。190は 台付き鉢底部片

と考えられる。底部外縁を外方に強く引き出し、わずかに上げ底を呈する。底部厚が 2 cmと 厚く、特徴

的である。砂粒分類 6類に該当する。191は小形鉢である。日径8。 3cm、 器高6.6cmを 測り、底部はボタン

状に強く突出する。体部は肩部に張りが認められ、口縁部は緩やかに外反する。192は 鉢口縁部片であ

る。体部は内湾気味に立ち上がり、口縁部手前で内上方に屈曲する。193・ 194は鉢口縁部片である。193

は内湾する体部から緩やかに外反し、日縁端部を下方に小さく引き出す。194は 内湾する体部から屈曲

させ、日縁部は短く開く。195～ 197は 高杯である。195は 杯部が完存し、日径28。 2cmを 測る。杯部内外

面ともに4分割ヘラミガキが入念に施される。口縁部は杯部から屈曲し、短く外反する。端部は外方へ

摘み出すが、その拡張は弱い。196は杯部から強く屈曲し、日縁部は大きく外反する。197は脚裾部であ

る。スカート状に開き、端部は小さく上下に肥厚する。外面にはヘラミガキが入念に施される。198は

製塩土器脚部である。体部は脚部から直線的に開き、外面には板ナデないしケズリ調整が施される。脚

部はハ字形に開く。
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第38図 Ⅲ―③S H03出土遺物1(上層・土器溜まり出土、S=1/4)
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28

第39図  Ⅲ―③ S H03出土遺物 2(上層出土、S=1/4、 1/3)

199は 拳大の 2倍はある砂岩礫を用いた叩石である。全面に敲打痕が認められ、広面に線状痕が確認

できる。200。 201は扁平な砂岩礫を利用した台石である。200は腹縁を中心に敲打痕が認められ、 トー

ンで示した範囲に赤色顔料が付着しており、分析の結果ベンガラであることが半J明 している。ベンガラ

付着箇所に明瞭な研磨痕は認められず、荒粉砕に用いた台石と考えられる。201は大半が欠損しており、

全容は明らかでない。短腹縁ないし広面にあばた状の敲打痕が認められる。202は大形砂岩扁平礫を用

いた台石である。長さ40。 8cm、 幅28。 Ocm、 厚さ14.3cm、 重量24.6kgを 測る。ほぼ全面にあばた状敲打痕が

認められる。広面はほぼ水平である。一部、線状痕のように表現した箇所は石材の亀裂箇所である。ま
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第40図 Ⅲ―③S H03出土遺物3(上層出土、S=1/3)

た、中央やや短腹縁よりにおいて、利用石材に当初から存在 していたものか、使用段階で形成されたも

のかは不明であるが、帯状に窪む箇所がみられ、当該箇所にも敲打痕が認められる。

以上、上層出土土器は端部の拡張を行い、凹線を施す甕 (168。 181)、 高杯目縁端部を外方にのみ拡

張 し、日縁部が外反する高杯 (195)が後期前葉に位置付けられるが、出土数は少なく混入と考えられ
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る。大多数は後期後半～末と考えられ、球体形の体部から直線的に内傾する広口壺 (164・ 165)、 端部

の拡張が小さく、矮小化した口縁部の甕 (169。 170)、 鈍く折り返し、端部を丸く収める甕 (175～ 178)、

小形鉢の存在 (191)、 日縁部が大きく外反する高杯 (196)と いつた特徴が挙げられる。よって、上層

(上層土器溜まり)の埋没は後期後半～末と考えられる。

203～ 209は 中層出土遺物で、208の み下層出土である。

203～205は甕である。203は鈍 く屈曲し、日縁部は緩やか

に外反する。204は 口縁部細片である。端部は上下に摘み

出し、 2条の凹線を施す。205に は短 く内傾する頸部が認

められる。206は体部片である。外面は刷毛調整後、ヘラ

ミガキ、内面はケズリ調整が施され、底面にも刷毛調整が

認められる。底部は突出した平底である。208は低脚の台

付 き鉢と考えられる。製塩土器の可能性 も考慮 したが、内

外面にヘラミガキ調整が認められ、台付 き鉢と判断 した。

脚部は低 く、外方には開かず、高台のような形態を呈する。

体部は内湾気味に立ち上がる。下川津遺跡 S D Ⅱ17の 4と

器形・調整が酷似するが、脚部形状に差異が認められる

(藤好ほか1990)。 209は高杯目縁部片である。杯部から強

く屈曲し、回縁部は大きく外反する。口縁部中位が最 も肥

厚 し、端部に向かい先細る。接合痕の確認から、杯部端に

口縁部を貼付 してお り、外面には明瞭な段を残す。

以上、中・下層出土遺物は端部を拡張する甕 (204)、 頸部の明瞭な甕 (205)に後期前葉の様相が窺

えるが、短く開き、端部を丸く収める甕 (203)や口縁部が強く外反する高杯 (209)は、後期後半～末

に位置付けられる。よって、中・下層埋没時期はこの時期と考えられ、Ⅲ―③ S H03の埋没時期も後期

後半～末と考えられる。

Ⅲ―③ S H04

Ⅲ一③区南端部、グリットC llで検出した竪穴住居である。直径 7m前後の円形を呈し、北側に張り

出し部を有する。これを含めた規模は南北長8.2m、 東西長7.Om、 床面積42.49rを 測る。検出面から床

面までの深度は0.2m前後を測る。埋土はいずれも暗褐色砂質上であるが、下層 (土層番号 3)、 中層 (2)

の下端面に黒褐色砂質土を介在させることにより3層 に細別できる。床面にはビット12基、土坑 2基、

壁溝、ベット状遺構を検出した。ピットとベット状遺構の位置関係から、主柱穴配置はS P01・ 02・ 04

007・ 09・ 11の 6本に復元でき、 S P06・ 08が S P07・ 11の内側に位置する点から、建て替えが想定で

きる。ベット状遺構は北側を除く範囲で検出し、掘方下端からの幅は最長で1.3m、 床面との比高差0.1

mを測り、にぶい黄褐色混砂粘質土 (5。 17)を用いた置土である。主柱穴に相当するS P04007・ 11

はベット状遺構内角屈曲点に位置し、計画性が認められる。床面中央には、直径0.6mの 円形を呈するS

K01と 長方形プラン (長軸長1.lm、 短軸長0.4m)を呈するS X01が位置する。S K01は 深度0.2mを 測

り、下層に炭化物を多量に含む黒褐色細砂 (21)、 上層に暗褐色砂質土が堆積し、S X01は 炭化物を多

量に含む黒褐色砂質土 (12)を埋土とし、深度は0.05mと 極めて浅い。S K01と S Xolは 「10型 中央土

F                   《 203

0                1ocm

第41図  Ⅲ―③S H03出土遺物 4

(中層・下層出土、S=1/4)
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坑」と考えられ (多賀1996)、 県内では松並 。中所遺跡 (松本2000)や彼ノ宗遺跡 (笹川1985)、 陵遺跡

(阿河1999)で確認できる。なお、床面検出段階では多量の炭化物を包含する黒褐色砂質土 (6)が一

点破線で示した範囲を覆っていた。壁溝は南西部側の掘方下端に沿って検出した。張り出し部と接する

位置で収束し、張り出し部に沿つた開削は行われない。張り出し部は幅1.9m、 奥行き1.Omを 測り、床

面より0。lm高い。

出土遺物はコンテナで 1箱 を数え、出土遺物は210・ 218・ 231・ 233・ 237・ 238が下層出土、213・ 216

・219・ 222・ 225・ 228・ 235・ 239。 240が中層出土であり、床面遺構出土遺物としては、214・ 220が S

K01、 226が S X01、 215が S P09出 土である。また、211は下層 (床面)と ベット状遺構下出土遺物が

接合しており、示唆的な出土状況である。同じくベット状遺構下から出土した242と の時期的な関係が

重要である。

210は広口壺と考えられる。頸部から強く屈曲し、日縁部は端部に向かい漸次肥厚する。211は直口壺

の系譜を引く広口壺である。肩部の張りは弱く、丸みを帯び、頸部はほぼ直立し、長く延びる。日縁部

は直線的に長く開き、端部は四角く収める。212は広口壺である。口縁部は直線的に立ち上がり、端部

手前で大きく開く。口縁部下端には列点文が施される。213は広口壺口縁部と考えられる。215。 216は

壺体部と考えられる。安定した平底で、体部最大径がほぼ中位に位置する。外面にはヘラミガキ、内面

にはケズリ調整が多用される。217～ 223は 甕口縁部片である。217・ 218は 口縁端部を上下に拡張し、凹

線を施す。219は端部を上方に強く、下方に小さく拡張し、端面に竹管文を施す。胎土中に角閃石を含

有する。220。 221は張りの弱い肩部から折れ、口縁端部の拡張を行わない甕である。220は端部を上方

に小さく摘み上げる。221は 中位がわずかに肥厚し、端部は丸みを帯びる。体部内面はともに口縁部付

近までケズリ調整が及んでいる。222は 鈍く屈曲し、日縁部は緩やかに開く。223は端部を上方に折り曲

げ、凹線を2条施す。224～ 230は底部片である。230の底面にはヘラミガキが施される。231は大形鉢口

縁部片である。内湾気味に立ち上がり、端部は内側に小さく、外方へ強く引き出し、端面に2条の凹線

を施す。外面には沈線状の凹線が数条施される。232・ 233は小形鉢口縁部片である。体部は内湾気味に

立ち上がり、端部手前で肥厚し、端部をやや尖らせる。232は 口縁部内外面にヘラミガキ、233は外面に

はヘラミガキ、内面にはケズリ調整が施される。胎土には精良な素地が選択されている。234は鉢底部

と考えられる。底体部境に明瞭な屈曲点はなく、内湾して立ち上がる。235～240は高杯である。235。

236は杯部から強く屈曲し、大きく外反する。237は口縁部片である。杯部から鈍く屈曲し、端部は内上

方にわずかに摘み上げる。238は端部を内外に拡張し、 2条の凹線を施す。胎土中に角閃石を多量に含

む。239は装飾高杯と考えられる。杯部から強く屈曲し、直立気味に立ち上がり、大きく開く。杯部内

外面には放射状ヘラミガキを施す。通常の高杯に比して、器壁が厚く、精良な胎土が用いられる。また、

円盤充填法による杯部成形が行われているが、剥落 。欠損している。240は高杯軸部片である。外面に

は沈線が数条施される。241・ 242は高杯脚端部片である。スカート状に開き、241は端部を上下に拡張

し、242は 端部に向かい漸次肥厚させる。

243はスクレイパーである。刃部は片面調整加工で、背部には敲打による顕著な潰れがあり、楔形石

器を転用した可能性が考えられる。244は一側縁に敲打による潰れが認められる点から、楔形石器から

の転用品と考えられる。推測の域をでないが、石鏃未製品と考えたい。245。 246は扁平な砂岩礫を用い

た台石である。245は 長さ27.9cm、 幅20。 lcm、 厚さ8。 lcm、 重量 5 kgを 測る。上面はほぼ水平で、腹縁を含

め、全面に敲打痕が確認できる。また、上面には線状痕も認められる。246は長さ30。 9cm、 幅19。2cm、 厚
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第43図 Ⅲ―③S H04出土遺物1/(S=1/4)
さ8.7cmを 測 り、重量は6。 7kgである。ほぼ全面にあばた状の敲打痕が認められる。247は棒状の砂岩礫を

利用 した叩石である。両先端部に敲打痕が認められる。248は扁平な砂岩礫を用いた台石である。長さ

34.8cm、 幅28.5cm、 厚さ12.5cmを 測 り、重量は18。 7kgを 測る。上面と腹縁全面に敲打痕が認められ、上面

には線状痕もみられる。

以上、Ⅲ―③ S H04出 土遺物は後期中葉、後期後半～末が混在した状況が窺える。前者は直口壺に系

譜を引く広口壺 (211・ 212)、 短いながらも端部の拡張を行う甕 (217～ 219)、 端部の拡張を行う高杯

(238)、 口縁部が鈍く屈曲して立ち上がる高杯 (237)、 脚端に向かい漸次肥厚する高杯 (242)が該当す

る。一方、後者としては小形鉢の存在 (232～ 234)、「く」字形甕 (221)、 鈍く折り返し端部をわずかに

摘み上げる甕 (2200222)が挙げられる。
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Ⅲ―③S H04出土遺物2(S=1/2、 1/3)
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第45図  Ⅲ一③S H04出土遺物3(S=1/2、 1/3)
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また、層位別では下層出土遺物は後期中葉、中層出土遺物は後期後半～末に位置付けられる遺物が多

く含まれる。但し、小形鉢 (233)は下層出土である。一方、床面で検出した S K01、 S X01は 後期後

半～末、S P09は 後期中葉に位置付けられる可能性が高く、複雑な状況を呈している。ここでは、Ⅲ一

③ S H04の埋没時期を後期後半～末とし、下層を中心に包含する後期中葉に属する遺物は、開削前に埋

没した遺構の存在を想定したい。

壁面で確認した竪穴住居

I―④S H01

1-④区東壁面、グリットC3で確認した竪穴住居の可能性の高い遺構である。東壁面で検出した限

りでは、南北長2.5mを 測る。検出面から床面までの深度は0。 2～ 0。3mを測る。埋土は下層に暗褐色砂質

土、上層に褐色砂質土が堆積し、上層下面には炭化材を少量包含する。壁溝、柱穴は確認できないが、

床面に沿って壁面を扶り込み確認した結果、

赤変した埋土を確認した。中央土坑と考え
B

られ、竪穴住居 と判断 した。        L=1∝ .5m

埋没時期は不明であるが、周辺遺構との

関連から、後期の所産と想定できるが、詳

細な時期決定は困難である。

Ⅱ―④ S H03

Ⅱ一④区東壁面、グリットC5で確認した竪穴住居の可能性のある遺構である。調査区東壁面による

限りでは、南北長4.3m前後を測る。遺構検出面からの深度は0。 2～0.3mを 測り、埋土は炭化物を少量含

む褐色細砂層である。竪穴住居掘方に沿う埋土 (土層番号 7・ 20)は壁溝である可能性が高い。床面に

は柱穴の可能性が高い埋土も認められるが、詳細は不明である。

埋没時期は不明であるが、周辺遺構との関連から後期の可能性が高い。

8oぅ8 五 12131J」 g可
6

i:[言力〔[[#|]な
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砂質土、灰も若干含む)

9:黄褐色砂質土

ま蒻熙魃 ¨ 陵詢

第47図  Ⅱ―④S H03断面図 (S=1/60)
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掘方が失われた竪穴住居

掘方は消失しているが、主柱穴配置及び中央

土坑、壁溝の位置関係から竪穴住居と考えられ

る遺構を数基復元した。包含層ないし機械掘削

時の出土遺物量が一定量認められ、第 7図の基

本層序で示したように、調査段階で捉えた第 2

遺構面上層の包含層上面にも遺構面が存在した

可能性が高い。ここでは、SHと いう遺構略号

は用いず、SIと 表現して報告する。

I一② S!01

Ⅱ―②区西部、グリットB5で検出した竪穴

住居の可能性がある遺構。溝幅0。 15m、 黒褐色

砂質土を埋土とするS D09が弧状を呈しその内

側 に Ⅱ 一 ② S P260。 262が 位 置 す る 。 S D09は

壁溝と考えられ、直径 6m前後に復元できる。

竪穴住居を構成するピット、溝から遺物の出

土は確認できず、詳細な時期決定を行うことは

困難であるが、おおむね弥生時代後期の所産と

考えられる。
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S:主柱穴埋土
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Ⅱ―④S:02

0           1m

第48図  Ⅱ―②S 101平面図 (S=1/100)、
S D09平 。断面図 (S=1/40)

Ⅱ一④区中央部、グリットC5で検出した竪穴住居の可能性が高い遺構である。Ⅱ一④ S P34・ 40。

52・ 270を 含むビットが直径4mの円周上に位置し、 1基は確認できないが、5本主柱穴配置を呈する

であろう。そのほぼ中央にはⅡ一④S X06が位置する。直径0。7mの円形を呈し、中央土坑と考えられる。

また、掘方直径を7.5mで復元すると、Ⅱ―④ S K08が その内側に位置する。Ⅲ一③S H01内 S X01の

ような付帯土坑の可能性は低いが、ここで報告する。平面形は長軸長1.3m、 短軸長0。6mを測る長楕円

形を呈する。0。 15mの深度を有し、舟底形の断面形態である。埋土は大きく2層 に大別でき、下層にに

ぶい黄褐色砂質土、上層に炭化物を包含する暗褐色砂質土が堆積する。今回復元することはできなかっ

たが、掘方が消失 した他の竪穴住居の中央土坑と考えられる。

出土遺物はⅡ一④ S K08か ら小袋で2袋出土している。層位は252・ 253が下層出土遺物、それ以外は

記載がなく、出土層位は不明である。

249は広口壺である。口縁部は外傾気味に立ち上がる頸部から大きく開き、端部を上下に拡張する。

端面には凹線を2条、外面頸部下半にはヘラ圧痕文が 2段施される。250は壺口縁部である。水平に延

び、端部を上下に小さく拡張し、 2条の凹線を施す。251は甕である。頸部から屈曲し、口縁部は短く

開く。端部は上下に拡張し、凹線を3条施す。252は 甕口縁部片である。口縁部は短く強く折り返し、

端部は上方へ強く摘み上げる。屈折部下半の器壁は l cmと 極めて分厚い。253・ 254は 底部片である。

253は上げ底状を呈し、底面にヘラミガキが施される。254は強く突出した平底形態。
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255は砂岩礫を用いた叩石である。短側縁を中心にあばた状の敲打痕が認められる。広面の一部には

研磨痕がみられ、磨石に転用されたと考えられる。

以上、S K08出 土遺物は口縁端部を上下に拡張し、凹線を施す広口壺 (249)、 明瞭な頸部から屈曲し、

端部を拡張した後、凹線を施す甕 (251)の存在から後期初頭に位置付けられる。なお、S K08は Ⅱ一

④ S 102の 中央土坑と冠することはできず、竪穴住居の時期を言及することはできない。
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第49図 Ⅱ―④S!020SH03平面図(S=1/100)、 SK08平・断面図(S=1/40)、 出土遺物(S=1/4、 1/2)
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Ⅱ―④S i03

Ⅱ一④区中央部、グリットC6で検出した竪穴住居の可能性

が高い遺構である。Ⅱ一④ S P58・ 61075、 S X13・ 16が直径

2.3mの 円周上に並び、6本主柱穴に復元できる。そのほぼ中央

部にS X10、 Ⅱ―④ S P61と 75の柱間間にS Xllが位置する。

S X10は 長軸長1.Om、 短軸長0.5mの 楕円形平面プランを呈し、

深度は0.2mを測る。断面形状は逆台形で、埋土は下層に地山ブ

ロックを含む褐灰色砂質土、上層に炭化物を多量に含む暗褐色

砂質土が堆積する。中央土坑と考えられ、堆積状況から灰穴炉

である可能性が高い (都出1989)。 S Xllは平面形は長楕円形

ないし隅丸方形を呈し、長軸長1.2m、 短軸長0。7mを測る。深

度は0.2mを測り、下層に褐灰色砂質土、上層に灰黄褐色砂質土

が堆積する。付帯土坑の可能性があり、柱間間に位置する土坑

の類例としては、上天神遺跡4区 S H05S K20が挙げられる。

出土遺物はⅡ―④S X10が小袋で1袋、Ⅱ一④S Xllが 1袋、

Ⅱ―④ S X13カⅥ 袋ヽ 1を 数える。256が Ⅱ―④ S X10、 257・ 258

がⅡ―④ S Xll、 259が Ⅱ―④ S P67出 土遺物である。

256は底部片である。底部外縁を外方へわずかに摘み出す。257は 甕口縁部である。日縁部は直線的に

開き、端部を上下に小さく肥厚させる。258は高杯杯部から口縁部細片である。屈曲部外面には段を有

し、口縁部は大きく開く。259は拳大の砂岩扁平礫を利用した叩石である。側縁を中心に敲打痕が認め

られる。

以上、Ⅱ―④ S 103の 中央土坑と考えられるS X10と 付帯土坑の可能性があるS Xllの 出土遺物は端

部を拡張する甕 (257)か ら後期中葉前後に位置付けられる。また、高杯 (258)は大きく外反する形態

であり、後期後半まで下る可能性も残る。ここでは、Ⅱ―④S 103の所属時期を後期中葉～後半と考え

たい。

I―④S:04

Ⅱ―④ S 103に 隣接 した位置で確認 した竪穴住居の可能性がある遺構である。Ⅱ一④ S P63・ 64は埋

土内に炭化材を含み、周辺において炭化材が残存するビットが確認できない点から、 2本主柱穴で復元

した。柱間隔は2.3mを 測る。なお、中央土坑、壁溝は確認できない。竪穴住居を構成する遺構からの遺

物の出土は確認できず、詳細な時期決定は困難であるが、弥生時代後期の所産であろう。

Ⅲ―② o③ S!05

Ⅲ―②区南端部、Ⅲ一③区中央部、グリットC9で検出した竪穴住居の可能性が高い遺構である。Ⅲ

一② S P34・ 36、 Ⅲ一③S P147・ 288、 S X16が直径6.2m前後の円周上に並ぶ。柱穴埋土はいずれも暗

褐色砂質土ないしシルト質土である。また、Ⅲ―② S H06か ら南西に延びるS D05は S105の壁溝にな

る可能性が高く、直径約8.5m前後に復元することが可能である。なお、中央土坑は確認できない。

竪穴住居を構成する遺構からの出土遺物はなく、詳細な時期は不明である。弥生時代後期の所産であ

ろう。

56  7

降__」Cm=三グ上_
258

５ｃｍ

第50図 Ⅱ―④S:03出土遺物(S=1/4、 1/2)
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0           1m

SX13

第51図  Ⅱ―④S:03004平面図 (S〓 1/100)、 S X10011 013・ 16平・断面図 (S=1/40)
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Ⅲ―③S:08

Ⅲ一③区中央、グリットC9で検出した竪穴住居の可能性が高い遺構である。直径約3.4mの 円周上に

Ⅲ一③ S P154・ 155。 157・ 159。 162が位置し、6本主柱穴配置に復元できる。にぶい黄褐色砂質土と

暗褐色系砂質土埋土が混在し、信憑性に欠ける。主柱穴中央部にはⅢ―③S P160が位置するが、堆積

状況は不明である。竪穴住居を構成する遺構からの出土遺物はなく、埋没時期は不明であるが、おおむ

ね弥生時代後期の所産であろう。
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Ⅲ―③S:06

Ⅲ一③区北部、グリットC8で検出した竪穴住居の可能性が高い遺構である。直径7.4m前後の円周上

にⅢ一③ S P109・ 115。 118・ 122・ 127・ 128が位置し、7本主柱穴配置に復元できる。埋土は暗褐色砂

質土ないしシルト質土である。その中央やや北よりには中央土坑と考えられるⅢ一③S X10が、直径11

mで掘方を復元すると掘方に沿つてⅢ一③S X15がそれぞれ位置する。前者は歪な隅丸方形の平面プラ

ンを呈し、長軸長1.8m、 短軸長1.3m、 深度0.lmを 測る。浅い皿形の断面形状を呈し、埋土は炭化物を

含む暗褐色細砂の単一層である。後者は直径0.5m前後の不整円形で、付帯土坑の可能性も考えられるが、

埋土や堆積状況は不明である。

竪穴住居を構成する遺構からの出土遺物は、Ⅲ一③S Pl15か ら1点、Ⅲ一③S X10か ら小袋で1袋

出土している。260は S X10か ら出土した甕口縁部細片である。端部を上方に摘み上げ、2条の凹線を

施す。出土遺物からは後期前葉～中葉の幅に収まると考えられ、Ⅲ一③ S 106も その時期の所産と考え

たい。

Ⅲ―③S 107

Ⅲ―③ S 106に 重複する位置で検出した竪穴住居の可能性がある遺構。直径4.5mの 円周上に暗褐色砂

質土を埋土とするⅢ一③ S Pl16・ 120。 123・ 124が位置する。その中央にS X09。 11(上面埋土 ;黒褐

色砂質土)、 柱間間にS X13(上面埋土 ;褐色砂質土)が位置し、中央土坑と付帯土坑と考えられるが、

堆積状況は不明である。

竪穴住居を構成する遺構からの出土遺物はなく、詳細な時期は不明である。周辺遺構との関連から、

弥生時代後期の所産と考えられる。
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Ⅲ―③S:09

Ⅲ一③区中央南より、グリットC10で検出した竪穴住居の可能性が高い遺構である。直径6mの円周

上にⅢ一③S P194・ 2090224・ 230・ 231・ 241・ 248・ 255・ 266が巡り、7ないし8本主柱穴配置に復

元できる。埋土はS P209(に ぶい黄褐色砂質土)を 除き、暗褐色系砂質土である。その内側にはSK
06・ 07が位置する。いずれの埋土にも炭化物の包合は認められず、中央土坑と冠することはやや困難で

あるが、上面の削平を考慮に入れると、灰穴炉という想定も可能である。

竪穴住居を構成する遺構からの出土遺物は、Ⅲ一③ S P194、 Ⅲ一③S P231か らそれぞれ2点出土し

たが、図化不可能である。出土遺物や周辺遺構との関連から、弥生時代後期に属する可能性が高い。
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第54図  Ⅲ―③S 109平面図 (S=1/100)、 S K06007平 0断面図 (S=1/40)
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土坑

I―② S K01。 S D03・ 04

1-②区中央部、グリットB2で検出した土坑と溝状遺構である。S K01は 長軸長1。2m、 短軸長0。 7

mを測り、北側は隅丸方形を呈するが、南側は丸みを帯びる。深度は0.05～ 0.08mと 浅く、灰黄褐色砂

31

135.455
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C
L=105.Om
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I―②S K01、 S D03・ 04平 。断面図

2:暗褐色砂質土

0           1m

〇
〇
ヾ
．〇
寺

肺

Ｂ

一
〓‐０５

．
二Ａ

一嚇
〓

〇
上

第55図

-76-

(S=1/40)



質土の単一層である。底面にわずかな起伏がみられるが、断面形状は浅い皿状を呈する。

S D03 004は平均溝幅0。 5m、 最大幅0。7m、 最狭幅0。 3m、 深度0。 lm前後を測る溝状遺構である。断面

形状は舟底形を呈し、埋土は暗褐色砂質土の単一層である。S K01を 中心に馬蹄形に巡る点から、関連

した遺構と考えられ、土墳墓とそれを区画する周溝という性格を付与したい。

遺物はS K01、 S D03・ 04いずれからの出土も確認できない。周辺の状況から、後期の所産である可

能性が高いが、詳細な時期を特定することはできない。

I―④S K07

Ⅱ一④区中央やや南より、グリットC4で検出した土坑である。平面形は直径約0。6mの 円形を呈し、

深度0.25mを 測る。断面形状は西側にテラス面を持つU字形を呈し、埋土は暗褐色砂質土が主体をなす。

遺物は確認できない。周辺遺構との関連から、後期の所産と考えられるが、詳細な時期は不明である。

Ⅲ―③S K02

Ⅲ一③区中央部、グリットC10で検出した土坑である。Ⅲ一③ S H02中 央土坑と考えられる。Ⅲ一③

S H02床面中央やや北よりに位置し、東西長0。 9m、 南北長0。8mの 隅丸方形を呈する。断面形状は逆台

形を呈し、0.2m前後の深度を測る。埋土は4層 に細別でき、最下層に暗褐色砂質土 (土層番号 4)、 下

層に黄褐色砂質土 (3)、 中層に暗褐色砂質土 (2)、 上層に暗褐色砂質土 (1)がそれぞれ堆積する。

中層には炭化物を多量に含み、下層底面には赤橙色

焼土が遺存しており、中央土坑と考えられる。

遺物は小袋で1袋出土しているが、出土状況は不

明である。261は壺体部であろう。頸部は張りの弱

い肩部から鈍 く屈曲し、凹線を3条施す。体部外面

には縦刷毛調整が多用され、最大径付近に限り横方

向に施される。内面には肩部上半までケズリ調整が

施され、頸部には縦方向のナデ調整が認められる。

出土遺物からは後期後半前後に位置付けられ、Ⅲ

一③S H02の 年代観との矛盾もない。
m

ｉｎハ＝ＨＨ月［［［［［【］「、」‐‐一「‐‐‐　一

::嬰椙程移審圭(灰褐色砂質土混じり)

::戻醤指省5書至暗褐色砂質土を含む)

第56図  Ⅱ―④S K07平 0断面図 (S=1/40)
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第57図  Ⅲ―③S K02平・断面図(S=1/40)、
出土遺物 (S=1/4)
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土器棺墓

Ⅱ―④S T01

Ⅱ―④区南部、グリットC6で検出した土器棺墓である。掘方は楕円形を呈し、南北長0。 75m、 東西

長0。95mを 測る。深度は0。4mを測り、西側にのみテラスが認められる2段掘方である。埋土は土器棺を

含む暗褐色砂質土 (上層)と 下段墓墳充填土である粘性の高い暗褐色砂質土 (下層)に大別できる。棺

身には262の大形甕が口縁部を斜め上方に向けて据えられ、その傾斜角度は約40° を測る。体部下半に

Ⅱ一④ST01遺物検出状況
(棺蓋検出状況)

Ⅱ―④ST01棺身検出状況
(棺蓋除去状況)

O                        lm

らi磨椙程移暮圭籠種響模′塙→

Э           10cm

第58図  Ⅱ―④S T01平・断面図 (S=1/20)、 出土遺物 (S=1/4)

渕イ
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欠損が認められ、焼成後に穿孔されたと考えられる。棺身口縁部側を中心に大小 6石の花商岩を検出し

た。棺身とほぼ接する位置に設置された石材は、日縁部とほぼレベルを揃え、棺身の安定化を意図した

ものと考えられる。墓墳東隅で検出した石材の性格は不明である。いずれにしても、蛙又遺跡で確認さ

れたような棺身を囲続する石材とは本質的に異なる (中西ほか1995)。 鉢や高杯等を用いた棺蓋は存在

しないが、打ち欠いた広口壺 (263)の 口縁部から体部片で棺身を塞ぎ、残りの破片で棺身全体を被覆

している (図版19・ 20参照)。 263を復元すると、日縁部は1/8程度の間隙を残し完周しない。体部や

底部片も全体の 1/2程度の残存状況である。現地における打ち割りを否定するものではなく、削平に

よる上部消失の結果と理解したい。

出土遺物は棺身・棺蓋に利用された大形甕、広口壺のみである。

262は甕である。わずかに突出した底部から内湾気味に立ち上がり、丸みを帯びた肩部から、痕跡的

な頸部を経て、日縁部は斜め上方へ開く。端部は上下に小さく肥厚させる。体部外面上半には板ナデ調

整、下半は縦刷毛調整後 (最大径付近の刷毛調整は横方位)、
ヘラミガキが施される。内面は頸部付近

までケズリ調整が及ぶ。263は広口壺である。安定した平底形態を呈し、体部最大径は中位よりやや上

方に位置する。頸部は短いながら直立し、日縁部は短く外反する。端部は上下に強く摘み出す。体部内

面下半には縦・横方向のケズリ調整が多用され、器壁は薄く仕上がるが、肩部～口頸部は肉厚で、頑丈

である。

以上、Ⅱ一④ S T01出 土遺物は、肩部の張りを認め、頸部を経てわずかに端部を拡張する甕 (262)

と肩部の張りが弱く、体部最大径が中位に位置するが、直立する頸部から短く開き、端部を拡張する広

口壺 (263)の特徴から、下川津 I式の基準資料である下川津遺跡第 1低地帯土器溜り5に先行すると

考えられ (大久保1990、 大久保1996)、 後期中葉に位置付けたい。

Ⅲ―② S T01

Ⅲ一②区北部、グリットC8で検出した土器棺墓である。掘方は南北長1.05m、 東西長0。95mの不整

形を呈し、検出面から底面までの深度は0.35mを 測る。棺身には口縁部を打ち欠いた二重回縁壺が用い

られ (265)、 頸部を斜め上方に向けて据えている。傾斜角度は30° 前後である。掘方断面形状は西側が

立ち上がりの急な舟底状を呈し、底部をその立ち上がりに押し当てるように設置する。東側は緩やかに

傾斜し、打ち欠いた口頸部 (264)を棺身固定材として用いている。棺身周囲の掘方埋土には拳大から

それ以下の花商岩を多く含み、土器細片も包含する。棺蓋に関しては、上面の削平が著しく不明な点は

多いが、266と して図化した壺体部片を棺身の開口部下端に沿った状況で検出しており、棺蓋の役割を

果たしたと考えられる。幅10～ 20cm前後の帯状に、体部3/4周近くまで復元できる (図版55)。 削平

により底部下半が失われた仮定すると、上部を打ち欠いた壺ないし甕を棺蓋として用いた可能性が高い。

また、棺内からは長さ0。3m、 幅0.2m、 厚み0。lmを 測る花商岩礫を検出したが、その性格は明らかで

ない。棺内埋土に関しては洗浄を実施したが、副葬品や人骨を検出することはできなかった。

出土遺物は棺身に用いられた二重回縁壺と棺蓋材の壺以外に、棺身裏込め埋土から弥生土器が数点出

土した。264・ 265は 同一個体である。底部は突出した平底形態であるが、底面外縁部はわずかに丸みを

帯びる。体部は最大径部がほぼ中位に位置し、算盤玉状のプロポーションを呈する。頸部は直立し、日

縁部は強く屈曲し、複合口縁をなす。口頸部は加飾性に富む。第61図 にその施文状況を欠損する箇所も

含め、全週図化した。文様には鋸歯文、縦波状文、斜直線文があり、それぞれA、 B、 Cと 仮称して施
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Ⅲ―②ST01 遺物出土状況 Ⅲ―②ST01 完掘状況

0                        1m

第59図  Ⅲ―② S T01平・断面図 (S=1/20)

文パターンを復元すると、“A・ BoA・ C・ B・ A・ C・ B・ A・ BoA・ C・ B・ A・ C・ B・ A
・BoAoC・ B・ A・ C・ BoA"と なる (両端のAは同一)。 これは、「A・ C・ B・ AoC・ B・

A・ B」 を基本文様構成とし、それを3単位連続させるという文様であることが窺える。さらにBに は

波状文をなさず、縦列点文となる箇所が認められ、基本文様パターンのCがいずれも縦列点文である箇

所が、文様を施文する始点である可能性が高いと考えられる。また、頸部中位には、 1条沈線による波

状文を2条螺旋状に組み合わせた文様が刻まれ、頸部下端に突出度の高い突帯を貼付した後、螺旋文と

の間隙に刺突文を施す。さらに、突帯頂部には細かい刻み目が施される。体部調整は、外面には縦刷毛

調整が多用され、最大径部のみ横方向に変化する。内面は中位から下半部には刷毛調整が入念に施され、

肩部に限リス トロークが長く、幅狭の指ナデ調整が認められる。胎土にはきめ細かい素地が選択されて

いる。266は壺ないし甕胴部である。内外面には顕著な刷毛調整が施される。267・ 268は頸部から強く

屈曲する形態の甕である。267は 上方に強く引き出し、横方向に拡張し、268は上下に大きく拡張し、端

面に凹線文を施す。

線をi与里12;。ち::F青漫る場曇][誓[:Ll
るが、体部が算盤玉状を呈し、平底を留める二重回   

≦¥≧≡
=≡

董≡
琴
≡≡F≡≡≡

再ァ
ヽ

268
0                  10cm

縁壺 (264・ 265)は、その形態から後期後半～末に

位置付けられる可能性が高い。なお、前者は混入遺 第62図  Ⅲ―② STO¶ 出土遺物2(S=1/4)

物と考えられ、埋葬時期を示すものではない。

ノ 褻1饂る 祠 戸褥 ;"場翔涎Υ脩 ダ

第61図  Ⅲ―②S T01出土遺物264口縁端部施文状況 (S=1/5)
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第60図  Ⅲ―②S T01出土遺物1(S〓 1/4)

0           10cm
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井戸状遺構

Ⅱ―④S E01

Ⅱ―④区中央部、グリットC6で検出した遺構である。調査時の判断に従い、SEと いう遺構名で報

告する。平面形は南北長2.4m、 東西長2。 lmの方形プランを呈し、検出面からの深度は1.55mを 測る。埋

土は2層 に大別でき、下層ににぶい黄褐色シルト質土、上層に明黄褐色ないし暗褐色細砂を含むにぶい

黄褐色細砂が堆積する。上層埋土は地山ブロックを含む点から、短期間に埋め戻された可能性が高い。

掘方断面形状は深い箱形を呈し、底面は水平である。土層観察による限り、井戸側等の施設は認められ

ない。なお、隣接するⅡ一④ S H01床 面との比高差は1.4mを 測るが、湧水層との関係は不明である。

遺物は1点の細片のみの出土で、図化可能な遺物は皆無である。細片からの時期決定は困難であり、

詳細な所属時期は不明であるが、周辺遺構との関連から、弥生時代後期の所産と考えられる。

:に ぶい黄褐色細砂
(明黄褐色細砂・暗褐色細砂が混じる):蹴

ずぜ警ちろ亀轟写
土

第63図  Ⅱ―④S E01平・断面図 (S=1/40)
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Ⅱ―④ S E02

S E01の 東1.5mに位置し、調査区外へ延長する。南北検出長2.6m、 東西検出長0。7mを測り、東壁面

における埋土での確認を考慮すると、平面形は南北推定長約3m、 東西推定長2.6m前後の楕円形に復元

できる。検出面から底面までの深度はA― A'間で1.Om前後、B― B'間で1.2m前 後を測り、逆台形

に近い断面形状を呈するが、一部オーバーハング気味に決り込む状況が窺える。機能段階の崩落と考え

られる。埋土はA一 A'間では5層 、B― B'間では6層 に大別できる。A― A'間では最下層に灰白

色～にぶい黄褐色細砂、下層ににぶい黄褐色砂質土、中層ににぶい黄褐色砂質土 (暗褐色砂質土を含む)、

上層に暗褐色砂質土、最上層に最終埋没土がそれぞれ堆積する。B― B'間では、最下層に灰色～にぶ

い黄褐色細砂、下層ににぶい黄褐色砂質土、中層に明黄褐色系砂質土、上層ににぶい黄褐色砂質土、最

上層ににぶい黄褐色砂質土がそれぞれ堆積し、中・下層間ににぶい黄橙色が介在している。それぞれの

層序はほぼ対応し、レンズ状堆積やラミナーが認められない点から、上層～下層にかけては短期間に埋

没した可能性が高い。また、最上層は最終埋没土、最下層は使用段階の埋没と考えられる。

なお、同遺構底面と隣接するⅡ一④ S H01床 面との比高差は1.3mを 測るが、湧水層との関連は不明で

ある。

出土遺物は小袋で 5袋出土する。遺物は269・ 272～ 275が最下層 (土層番号14、 34)、 270が中層 (3)、

271・ 277が最上層 (1、 37な いし40)か らそれぞれ出土している。

269は甕である。口縁部は丸みを帯びた肩部から短く外反し、端部を上方に小さく摘み上げる。体部

内面のケズリ調整は屈曲部まで及ぶ。270は甕である。張りの弱い肩部から屈曲し、日縁部は横方向に

大きく開く。端部は上下に強く拡張し、 4条の凹線を施す。271は甕底部である。縁辺部を肥厚させ、

上げ底状を呈する。272は鉢と考えられる。わずかに内湾気味に立ち上がる。上端部は左右から強い刺

突を加え、餃子の皮を包み込むような形状を呈し、かつ内側に肥厚する。口縁端部には穿孔ないし決り

が認められる。273・ 274は 高杯である。口縁部は強く屈曲し、直線的に内傾し、端部は内外へ小さく摘

み出す。杯部外面には放射状ヘラミガキ、内面は放射状ヘラミガキ後、分割ヘラミガキが施される。脚

部との接合は、円盤充填法である。

275は 安山岩風化礫を利用した叩石である。側縁と広面を中心にあばた状敲打痕が認められる。276は

砂岩円礫を用いた叩石で、敲打痕を切る研磨痕が認められ、磨石に転用されたことが窺える。277は棒

状結晶片岩製の不明石器である。長さ21cm、 幅2.8cm、 厚さ2.lcmを 測り、中央部断面は菱形を呈する。

図上での右側先端部が石材の節理に沿つて剥離・破損しており、左先端部 (基部)の敲打痕が認められ

る点から、楔のような用いられ方をした可能性が高いと思われる。

以上、Ⅱ一④ S E02出 土遺物は杯部から屈曲し、日縁部が直線的に内傾する高杯 (273・ 274)が最下

層から出土しており、中期末に位置付けられる。中層出土の甕 (270)も 端部を強く拡張し、凹線を施

しており、ほぼ同時期の所産であろう。よって、Ⅱ―④ S E02は おおむね中期末の所産と考えられる。
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第64図  Ⅱ―④S E02平・断面図 (S=1/40)、 出土遺物1(S〓 1/4)
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第65図  Ⅱ―④S E02出土遺物2(S=1/2)

Ⅱ―④S E03

Ⅱ一④区南東部、グリットC6で検出した井戸状遺構である。SEと いう遺構略号を用いるが、元来

井戸として機能したかは不明である。ここでは調査時の判断に従い、井戸状遺構として報告する。Ⅱ一

④ S H01と 重複関係を有し、それに先行する。調査区東壁で確認した遺構であるため、平面形は不明で

あるが、東壁面での幅は1.5m前後を測る。検出面からの深度は1.5mを測り、Ⅱ一④S H01床面との比

高差は1.lmを 数える。断面形状は南側がテラス面を有し、北側は垂直に近い勾配で立ち上がる。底面は

わずかに窪む。埋土は4層 に大別でき、下層に黄褐色細砂、中層に褐色砂質土、上層に暗褐色砂質土を
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包含するにぶい黄褐色砂質土、最上層に

にぶい黄褐色砂質土がそれぞれ堆積する。

埋土の大半は下層が占め、さらに細分す

ることが可能である。土層番号 9層 は堅

級に締まった埋土であり、遺構の性格を

反映する。と考えられるが、具体的に評価

することは困難である。

また、掘方は基本層序 7層 を掘り込む

が、底面と地山層下位との関係が明らか

でなく、湧水層に達していたか、否かは

不明である。

埋没時期は出土遺物が確認できないた

め、不明であるが、重複関係からⅡ一④

S H01開 削 (後期前葉)以前に埋没して

おり、周辺遺構との関連から、中期末な

いし後期初頭の所産と考えられる。
L=105.4m

上  1上    ヽ 上

0           1m

第66図  I―④S E03平 。断面図 (S〓 1/40)
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不明遺構

I―④S X02

1-④区北西部、グリットB2で検出した不明遺構である。平面形は西側が隅丸方形を呈し、東側は

やや長く延びる。断面形状は逆台形を呈し、埋土は炭化物を少量包含する黄色砂質土の単一層である。

一部の確認に留まるが、掘方

に沿つて 4 cm前 後の幅で淡黄

色砂質土が認められる (土層

番号 2)。 木棺痕跡の可能性

を考慮したが、凹凸の激しい 一

底面構造から、積極的に評価

することは困難である。

出土遺物は全く確認できな

い。埋没時期は不明であるが、L=Ю 5.2m

周辺遺構との関連から後期の

所産と考えられるが、詳細な

時期決定は困難である。

第67図  I―④S X02平・断面図 (S〓 1/40)

Ⅱ―④ S X03

Ⅱ一④区中央部、グリット

B5で検出した不明遺構であ

る。南北推定長1.9m、 東西長

2.3mの楕円形を呈し、検出面

からの深度は0。 15mを 測る。

断面形状は皿形を呈し、暗褐

色砂質土の単一である。

遺物は小袋で2袋を数える。

278は 甕である。口縁部は短

く開き、端部拡張後、凹線を

施す。279は 甕である。日縁

部は強く開き、端部を上方に

摘み上げる。280は 口縁部が

小さく外反する鉢。

以上、Ⅱ―④ S X03出土遺

物は、端部を拡張する甕 (278

・279)が後期前葉～中葉に

属するが、鉢 (280)は後期

後半に下る。

第68図  I―④S X03平・断面図(S=1/40)、 出土遺物(S=1/4)

状ク中̈̈＜‐と２をプロ詢
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Ⅱ―④S X05

Ⅱ一④区中央部、グリットC5で検出した不明遺構である。平面形は南北長1.2m、 東西長0。9mの楕

円形を呈し、検出面からの深度は0.6mを 測る。断面形状は東側は垂直に立ち上がるが、西側にはテラス

面を有する。埋土は下層ににぶい黄橙色砂質土、中層に黄褐色砂質土と暗褐色系砂質土の交互層、上層

ににぶい黄褐色砂質土が厚く堆積し、さらに最上層に一部褐色砂質土が認められる。中層はレンズ状堆

積を呈し、炭化物を含む。竪穴住居の中央土坑の可能性もあるが、主柱穴配置の復元には至っていない。

L=105.2m 7 6

0           1m

日
Ｎ
．８

【
＝

コ一 1

2
3
4
5

6

7
8

褐色砂質土
黄褐色砂質土
褐色砂質土
にぶい黄褐色砂質土
黄褐色砂質土
(炭化物を少量包含)

暗褐色砂質土
(炭化物を包含)

黄褐色砂質土
暗赤褐色砂質土
暗褐色砂質土
にぶい黄橙色砂質土
にぶい黄橙色砂質土

９
Ю
Ｈ

=フ 華 華

285

0            50cm

284

o          10cm

メ                 |

第69図 Ⅱ―④S X05平 0断面図(S=1/40)、 遺物出土状況(S=1/20)及び出土遺物1(S=1/4)

289 0 フ`わ

一Ｉ

〔「眠

中

ヽ

-88-



出土遺物はコンテナ 1箱 を数える。出土遺物は土層番号10層 を中心に出土し、第69図 に出土状況を示

した。遺物は底面付近には認められず、壁際を中心に検出している。図化した遺物はすべて10層 出土土

器である。

281は広口壺である。頸部はわずかに外傾し、日縁部は大きく外反する。下半にはヘラ状工具により、

右上がりの斜線文が施される。端部は上方に強く、下方に小さく引き出し、3条の凹線を施す。体部最

大径は中位よりやや上方に位置し、肩部の張りは強くない。282は壺体部である。頸部下半に凹線文が

施され、261と 共通する。283・ 284は肩部の張りが弱く、日縁端部を拡張しない形態の甕である。口縁

部は283が頸部から強く外反し、端部手前で内湾気味に立ち上がり、284は 緩やかに外反する。ともに体

部内面をカキ取るように削り、外面にはヘラミガキが施される。なお、284の体部最大径部にヘラ圧痕

文が施される。285は端部を上方へ折り曲げ、 2条の凹線を施す甕である。286は上げ底を呈する底部片

である。287は ミニチュアの壺形土器である。底部は平底で、張りの強い肩部まで直線的に開く。日縁

o            5cm

第70図  I―④S X05出土遺物2(S〓 1/2)

一”
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部は緩やかに外反し、端部は巻き込む。内外面ともに指押さえが多用され、体部外面にはヘラミガキが

施される。岡山県上東遺跡P-2出土の74に体部形状は酷似するが、日縁部は直線的に開き差異が認め

られる (岡 山県教育委員会1977)。

288は砂岩棒状礫を利用した叩石である。両先端部を含め、ほぼ全面にあばた状敲打痕が認められる。

さらに、敲打痕をきるように研磨痕も確認でき、台石ないし磨石に転用されたことが窺える。289は扁

平な砂岩礫を用いた叩石である。各面にかすかな敲打痕が認められる。

以上、Ⅱ―④ S X05出 土遺物は、広口壺 (281)が 中期末、日縁部を鈍く折り返し、端部をわずかに

摘み上げる甕 (283)、 丸く収める甕 (284)は後期後半に位置付けられる。なお、上東遺跡P-2は上

東・鬼川市Ⅱ式とⅢ式の中間的な様相を呈し、ミニチュア壺 (287)は 口縁部形態がそれより先行する

可能性が高い。よって、Ⅱ一④ S X05は後期後半の所産と考えられる。

Ⅱ―④ S X07

Ⅱ一④区北部、グリ

ットC4で検出した不

明遺構である。

平面形は南北長1.5m、

東西長2.Omを 測り、平

面形は不整形を呈する。

検出面から底面までの

深度は0.08mと 浅い。

断面形状は浅い皿形を 画

呈するが、底面は不安

定である。埋土はその

窪みににぶい黄褐色砂

質土、上層に灰色砂質

E蒻 ヅ"甥
2:に ぶい黄褐色砂質土

290△

:〃2mo

0lm0 1Ocm

土をブロック状に含む  第71図  Ⅱ―④S X07平・断面図 (S=1/40)、 出土遺物 (S〓 1/4)

暗褐色砂質土が堆積す

る。

出土遺物は小袋で 2袋出土 した。290は水平方向に延び、端部 を上下にわずかに肥厚 させる甕であろ

う。291は安定した平底形態を呈する。胎土中に角閃石を一定量含む。

以上、Ⅱ一④ S X07出土遺物は甕口縁部形状から、後期後半前後と考えられる。

Ⅱ―④S X22

Ⅱ一④区中央東端部、グリットC6で検出した不明遺構である。東壁面を中心に確認したため、全容

は明らかでない。東壁面における最大幅1.6m、 検出面からの深度は1.2mを 測り、調査区内で一部確認

した限りでは円形を呈する。推定復元では東壁面がほぼ遺構の中心に位置すると考えられ、上記した数

値がほぼ本来の規模を反映すると考えられる。断面形状は上部が大きく開くが、中位以下は幅0。9m前後

で垂直に立ち上がり、底面は平らである。埋土は4層 に大別でき、下層ににぶい黄褐色細砂 (土層番号
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第 72図   I ―④S X22断面図 (S=1/40)、 出土遺物 (S=1/4、 1/2)

13)、 中層に明黄褐色細砂ブロックを多量に包含するにぶい黄褐色砂質土 (10～ 12)、 上層ににぶい黄褐

色砂質土が連続してレンズ状に堆積する (4～ 9)。 さらに最上層に、明黄褐色細砂ブロックが混じる

にぶい黄褐色砂質土 (1)が最終的に堆積する。埋土から埋没状況を復元すると、下層は一定期間緩や

かに堆積した状況が窺え、機能段階の堆積土と考えられる。それに呼応するように、掘方北側には崩落

に伴う挟れが認められる。中層は地山ブロックを多く含む点から、短期間に行った人為的な埋め戻しと

孤
ラ下Rン

／
／

５
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考えられる。上層は細かい層位がレンズ状に堆積し、断面形状にも変化が認められる点から、中層の埋

め戻しが掘方内を充填させるには至らず、その窪みに漸次堆積した状況が推測でき、最終的に最上層が

人為的に埋め戻されたと想定できる。

写真等で確認すると、底面から0。3m前後上方で地山の層位の変化が認められる。遺構検出面ベース土

は基本土層 7層 であるが、その下位には灰色砂質土が堆積する。顕著な湧水は認められないが、水分を

含有しており、開削時には湧水層であった可能性も想定できる。また、掘方形状やその袂れや埋土堆積

状況から、井戸として機能した遺構の可能性が指摘できる。なお、隣接するⅡ一④S H01床 面と当遺構

底面の比高差は1.2mを測る。

出土遺物は小袋で 5袋を数え、292・ 294・ 297・ 298が下層出土遺物である。

292は広口壺である。短く直立する頸部から強く折れ、端部を上方に摘み出し、 2条の凹線を施す。

293は 「く」字形甕である。日縁部は短く直線的に開き、端部は四角く収める。294は底部。突出した平

底形態で、体部は直線的に開く。外面は左上がりの平行叩き調整後、ヘラミガキ、内面にはケズリ調整

が施される。295は安定した平底形態の底部で、体部は内湾気味に開く。外面ないし底面には板ナデ調

整が施される。296は突出した平底形態の甕底部である。胎土中に角閃石を少量含む。297は高杯であろ

う。杯部が深く、椀形に復元できる。外面には縦方向のヘラミガキが入念に施される。きめ細かい素地

が選択されている。

298は半深成岩を用いた砥石である。B面ないしC面は顕著な研磨痕が認められ、光沢を帯びる。A

面とB面がなす稜線は面取りが施され、B面は研磨後、稜線側を幅0.5～ 0.8cm残 し、0.7cm前後の幅で創

り込みが施される。割り込み内には縦刷毛状の細かい数条の線が認められる。A・ E面 もほぼ同様の制

り込みが施されるが、A面は礫面を残す。BoC面は砥石として利用されているが、A・ B・ E面の制

り込みが何を示すものかは検討が必要である。割り込みに生じた数条の直線がその鍵となるが、今後の

検討課題である。299は砂岩礫を利用した叩石である。腹縁にわずかに敲打痕が認められる。

以上、Ⅱ―④ S X22出土遺物は、直立する頸部から口縁部が短く開き、端部を上方に拡張する広口壺

(292)、 「く」字形甕 (293)、 安定した平底形状の底部 (294～ 296)か ら、後期中葉に位置付けられる。

Ⅲ―②S X05

Ⅲ一②区中央、グリットC8で検出した不明遺構である。西端

が調査区外へ延長するため全容は不明であるが、検出した限りで

は中央がややくびれる長楕円形を呈 し、南北検出長1.Om、 東西長

0.5m前後を測る。断面形状は浅い皿形を呈 し、埋土はにぶい黄褐

色砂質土の単一層である。

遺物は図化 した 1点のみの出土である。300は壺口縁部片であ

る。内湾気味に立ち上が り、端部を丸 く収める。外面には凹線文

を3条施 し、円形浮文を貼付 した後、竹管文を押印する。二重回

縁壺の可能性が高いが、下川津遺跡第 1低地帯土器溜 り5にみら

れる器台の可能性 も残る (藤好ほか1990)。

Ⅲ―②S X05は 出土遺物や周辺遺構との関連から、後期後半前

後に位置付けられる。

1:にぶい黄褐色砂質土

0           1m

m′ゅ逓ポ5が 300

0           10cm

第73図 Ⅲ―②SX05平。断面図
(S=1/40)、 出土遺物(S=1/4)
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Ⅲ―②S X090 s D07

Ⅲ―②区北部、グリットC8で検出した不明遺構と溝状遺構である。S X09は南北長1.5m、 東西長2.0

mの不整形を呈し、浅い皿形の断面形態を呈する。調査区は西から東に傾斜する丘陵裾部に位置し、こ

の傾斜に沿って底面も傾 く。検

出面からの深度は0.25m前 後を

測 り、埋土は下層に礫を多 く包

含する黄色砂質土、上層に黒褐

色砂質土が堆積 し、炭化物の包

含が認められる。

S X09南側0。2mの位置にはS

D07を検出し、 S X09の 形状に

沿って弧状に屈曲している点か

ら、両者はセットで機能してい

た可能性が想定できる。浅い舟

底状の断面形態を呈 し、埋土は

暗褐色砂質土の単一層である。

遺物はS X09は 小袋で 1袋出土

し、 S D07は 確認で きない。

301は 底部片である。安定 した

平底形態を呈 し、体部は大きく

開く。

Ⅲ一② S X09・ S D07は 出土

遺物や周辺遺構との関連から、

後期中葉～後半に位置付けられ

る。

Ｅ輌ほＦ‐‐‐ａ　Ｃ一知

ｍ
　
　
　
　
　
Ｌ二

４絋

Ⅲ―② S X10

Ⅲ一②区北部、グリットC7で検出した不明遺構である。前述したⅢ一② S X09に 近接し、南側は重

複することなく接する。平面形は隅丸長方形で、長軸長2.4m、 短軸長0.9mを 測る。主軸方位は周辺地

形に直交する。断面形状は逆台形状を呈し、底面はほぼ水平である。中央部における検出面から底面ま

での深度は約0.5mを 測り、埋土は礫を多く包含する暗褐色砂質土の単一層である。

出土遺物は小袋で 3袋 を数える。302は広口壺口縁部片である。口縁部は強く開き、端部を上方に摘

み出す。口縁部内面には、斜格子文を施し、円形浮文を貼付する。303は 645と 接合関係はないが、胎土

。調整 (施文法)か ら同一個体と考えられる。広口壺頸部である。頸部は直線的に開き、日縁部は大き

く開く。頸部には2段の右上がり斜線文の下に、左上がり斜線文が施される。304は突出した平底形状

を呈する底部である。305はスカート状に開く高杯脚部である。脚端部に向かい肥厚し、上方に小さく

摘み上げる。胎土中には多量の角閃石を含む。

以上、Ⅲ一② S X10の 出土遺物は頸部からわずかに外反し、日縁部が大きく開く広口壺 (302・ 303)、

A
L=106.8m

C′

0           1m

1:黒褐色砂質土 (炭化物を含む)

2:黄色砂質土 (礫を多く含む)

i:鱚Ⅷ 出
0                  1ocm

第74図  Ⅲ―②S X09、 S D07平・断面図 (S=1/40)
及び出土遺物 (S=1/4)
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脚端部を肥厚させる高杯 (305)か ら、中期末～後期初頭に位置付けられる。また、平 。断面形状、埋

土から土墳墓の可能性が高いと考えられる。

1:暗褐色砂質土
(礫 を多く含む)

0           1m

(S=1/40)、 出土遺物

0           10cm

(S=1/4)第75図 Ⅲ―② S X10平・断面図

Ⅲ―② S Xll

Ⅲ一②区中央やや北より、グリットC8で検出

した不明遺構である。平面形は隅丸方形を呈し、

長軸長1.5m、 短軸長0。9mを 測る。周辺地形に直

交する。底面はほぼ水平で、西側を中心にテラス

面を検出している。断面形状は逆台形を呈し、検

出面から底面までの深度は西端0.3m、 東端0.lm

を測る。埋土は下層に暗褐色砂質土、上層ににぶ

い黄褐色砂質土が堆積する。

出土遺物は3点 と稀薄である。306は 直線的に

開き、端部を丸く収める直口壺である。

以上、Ⅲ―②S Xll出 土遺物は後期前葉前後に

位置付 け られる。

0           1m

::膳霜毬悪聾呈咳軍幸粘性が高→

0           10cm

306

第76図 Ⅲ―②S Xll平 。断面図 (S〓 1/40)
出土遺物 (S=1/4)

日
Φ
．Ｒ
萬
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Ⅱ―② S T01西土器溜まり

Ⅱ一②区第 2面で検出した土器溜まりである。しかし、平面形や包含層に関する記載はなく、不明な

点が多い。第 8図壁面図の土層番号 5層 に対応する層位から出土した可能性が高い。出土遺物は20リ ッ

トル入リコンテナで 1箱 を数える。

307・ 308は頸部から緩やかに外反し、短く開く口縁部形態の広口壺である。端部は307が上下をわず

かに引き出すのに対し、308は端部に向かい漸次肥厚させ、上方に強く、下方に小さく拡張する。端面

には四つ目文状、口縁部内面には三個一単位の竹管文をそれぞれ押印する。短頸壺と呼称した方が適切

かもしれない。309は 直口壺である。日縁部は直線的に開き、端部は先細る。310は壺頸部片である。内

傾気味に立ち上がり、外面に右上がりの刻目文を施す。311は壺肩部片で、外面に半円スタンプ文を重

ねた円形スタンプが施される。312は壺肩部片で、外面に浮文を有する。胎土中に角閃石を一定量含む。

313～318は痕跡的な頸部から屈曲し、日縁端部を拡張する形態の甕である。313は屈曲部内面に明瞭な

稜を残し、明瞭な頸部が認められる。317は 肉厚の頸部で、日縁部は矮小である。肩部には棒状工具に

よって2条の波状文が施される。318の 回縁部は短く開き、端部を肥厚させ、凹線文を施す。胎土中に

角閃石を多量に含む。319は甕体部である。体部最大径がほぼ中位に位置し、ラグビーボールのような

形態を呈する。胎土には角閃石が多量に含まれる。320はわずかに突出した平底形態の底部。321は小形

の無頸壺である。日縁部は張りの弱い肩部から直立する。端部は上方に鋭く引き出し、端面に沈線を 1

条施す。体部外面には叩き調整が残存し、内面にはケズリ調整が多用される。322は高杯目縁部片と考

えられる。端部を内外へ小さく拡張し、内面端部下に沈線を1条施す。

323はサヌカイト製の打製石庖丁である。両短縁にかすかな扶 りを有し、刃部には両面加工が施され

る。324は上下縁に敲打による潰れが認められ、楔形石器と考えられる。325は砂岩棒状礫を利用した磨

石である。326は両端部がわずかに幅を減じており、柱状片刃石斧を転用した砥石と考えられる。材質

は結晶片岩である。各面は平滑に研磨されており、一定箇所への集中的な研磨が行われていない点から

すると、別の用途に用いられた可能性も想定できる。

以上、Ⅱ一② S T01西 土器溜まり出土遺物は、短く折り返し端部を拡張し、凹線を施す甕 (314～ 316)

等から、後期前葉前後に位置付けられる。なお、小形無頸壺 (321)は混入と考えられ、後期後半以降

の所産であろう。

Ⅱ―②北部土器溜まり

ここで報告するが、包含層出土遺物にもⅡ―②北部土器溜まりという記載があり、重複する結果とな

る。北部土器溜まりは、第 8図土層図の土層番号 5層 に対応する層位から出土し、基本層序 5層 に対応

する。出土遺物は大袋で 1袋出土している。

327は磨製の打採斧 (太形蛤刃石斧)の基部と考えられる。端部には装着時の敲打痕が認められる。

材質は結晶片岩である。436～ 444も Ⅱ一②北部土器溜まり出土遺物である。
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柱穴出土遺物

328は I一②S P71か ら出土した直口壺である。口縁部は直線的に開き、端部はわずかに肥厚する。

外面上半には4条の凹線文が施される。中期末～後期初頭に位置付けられる。329～ 332は Ⅱ一②S P220

出土遺物である。329は 直口壺の系譜を引く広口壺である。頸部は張りの弱い肩部から鈍く立ち上がり、

明瞭な屈曲点を見出すことはできない。330・ 331は痕跡的な頸部から矮小化した口縁部が直線的に開く

形態の甕である。端部は330が先端に向かい肥厚し、331は下方へ引き出す。332は「く」字形に外反す

る甕である。口縁部は著しく小形化し、端部の拡張は認められない。以上、Ⅱ―② S P220出 土遺物は

広口壺 (329)や端部を小さく肥厚させる甕 (330・ 331)か ら、後期中葉前後に位置付けられる。333～

335は Ⅱ一④ S P39出 土遺物である。333は甕である。体部最大径は中位よりやや上方に位置し、日縁部

はわずかに外反する。端部は下方に小さく引き出すが、凹線は施されない。334は 333よ り強く開く甕口

縁部。端部は上下に小さく拡張し、2条の凹線を施す。335は甕底部片である。底部は突出した平底形

態である。内面下半は縦方向、中位は横方向のケズリ調整が施される。以上、Ⅱ―④ S P39出 土遺物は、

端部を拡張し、凹線を施す甕 (334)が認められ、後期前葉に位置付けられる。336は Ⅱ一④ S P44出 土

遺物である。「く」字形に外反する鉢口縁部片である。後期後半の所産であろう。337は Ⅱ一④S P51か

ら出土した結晶片岩製の柱状片刃石斧片である。338は Ⅱ―④S P88か ら出土した小形鉢である。底部

は強く突出し、体部は内湾気味に開き、端部を丸く収める。外面には指押さえが多用され、内面にはケ

ズリ調整、底面には板ナデ調整がそれぞれ施される。後期後半～末に属する。339～ 342は Ⅲ一③S P19

出土遺物である。339は 大きく開く壺口縁部片であろう。340は 「く」字形に外反し、端部を上下に強く

拡張する甕である。341は甕である。口縁部は緩やかに外反し、端部を上方に小さく摘み出す。342は安

定した平底形態の壺底部片である。外面は指押さえ後、ヘラミガキが施される。以上、Ⅲ一③ S P19出

土遺物は、端部 を拡張 し、凹線文を施す甕 (340)が後期前葉に位置付けられるが、鈍 く折 り返 し、端

部を上方に小さく摘み上げる甕 (341)は 後期後半～末と考えられる。343は Ⅲ―③S P45か ら出土した

甕である。日縁部は強く開き、端部を上下に拡張し、凹線を施す。胎土中に角閃石を多量に含む。後期

前葉に位置付けられる。344は Ⅲ―③S P13か ら出土した直口壺である。345は Ⅲ一③S P15か ら出土し

た底部片である。安定した平底形態を呈する。346は Ⅲ―③S P29か ら出土した壺ないし甕肩部片であ

る。347・ 348は Ⅲ一③ S P31出 土遺物である。347は直口壺口縁部片であろう。日縁部は大きく開き、

端部を上方に肥厚させ、下方に強く引き出す。端面には2条の沈線、日縁部外面には数条の凹線文を施

す。348は 鉢口縁部片と考えられる。端部を上方に強く摘み出す。349は Ⅲ―③S P33か ら出土した高杯

である。日縁部は強く屈曲し、外面に明瞭な稜を残す。胎土中に角閃石を一定量含む。350・ 351は Ⅲ一

③S P55出 土遺物である。350は高杯脚部片である。外面に深い凹線を1条施す。小片であるが、透か

し孔が不規則に3箇所に認められる。胎土中に角閃石を多量に含む。351は甕である。端部を上方に摘

み出し、2条の凹線文を施す。以上、Ⅲ一③ S P55は 後期前葉前後に位置付けられる。352は Ⅲ―③ S

P102か ら出土した広口壺である。口縁部は水平に開き、端部を上方に肥厚させる。口縁部内面には斜

格子文が施される。中期末前後に位置付けられる。353は Ⅲ―③ S P129か ら出土したスクレイパーであ

る。刃部調整は両面から施される。354は Ⅲ一③S P137か ら出土した高杯である。円盤充填による成形

が行われる。355は Ⅲ―③S P166か ら出土した甕口縁部片であろう。先細りの口縁部で、端部は下方に

小さく摘み出す。356は Ⅲ―③S P171か ら出土した安定した平底の底部片である。胎土中に角閃石を一

定量含む。
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第78図 第2遺構面柱穴出土遺物 (S=1/4、 1/2)
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溝状遺構

I―②S D01

1-②区北端部、グリットBlで検出した溝状遺構である。主軸方位は周辺地形に平行し、N24° W
である。検出長約10m、 平均溝幅約1.Om前後を測り、東側の立ち上がりが強い舟底状の断面形態を呈す

る。調査区内での勾配は認め

られず、ほぼ水平である。

出土遺物は小袋で 1袋 を数

える。357・ 358は「く」字形

に外反する甕口縁部片である

端部の拡張は認められない。

359は 甕肩部片である。外面

には左上がりの叩き痕を明瞭

に残す。360。 361は 底部片で

ある。360の底面には刷毛調

整が施される。        第79図  I―②S D01断面図 (S=1/40)、 出土遺物 (S=1/4)
以上、 I一② S D01出 土遺物は、「く」字形甕 (357・ 358)や叩きを明瞭に残す甕 (359)か ら、後期

末前後に位置付けられる。

I―④S D06

1-②区北端部、グリットB2・ 3で検出した溝状遺構である。主軸方位はN13° W、 周辺地形にほ

ぼ平行する。ほぼ直線的に延びるが、南端部は西側に小さく屈曲する。検出長25m、 平均溝幅約1.2mを

測り、断面形状は舟底形を呈する。調査区内における溝底の勾配は南北両端で0。3mの比高差を測り、緩

やかに北から南へ傾斜しているが、傾斜角度は 1° に L=1∝4m           ~
も満たない。

出土遺物は小袋で 1袋 を数える。362は広口壺であ

る。頸部は長く直立し、日縁部は大きく開く。端部は

鈍く尖る。胎土中に少量の角閃石を含む。363は安定

した平底形状の底部である。364は鉢である。口縁部

は緩やかに外反し、端部は四角く収める。365は スカ

ート状に開く高杯脚部である。上部にヘラ圧痕文が施

され、中位に円形四方透かしが穿たれる。

以上、 I一④ S D06出 土遺物は、直口壺の系譜を引

く広口壺 (362)や スカート状に開く高杯脚部 (365)

が後期中葉前後に位置付けられる。しかし、 I―④ S

D06は後述するI一② S R01(包含層第 1層 )の上面

で検出しており、包含層第 1層 は後期後半に形成され

た可能性が高く、その後に開削された点を考慮すると、

後期末前後の所産と思われる。

牡雌　駄叫
］̈
［ｍ＜‐・④ｓ

田市・３0           1ocm

上面埋土 :明黄褐色細砂

9      ,     Ocm

鷺た
′
               364            '       365

第30図  I―④S D06断面図 (S=1/40)、
出土遺物 (S=1/4)

-99-



Ⅱ―④S D01 002
L

Ⅱ―④区北部、グリットB5で検出した溝状遺構である。S D01は検出長5

mを測り、検出した限りではわずかに曲線を描く。溝幅0.2mを測り、断面は浅

瞥1'雪二[191F::あ [蜃〔言:l15聰夕iLI斎誓:こ∫醤う倶[:L緬
面
琥腸巫

~

O     SD02    1m
字形を呈し、深度は0。2m前後を測る。

遺物の出土は稀薄で詳細な時期決定は困難であるが、周辺遺構との関連から ,:繕霜雹5誓呈
砂質土

後期を中心とした時期に位置付けられる。また、その性格については、竪穴住 ::層信程移暮圭|:i:明倉二|

居周溝ないし壁溝の可能性を想定したいが、これに伴う主柱穴配置や中央土坑 第81図 Ⅱ―①S D01・ 02

は確認できない。 断面図 (S〓 1/40)

一
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自然河りl!

I―② S R01

調査時にはこの名称を使用しているが、検出位置や基本層序との関連から,自 然河川である可能性は

低い。 I―④区北西隅は東へ延びる尾根の先端部に位置し,削平により平坦化している。従来は尾根に

連続する地形,な いしその痕跡を留めた地形であつたと考えられる。 I一② S R01埋土はこの微高地に

隣接するわずかな起伏を有する谷地形埋土と考えられ、基本層序 3～ 5層 に対応した包含層である。

出土遺物は大袋 1袋 を数える。366は直口壺である。日縁部は直線的に開き、端部を内上方に小さく

摘み上げる。367は壺である。外面には上から櫛描直線文、波状文、直線文が施文される。368～373は

甕である。368は矮小化した回縁部で、痕跡的な頸部から強く開く。端部を上方に鋭く摘み出し、端面

に2条の凹線を施す。369は 「く」字形に近い口縁部で、端部を上方に強く引き出す。370は明瞭な頸部

を認め、広口壺とした方が適切かもしれない。頸部は短く直立し、口縁部は大きく開く。371は直線的

に長く延びる国縁部である。端部を上下に小さく拡張する。372は痕跡的な頸部が認められ、日縁部は

短く外反する。端部を上下に拡張するが、凹線は施されない。373は肩の張りは弱く、日縁部は体部か

ら鈍く外反する。端部は下方にのみ引き出す。374～ 380は 底部片である。374～ 376は安定した平底形態

で、体部外面と底面にヘラミガキを認める。375は 胎土中に結晶片岩を含み、砂粒分類 6類に該当する。

378は わずかに上げ底を呈し、縁部が肥厚する。380は 平底形態である。体部は大きく開くことから、壺

であろう。381・ 382は台付き鉢とした。体部は381が直線的、382が内湾気味に開く。

以上、 I一②SR
01出土遺物は、直口

壺 (366)、 端部を拡

張 し、凹線文を施す

甕 (368)、 甕底部

(374～ 377)等は中

期末～後期初頭に位

置付けられ、端部を

小 さ く拡張す る甕

(370～ 373)は 後期

前葉～中葉に位置付

けられる。前述 した

ように、 I―② SR
01は包含層と考えら

れ、 I一②包含層と

の関連を考慮すると、

後期後半前後の形成

年代が想定できるが

複雑な様相を呈する。

第82図  I―②S R01出土遺物 (S=1/4)
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2.中・近世 (第 1遺構面)

第 1遺構面では、12世紀後半～13世紀、14世紀前葉、18世紀前半の遺構 。遺物を確認した。遺構密度

は稀薄で、遺物の出土量はすべて合わせてもコンテナ 1箱にも満たない。その配置を見ると、12世紀後

半～13世紀の遺構は、 I区を除く各調査区に散在する。一方、14世紀前葉の遺構はI一②区、18世紀前

半の遺構はⅡ一④区にそれぞれ限られる。

掘立柱建物跡

I―②S B01

1-②区中央部、グリットB2で検出した側柱建物跡である。検出した限りでは、桁行5間 (5。 lm、

桁行間lm前後)、 梁間 1間 (4m)、 床面積20。4ぽを測る。主軸方位はN83° E、 ほぼ東西主軸である。

柱穴平面形は円形で、掘方断面形状は逆台形を呈する。扁平な砂岩礫を用いた根石が11基 中9基で確認

でき、明黄褐色砂質土の柱痕ないし抜き取り痕が認められる。その直径は0.1～ 0。 15mを測る。根石の上

面レベルは一様でなく、南側桁行では交互に深浅がみられ、柱と東柱の可能性も想定できる。

出土遺物は各柱穴より数点の出土しているが、図化可能な遺物は1点に留まる。383は I一② S P47

から出土した土師質土器杯底部細片である。底部は回転ヘラ切りである。出土遺物や周辺遺構、包含層

出土遺物の年代観から、14世紀前葉を中心とした時期に位置付けることができる。
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第33図  I―②S B01平・断面図 (S=1/80)、 出土遺物 (S=1/4)
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詳細な時期決定には問題

を残すが、18世紀前半前後

に位置付けられる。

Ⅲ―③S B01

Ⅲ一③区南部、グリット

C10で検出した側柱建物跡

である。桁行4間 (7.6m)、

I―④ S B01 002、 S D05

Ⅱ一④区南端部、グリットC7で検出した側柱建物跡と溝状遺構である。S B01は 検出した限りでは、

桁行4間 (9。 2m、 桁行間2.2～ 2.3m前後)、 梁間 1間 (4.4m)、 床面積40.48ぽを測る。主軸方位はN8°

E、 おおむね南北主軸である。柱穴平面形は円形で、掘方断面形状は逆台形を呈する。S B02は 西側桁

主軸をS B01と 揃え、その間隔は1。4mを測り、S B01の桁行柱間間隔より狭い。検出した限りでは、桁

行2間 (3。2m)、 梁間 1間 (3.Om)、 床面積9。 6ぽ を測る。また、S B01・ 02の 西側に溝状遺構を検出し

た (Ⅱ ―④ S D05)。 その主軸方位はN5° Eを測り、わずかにS B01・ 02主軸方位と異なる。区画溝

ないし雨落ち溝的な性格も想定できるが、出土遺物が確認できず、S B01002と の関係は不明である。

出土遺物は稀薄で、Ⅱ一④ S P155か ら出土した1点に留まる。384は 土師質土器焙烙である。内耳に

穿孔を認め、外面は顕著な指押さえ後、板ナデ調整、内面は丁寧な板ナデ調整が施される。口縁部は水

平方向に開くが、貫通する穿孔や体部の傾きから、森下分類焙烙1型式と考えられる (森下友1998)。

0         10cm

第34図  Ⅱ―④S P155出土遺物 (S=1/4)
梁間2間 (2.8m)、 床面積21.28♂、主軸方位はN10° Eを測る。桁行柱間間隔は1.6～ 2.4mと 不揃いで

ある。柱穴平面形は円形で、逆台形の断面形状を呈する。梁間2間 はいずれも両端で確認でき、他の柱

穴深度と大差のない深度を有する。 S P58か らは完形に近い須恵器椀 (385)が 出土した。柱穴掘方の

立ち上がり部に底部を押し当て、日縁部を内方に向けた状況で検出している。埋土との関係は不明であ

るが、地鎮ないし柱抜き取り後に埋納されたと考えられる。

遺物はⅢ一③ S P05。 11・ 24・ 17か ら数点出土しているが、図化可能な遺物は 1点 に留まる。385は

Ⅲ一③ S P58か ら出土した西村型須恵器椀である。口縁部は大きく開き、日径15。4cmを 測る。底体部境

に不明瞭ながら稜が認められ、潰れた方形の高台が貼付される。内面には回転ヘラミガキが施されるが、

外面の有無は確認できない。佐藤分類椀AⅡ -6に該当するであろう (佐藤2000)。

出土遺物や周辺遺構との関連から、12世紀後半～末を中心とした時期に位置付けられる。

柱穴出土遺物

386・ 387は Ⅱ一④ S P90か ら出土した土師質土器杯である。386は直線的に立ち上がる口縁部で、底

体部境に明瞭な稜を残す。387は 口縁部が内湾気味に開く形態を呈し、底体部境は不明瞭である。12世

紀後半～13世紀に属すると考えられる。388は Ⅱ―④S P132か ら出土した土師質土器杯である。口径13.8

cm、 底径8.Ocm、 器高3.2cmを 測り、日縁部は直線的に開く。底部は回転ヘラ切り (R)後、板状圧痕が

施される。12世紀末前後の所産であろう。389は Ⅲ一③ S P23か ら出土した土師質土器杯である。日縁

部は端部手前で直立し、佐藤分類杯EⅢ -2に近い形態を呈する (佐藤2000)。 13世紀初頭前後に位置

付けられる。
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0                   10cm
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第86図 Ⅲ―③S B01平・断面図 (S=1/80、
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3.時期不詳 (第 1遺構面)

ここで報告するのは、第 1遺構面で検出した炭焼き窯の可能性が高い遺構である。底面に比熱を受け、

埋土に多量の炭化物や炭化材を包含するといった点で共通性が認められる。出土遺物はいずれも包含層

ないし第 2遺構面の遺構から混入した弥生土器であり、第 1遺構面検出遺構と離婦をきたす。詳細な時

期は不明であり、第 1遺構面で検出した時期不詳の遺構として報告する。但し、第 1遺構面で検出した

遺構は、12世紀後半～13世紀、14世紀前葉、18世紀前半に属し、いずれかの時期の所産である可能性が

高い。さらに、14世紀前葉に属するであろうI―② S B01が I―④ S X03と 重複関係にある点から、12

世紀後半～13世紀ないし18世紀前半に位置付けられる可能性が高い。なお、出土した炭化材の樹種同定

をパリノ・サーヴェイ株式会社に委託し、その分析結果を第4章第 1節に掲載した。いずれもコナラ属

コナラ亜属クヌギ節である。

また、本文では事実報告に徹し、第 5章第4節で周辺地形との関係、断面形状と埋土、底面検出遺構、

底面比熱状況、炭化材検出状況といつた項目別にまとめ、遺構の性格を検討している。

I―② S X01

1-②区北端部グリットBlで検出した不明遺構である。旧地形は西から東へ緩やかに傾斜し、それ

にほぼ平行する。北側は調査区外へ延長するため全容は不明であるが、南北検出長1.9m、 短軸長1.lm

を測り、平面形は長楕円形を呈する。主軸方位はN27・ Wである。断面形状は逆台形を呈し、南端部底

面レベルが北側よりやや低くなり、底面にわずかな勾配が認められる。底面は焼土化し (土層番号 4)、

埋土は下層に淡黄色砂質土の薄い堆積が認められ (3)、 中層、上層には炭化材を包含する黒褐色砂質

土 (2)、 灰白色砂質土 (1)がそれぞれ堆積する。中層の堆積は厚 く、平均0。 15cmを 測る。底面の比

熱範囲 (焼土化した範囲)は、底面中央部を中心に疎らに広がる。底面には 1基の土坑状の落ち込みと

大小 4基の小ピットを検出した。その配置に規則性は認め難いが、土坑状の落ち込みの両脇にピットが

対置する状況を想定できないこともない。炭化材は上 。中層を中心に検出したが、出土量は稀薄である。

出土遺物は数点出土しているが、いずれも遺構検出面ベース土である弥生包含層ないし弥生時代に属

する遺構から混入した弥生土器であり、 I一② S X01の 時期を示すものではない。

1:灰 白色砂質土 (炭化材含む)

2:黒褐色砂質土 (炭化材含む)

3:浅黄色砂質土
4:赤色砂質土 (焼土)

5:灰 オリープ色砂質土 (炭化材含む)

0           1m

第38図  I―②S X01平・断面図 (S=1/40)
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I―④ S X03

1-④区北部、グリットBで検

出した不明遺構である。旧地形に

直交して構築され、N81° Wに主

軸方位をとる。長軸長2.3m、 短軸

長1.lmを 測り、平面形は歪な長楕

円形を呈する。断面形状は横 。縦

断面ともに舟底形を呈する。埋土

は2層 に大別でき、下層に黄色系

砂質土、上層に炭化材を少量含む

暗褐色砂質土が堆積する。平面な

いし底面構造や底面に比熱は認め

られない点から、ここで紹介する

不明遺構とは異なる。

出土遺物は小袋で 1袋出土したが、

1:暗褐色砂質土 (炭化材を少量含む)     3:黄 褐色細砂
2:にぶい黄褐色砂質土 (1を プロック状に含む)4:黄褐色砂質土 (拳大の礫を含む)

第89図  I―④S X03平・断面図 (S〓 1/40)

いずれも弥生土器片であり、当遺構の年代を示すものではない。

I―④ S X08

1-④区中央部、グリットB3で検出した不明遺構である。周辺地形は西から東へ緩やかに傾斜し、

主軸方位は周辺地形に平行したN22° Wである。長軸長3.75m、 短軸長1.64mを 測る。平面形は長楕円

形を呈するが、仔細に観察すると、南端部に突出部が認められる。検出面から底面までの深度は0。 lm弱

と浅く、横断面形状は浅い皿形を呈する。埋土は炭化材、焼土を多量に包含する黒褐色シルト質土の単

一層である。底面には中央部を中心に顕著な比熱が認められる。その範囲は突出部に及ばず、逆に比熱

を被らない範囲であった可能性が高い。底面は北端部の立ち上がりの状況から、南側に向かいわずかに

傾斜している状況が窺える。炭化材は底面直上から少量出土し、北側では長さ0.3m前後を測る炭化材が

主軸方位を揃え、一部重なり合う状況で出土している。

出土遺物は小袋で 1袋 を数えるが、いずれも混入と考えられる弥生土器である。

I―④ S X09

1-④区北端部、グリットBlで検出した不明遺構である。周辺地形にほぼ平行したN53° Wに主軸

方位をとる。 5m西に隣接する I一② S X01と は主軸方位をわずかに違える。長軸検出長4.5m、 短軸長

1.8mを測り、平面形は短側縁が膨らむ方形を呈する。検出面から底面までの深度は北東側で0。 26m、 南

西側で0。 15mを 測る。底面は南東方向に傾斜し、その傾斜角度は 4° を測る。埋土は2層 に大別でき、

下層に炭化材と焼土を包含する黒褐色砂質土 (土層番号 4)、 上層に炭化材のみを含む暗褐色系砂質土

が堆積する。底面には小ピットを16基検出し、両長軸掘方から0.4m内側でビット列を形成するものと、

そのビット列の内側に位置するビットに分類でき、性格の差異を示すであろう。ビット深度は浅く、0。 1

mに も満たない。ピット列の内法は約 lmと均一である。底面直上で検出した炭化材はすべてピット列

の内側で主軸方位を揃えて検出し、0。6mに達する炭化材もみられる。また、底面の比熱範囲は、ビット

列内側に限り認められ、前述したピット列の外方には広がらない。さらに、南東端には比熱が確認でき
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|     |
第90図  I―④S X08平・断面図 (S=1/40)

ない箇所があり、その範囲は直径0。 7m前後の円形を呈する。

出土遺物は小袋に 1袋出土 している。390は弥生土器甕肩部片である。391は

弥生土器高杯脚端部である。端部に向かい肥厚 し、端面に凹線を施す。胎土中

には多量の角閃石を含む。

以上、 I一④S X09出土遺物は、端部に向かい肥厚する高杯 (391)か ら、

弥生時代後期中葉前後に位置付けられる。しかし、包含層ないし第2面から混

入した土器であり、 I―④ S X09の所属時期を示すものではない。

翻 o
0           10cm

第92図  I―④SX09
出土遺物(S〓 1/4)
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第91図  I―④S X09平 0断面図 (S=1/40)

暗褐色細砂 (炭化材を少量含む)

黒褐色細砂 (4よ りやや明るい)
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Ⅲ―④S X01

Ⅱ一④区北端部、グリットB5で検出した不明遺構である。後述するⅡ一④ S X02と は2mと 近接し、

主軸方位を揃えるという点で同時性が認められる。主軸方位は周辺地形に対して斜行し、N63° Wであ

る。長軸長4.4m、 短軸長1.5mを 測り、長楕円形の平面プランを呈する。検出面から床面までの深度は

0.1～ 0.2mを 測り、底面は旧地形に沿って北東に緩やかに傾斜する。その傾斜角度は10° を測る。断面

形状は舟底形を呈し、埋土は下層に炭化材を多量に包含する黒褐色細砂、上層ににぶい黄褐色砂質土が

堆積す 面は北東部を中心に比熱痕が認められ、一部焼土化 している。底面には土坑 1基 と13基の

b′           LI
る
。

底

＼

IC
IB

日

ml鷲

A
L=1∞ .2m

C′

L=106.2m
C

1:にぶい黄褐色砂質土 (炭化材を少量含む)

2:黒褐色細砂 (炭化材を多量に含む)

3:カ クラン 0           1m

|   |
第93図  Ⅱ―④S X01平・断面図 (S=1/40)

0       
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①  ③
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小 ピットを検出し、土坑は南東端部に位置 し、当該箇所に比熱は広がらない。小 ピットはビット列をな

す部分もあり、南側では比熱範囲がそのビット列より外方に大きく広がらない。また、土坑の両脇には

小 ピットが対置する状況も想定できる。土坑深度は縦断面が示すように極めて浅い。炭化材は多量に出

土 したが、出土状況を特定することは困難である。

出土遺物は小袋で 5袋出土 したが、検出面ベース土である包含層や第 2遺構面の遺構出土遺物の混入

と考えられ、Ⅱ一④S X01の 時期を示すものではない。

IC

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

橙色砂質土
にぶい黄褐色砂質土 (1に 5がプロック状に混じる)

にぶい黄褐色砂質土 (2よ り暗く、明赤褐色と暗褐色砂質土が混じる)

暗褐色砂質土 (8に 1が混じる)

黒褐色砂質土 (炭化材を多量に含む)

暗褐色砂質土 (炭化材を少量含む)

黒褐色砂質土 (炭化材を少量含む)

黒褐色砂質土 (炭化材を多量に含む)

暗褐色砂質土 (8よ り砂粒が粗い)

暗褐色砂質土 (炭化材を多く含む、6よ り暗い)

|

第94図  Ⅱ―④S X02平

|

断面図 (S=1/40)
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Ⅱ―④S X02

Ⅱ一④S X01東方に位置し、主軸方位 (N67° W)、 立地に共通性が認められる。長軸長5。 lm、 短軸

長1.7mを 測り、Ⅱ一④ S X01よ り規模が大きい。平面形は長楕円形を呈し、南東側が北西に比して、や

や突出する。検出面から底面までの深度は0。2～ 0。3m前後を測り、東への傾斜角度は 5° 前後と緩やか

である。断面形状は舟底形を呈し、埋土は炭化材を包含する黒褐色ないし暗褐色砂質土が主体を占める。

留意すべきは、土層番号 2・ 3の にぶい黄褐色砂質土である。3層 には明赤褐色ないし暗褐色砂質土が

混じり、同層を境に6・ 7層 と8層 に大別できる。 2・ 3層の評価については、看過できない問題であ

り、第5章第5節で検討したい。

底面の比熱は北東部で確認でき、底面

には土坑 1基、小ピット10基 を検出した。

小ピットの一部はビット列を形成する。

一方、土坑から一定の間隔で小ピットが

対置する状況も窺える。炭化材は多量に

出土したが、配置状況は不明である。

出土遺物は大袋で 5袋出土しているが、

いずれも弥生土器である。

Ⅲ―① S X01

Ⅲ一①区中央部、グリットB10で検出

した不明遺構である。周辺地形は東に傾

斜するが、調査区西端部は顕著な削平を

被る。検出長軸長2.Om、 短軸長1.3mを測

り、円形を呈する。周辺地形や残存状況

から、元来は北西方向に延長し、旧地形

に対して斜交していたと考えられる。断

面形状は浅い舟底形を呈し、埋土は底面

に沿って焼土層が認められ、その直上に

炭化材を多量に含む暗灰色砂質土が堆積

する。底面は南端部付近を除き、顕著な

比熱を受け、南端部は比熱を被らない範

囲を観察すると、円形を呈する箇所を見

出せる。底面には5基の小ピットを検出

した。0.05m前後の深度を測り、掘方に

沿って炭化物を包含する状況が確認でき

る。なお、S P03・ 04は前述した非比熱

箇所の両脇に位置する。

出土遺物は大袋で 1袋出土したが、い

ずれも弥生土器である。
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1:暗灰色砂質土

(炭化材を多量に含む)

2:橙色砂質土=焼土
3:淡赤橙色砂質土=焼土
4:灰赤色砂質土

(SP01埋 土)
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第95図  Ⅲ―①S X01平 。断面図 (S=1/40)
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Ⅲ―① S X02

Ⅲ一①区東端部、グリットB10で検出し

た不明遺構である。東側は調査区外へ延長

し、全容は不明であるが、検出した限りで

は南北最大幅2.lm、 東西検出長1.2mを 測

る。平面形は不明である。検出面から底面

までの深度は0。35mを 測り、舟底ないし逆

台形を呈する。埋土は4層 に細別でき、最

下層に焼土化した橙色砂質土、下層に黒色

砂質土、中層に灰褐色砂質土、上層に黒褐

色砂質土がそれぞれ堆積する。炭化物の合

有状況をみると、上層は疎らに、下層は多

量に包含し、中層には認められない。なお、

断面観察では、下層の直上に面を有する花

商岩が設置されており、補修ないし改修を

想定することができるが (6層 中)、 詳細

は明らかでない。出土遺物は確認できない。

― ― L

1:黒褐色砂質土 (炭化材を一定量含む)4:橙色砂質土=焼土
2:灰褐色砂質土 (炭化材を含まない)5:黒 褐色砂質土 (炭化材を少量含む)

3:黒色砂質土 (炭化材を多量に含む)6:灰 褐色砂質土 (炭化材を含まない)

第96図  Ⅲ―①S X02平・断面図 (S=1/40)

Ⅲ―③ S X01

Ⅲ一③区中央部、グリットB10で検出した不明遺構である。東側は調査区外に延長し、全容は明らか

でないが、長軸検出長5.Om、 短軸長1.6mを 測る。平面形は長楕円形を呈すると考えられ、主軸方位は

N51° Wである。周辺地形にほぼ直交し、前述したⅢ一①S X01と 近似した主軸方位を呈する。断面形

状は逆台形ないし舟底形を呈し、埋土は下層に炭化物を多量に含む黒色系細砂、上層に少量の炭化材を

包含する浅黄色細砂ないし灰黄褐色砂質土が堆積する。底面 (赤変面)には土坑や小ピットは確認でき

ず、立ち上がり部から0。 1～ 0。2mを境にして、その内側に顕著な比熱が認められる (第98図上)。 焼土を

除去した状況で再度底面を確認すると、南西端部にドーナツ状に黒化した箇所が認められ、さらに小ピ

ットと考えられる焼土が列状に分布することが判明した (巻頭図版 3、 第98図 下)。 ビット列を形成す

る小ピットが存在したと考えたい。炭化材は底面直上を中心に検出し、長軸と平行、直交した状況が混

在する。

出土遺物は小袋に7袋出土しているが、いずれも包含層ないし第 2面に属する遺構に包含される遺物

である。392・ 393は 弥生土器底部片である。392は 平底の底部から大きく開き、393は底部外縁を明瞭に

摘み出し、上げ底を呈する。

以上、Ⅲ一③S X01出 土遺物は、詳細な時期決定は困難であるが、弥生時代後期に属すると考えられ

る。しかし、当遺構に共伴するものではない。
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1:灰黄褐色砂質土 (炭化材をやや含む)

2:浅黄色細砂 (黒色細砂を含む)

3:黒褐色細砂 (炭化材を少量含む)

4:灰黄色砂質土 (炭化材を少量含む)

5:黒色細砂 (浅黄色細砂をプロック状に含む)

6:黒色細砂 (炭化材を多量に含む)

7:褐灰色細砂 (炭化材を少量含む)   ,
8:黄褐色砂質土 (炭化材を少量含む)

第97図 Ⅲ―③S X01平 0断面図 (S=1/40)、 出土遺物 (S〓 1/4)

Ⅲ―③ S X02

Ⅲ一③区北端部、グリットC8で検出した不明遺構である。東側は調査区外へ延長し、検出した限り

では、南北検出長1.2m、 東西検出長0.5mを 測る。さらにそれを大きく上回る範囲に炭化物を若干量含

む褐色砂質土埋土が広がる。断面形状は逆台形を呈し、埋土は褐色ないし黒色系砂質土が堆積し、各層

に多量の炭化物を包含する。東壁面では底面に、ビット状の落ちが認められる。炭化物を包含する暗褐

色細砂を埋土とし、掘方内には埋め土と考えられるにぶい黄褐色砂質土が充填されている。検出面から

底面までの深度は0。5mを 測る。埋土や遺構深度から、前述した不明遺構とは性格を異にする可能性が高

い。

出土遺物は小袋に2袋出土 しているが、いずれも包含層ないし第 2面に属する遺構に包含される遺物

である。394は弥生土器甕口縁部片である。口縁部は強 く開き、端部を上下に拡張 し、 2条の凹線を施

A′
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0                  1

1         囲藝圏茶赤褐色焼土 (やや焼きしまっている)

EIヨ 黄褐色焼土 (焼 きしまっている)

■■1赤褐色焼土(焼きしまっている)

第98図 Ⅲ―③S X01底面比熱状況 (S=1/40)

す。体部境には明瞭な稜を残す。

以上、Ⅲ一③S X02出 土遺物は、弥生時代後期前葉前後に位置付けられるが、当遺構の時期を示すも

のではない。
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:褐色砂質土 (炭化材を若干含む)

:にぶい黄褐色砂質土 (1よ りやや明るい)

:褐色砂質土 (橙色細砂がプロック状に混 じる)

:責褐色砂質土
:褐色砂質土
:暗褐色細砂
(炭化材包含、橙色細砂をプロック状に含む)

C′

L=106.4m

7:暗掲色砂質土
(明黄褐色細砂をプロック状に含む)

8:にぶい黄褐色砂質土
9:に ぶい黄褐色砂質土 (8よ りやや明るい)

10:黄褐色細砂
11:に ぶい黄掲色砂質土 (9よ りやや明るい)

C

「
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第99図  Ⅲ―③S X02平・断面図 (S=1/40)、 出土遺物 (S=1/4)
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4。 包含層出土遺物

I―②包含層 (第 1層 )

第 8図東壁面図の土層番号2a、 基本層序 2層 に対応する。出土遺物はコンテナで 1箱出土している。

395は広口壺である。頸部は短く内傾し、日縁部は緩やかに外反する。396は 甕である。口縁部は丸み

を帯びた肩部から強く折れ、大きく開く。中位が最も肥厚し、端部は上下に小さく引き出す。体部内外

面には入念なハケ調整が施される。397は甕である。肩部の張りが弱く、日縁部は短く外反する。398は

底部片である。突出した平底形態を呈し、体部は直線的に開く。399～401は鉢である。399は 内湾気味

に立ち上がる体部から口縁部は鈍く屈曲する。400は端部手前から緩やかに屈曲し、端部を丸く収める。

内面には入念なヘラミガキが施され、精良な素地が選択される。401は 口縁部が強く内湾する形態であ

る。端部には水平面を有する。402～404は高杯である。402は杯部から強く屈曲し、日縁部は短く内傾

する。403は 口縁部が緩やかに外反する。端部は上方に小さく、下方に強く摘み出す。404は杯部から脚

部片である。杯部内外面には分割ヘラミガキが施され、いわゆる円盤充填法で成形される。胎土中に多

量の角閃石を含む。405は磨石である。棒状の流紋岩を用い、各面に縦方向に研磨痕が認められる。長

さ11.5cmを 淑lる 。

以上、 I一②包含層第 1層 は、矮小化した口縁部の甕 (397)、 小形鉢 (399～ 401)、 日縁部が大きく

開く高杯 (403)か ら、弥生時代後期後半に位置付けられる土器が出土する。但し、層位関係は第 1遺

構面直上に堆積し、包含層形成時期を示す遺物ではない。

I―②包含層 (南壁第 3層、土器集中部)

第 8図東壁面の上層番号 4c・ 7a、 基本層序 3、 4b層 に対応する層位から出土した。出土遺物は

コンテナで 1箱 を数える。

406は広口壺である。頸部は長く直線的に開き、日縁部は強く屈曲する。外面にはヘラミガキが多用

される。407～411は甕口縁部片である。407・ 408は短く直線的な頸部から口縁部は大きく開く。407に

比して408の 開きは大きく、水平方向に近い。日縁端部は上下に拡張し、凹線が施される。胎土中には

多量の角閃石が含まれる。409は かすかな頸部を認め、日縁部は鈍 く屈曲する。端部は上方に小さく、

下方に強く引き出し、沈線を1条施す。410は短い頸部から強く開き、横ナデ調整を加えて端部を拡張

する。頸部付近まで内面ケズリ調整が及ぶ。411は丸みを帯びた肩部から屈曲し、口縁部は直線的に開

く。中位がわずかに肥厚し、端部は外方へ鋭く摘み出す。412は甕底部片である。胎土中には多量の角

閃石が含まれる。413は底部片で、突出の度合いが著しい。外面にはヘラミガキが入念に施され、底面

にも波状に認められる。414は鉢である。内湾気味に立ち上がり、端部を内側に鋭く折り曲げ、外方に

も小さく引き出す。415・ 416は高杯である。415は杯部片である。内外面に4分割ヘラミガキが施され

る。円板充填による成形が行われるが、剥落している。胎土中には多量の角閃石が含まれる。416は脚

部片である。スカート状に開き、脚端部手前で横方向に強く屈曲し、先細る。脚部下位には円形の透か

しが認められ、残存部位からの推定では8方透かしに復元できる。一部遺存する杯部外面には放射状の

ヘラミガキが施される。

以上、 I―②包含層南壁第 3層土器集中部出土遺物は、明瞭な頸部を認め、日縁端部を拡張し、凹線

を施す甕 (407・ 408)は後期初頭、直口壺に系譜を引く広口壺 (406)、 端部の拡張の弱い甕 (410)、 脚

端部を外方へ屈曲し、端部の拡張を行わない高杯 (416)は後期前葉～中葉に位置付けられる。
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第100図  I―②包含層出土遺物1(S=1/4、 1/2)
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I―②包含層 (南 )

第 8図土層図の土層番号2a、 4c、 7aに対応する層位から出土し、前述した包含層 1層 と南壁第

3層土器集中部の両者を含む。出土遺物はコンテナ 1箱を数える。

417～422は広口壺口縁部片である。417は直立する頸部から強く屈曲し、日縁部は短く開く。端部は

上下に拡張し、 3条の凹線が施される。後期初頭に位置付けられる。418は端部片である。日縁部は水

平に短く開き、端部を上下に強く、鋭く拡張する。端面には凹線 (4条)が施され、等間隔に竹管文を

巡らせる。広口壺と考えたが、器台の可能性も残る。後期初頭に位置付けられる。417・ 418の胎土中に

は多量の角閃石を含有する。419は鈍い頸部から屈曲し、日縁部は水平方向に短く開く。端部は横ナデ

調整により、上下にわずかに肥厚する。420は 内傾する頸部から口縁部が長く延びる。端部は上下に肥

厚し、 1条の沈線を施す。頸部外面下端には右上がりのヘラ圧痕文が認められる。419。 420は端部を小

さく肥厚させ、凹線が施されない点から、後期中葉前後に位置付けたい。421は 大きく開く口縁部で、

端部下端を横方向に強く引き出す。端面には4個 1単位の竹管文、内面にはヘラミガキが散漫に施され

る。端部形態や内面ヘラミガキから器台である可能性も拭えない。422は外傾する頸部から口縁部は緩

やかに開く。端部は下方に垂下させ、端面にヘラ圧痕文を施す。上天神遺跡器種分類広口壷Dと 考えら

れ、後期初頭～前葉に位置付けられる (大久保1995b)。 423・ 423は直口壺口縁部片である。423は端部

手前で大きく開く。424は下半から緩やかに開き、上方に向かい緩やかに外反する。口縁部下端には沈

線 (1条 )、 左上がりのヘラ圧痕文が巡らされ、外面には入念なヘラミガキが施される。阿波からの搬

入品の可能性が高く、黒谷川 I式に認められる広口長頸壺であろう (菅原1986)。 423・ 424は後期後半

に位置付けられる。425・ 426は甕口縁部片である。425は頸部から鈍く屈曲し、日縁部は強く開く。端

部は上方にのみ摘み出す。頸部付近まで内面ケズリ調整が及ぶ。後期中葉～後半に位置付けたい。426

は「く」字形に屈曲する口縁部。日縁部は直線的に開き、端部は先細る。体部外面には叩き調整後、縦

刷毛が施される。叩き調整は回縁部にも認められる。終末まで下るであろう。427は底部片である。底

径9。 2cmを 測る大形品で、底部は平底を呈する。428は鉢である。体部は内湾気味に立ち上がり、日縁部

は強く屈曲する。後期後半に位置付けられる。429～431は高杯である。429は 口縁部片である。口縁部

は強く屈曲し、直立する。430は杯部内外面に分割ヘラミガキが施される。胎土中には多量の角閃石を

包含する。432・ 433は如意形口縁甕である。日縁部下に多条化した櫛描直線文が施される。前期末ない

し中期初頭に属する。なお、岡清水遺跡ではこの時期に遡る遺物は他に確認できない。434は土師質土

器小皿である。日径6.8cmを 測り、底部は回転ヘラ切りである。14世紀前後を中心とした時期の所産と考

えられる。435は安山岩系石材を用いた砥石である。側面の一部には、光沢を帯びる研磨痕があり、線

状痕もわずかに認められる。

以上、 I一②包含層南出土遺物は、後期全般の遺物が認められ、終末に位置付けられる甕 (426)は

あるものの、おおむね後期後半の形成年代を想定したい。また、弥生時代前期末ないし中期初頭、12世

紀末前後に属する遺物もごく少量認められるが、上面遺構からの混入と考えられ、 I一② S B01出 土遺

物との矛盾もない。
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第101図  I―②包含層出土遺物2(S=1/4、 1/2)

Ⅱ―②包含層 (北部土器溜まり)

北部土器溜まりは、第 8図土層図の土層番号 5層 に対応する層位から出土し、基本層序 5層 に対応す

る。出土遺物は大袋で 1袋出土している。436～ 444は北部土器溜まり出土遺物である。

436は広口壺である。頸部はわずかに内傾し、中位が最も肥厚する。日縁部は緩やかに開き、端部は

上方に小さく、下方に強く引き出す。端面には4条の凹線を施し、竹管文を3個 1単位、上下 2段を基

調として施文する。437は壺体部片である。肩部は丸みを帯び、頸部は鈍く立ち上がる。頸部下端には

突帯状の段を創出して、器形にアクセントを加える。438は直口壺である。端部手前で大きく開く。器

表面の摩滅は著しいが、外面には凹線がかすかに認められる。439～441は甕口縁部片である。439は胎

土中に角閃石を多量に含む下川津B類甕である。痕跡的な頸部から鈍い稜をもって屈曲し、回縁部は短

く開く。端部は上方に小さく摘み上げるが、凹線は施されない。440は頸部から緩やかに屈曲し、日縁

ゞ て
｀
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部は短く開く。端部は上方に小さく、下方に強く引き出す。頸部下端まで内面ケズリ調整が及ぶ。441

は肩の張りが弱く、体部最大径が中位前後に位置する。口縁部は大きく開き、端部を上下に小さく拡張

する。内面のケズリ調整は口頸部境まで及ぶ。442・ 443は鉢である。体部は口縁部手前で短く直立し、

日縁部は短く開く。442は 口径26.6cm、 443は41.Ocmを 測る。444はわずかに平底形態を呈する「甑」であ

る。底径2.4cmを 測り、ほぼ中央に焼成前の可能性が高い穿孔が認められる。体部は直線的に開く。

以上、Ⅱ一②北部土器溜まり出土遺物は、日縁部を小さく拡張し、凹線を施す広口壺 (436)が後期

初頭、端部を小さく拡張する甕 (439～441)が後期前葉～中葉、口縁部がわずかに開く鉢 (442・ 443)

が後期後半に位置付けられる。

第102図 Ⅱ―②包含層出土遺物 (S=1/4)

Ⅲ―①包含層 (D)

包含層Dは第 9図土層図の土層番号55か ら出土し、基本層序では4b層 に該当する。遺物はコンテナ

で 1箱出土している。445～ 459は包含層D出土遺物である。

445は直口壺口縁部細片である。日縁部は中位までほぼ直立し、以高緩やかに外反する。外面には縦

方向のヘラミガキが施される。446～ 450は甕口縁部である。446は頸部を認め、日縁部は強く屈曲する。

端部は上下に拡張し、凹線を施す。447は端部を上下に鋭く拡張し、 2条の凹線を施す。446・ 447は胎

一ぎ
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土中に角閃石を多量に含む。448は痕跡的な頸部が認められ、日縁部は短く屈曲し、端部を上下に鋭く

引き出す。内面ケズリ調整は頸部まで及ぶ。449は張りの強い肩部から鈍く折り返し、日縁部は短く開

く。端部は上下に小さく拡張し、 2条の凹線を施す。450は鋭く屈曲し、日縁部は内湾気味に強く開く。

端部は上方に強く折り返し、沈線を3条施す。451～455は高杯である。451は杯部から口縁部への屈曲

が弱く、浅い椀形を呈する。452～ 454は杯部から明瞭に屈曲し、口縁部が外反する形態。端部形状や外

反度合いに差異が認められる。452はわずかに外反し、端部を外方へ小さく摘み出す。453は直線的に開

き、端部を丸く収める。日径12.4cmを 測る小形品で、内外面には入念なヘラミガキが施される。454は大

きく外反し、端部は先細り気味になる。胎土中に角閃石を一定量含み、後述する砂粒分類 2類に該当す

る。455は杯部から強く屈曲し、端部を内外に強く拡張する後期初頭の典型的な形態である。端面には

4条の凹線文が施される。胎土中には多量の角閃石が含まれる。456は 脚台片である。脚台高は低 く、

スカート状に開き、端部手前で横方向に強く引き出す。457・ 458は結晶片岩製石庖丁である。457は ほ

ぼ完形で、重量44.74gを 測る。459は結晶片岩製の小形石斧と考えられる。残存長10cm、 最大幅2.7cm、

厚み1.2cmを測り、残存重量は61.47gで ある。

以上(包含層D出土遺物は、端部を拡張し、凹線文を施す甕 (446～ 449)、 強く外反しない高杯 (451

～453)か ら、後期前葉～中葉に位置付けられ、包含層Dの形成年代もおおむねその時期になろう。但

し、454の高杯は後期後半まで下る。

Ⅲ―①包含層 (B)

第 9図土層番号52と 55か ら出土し、基本層序では3層 と4b層 に対応する。出土遺物は小袋 1袋 を数

える。

4600461は 接合関係はないが、胎土、調整、色調から同一個体と考えられる甕である。さらに、Ⅲ一

①S H01か ら出土した報文番号40(甕口縁部)と も同一個体である可能性が極めて高い。痕跡的な頸部

から「く」字形に折り返し、日縁部はわずかに外反する。日縁端部の拡張はなく、凹線を1条施す。肩

部にはわずかに右上がりのヘラ圧痕文が2段巡る。体部下半の開きは弱く、外面には入念なヘラミガキ、

内面にはケズリ調整が施される。胎土中には多量の角閃石を包含する。包含層Bか らの出土であるが、

Ⅲ一①S H01出 土の甕 (40)と 同一個体であり、元来は同竪穴住居に包含されていた遺物と考えられる。

Ⅲ一①S H01は 後期初頭に位置付けられ、460・ 461は当地域のこの時期には存在しない端部形状となる。

462は包含層上層から出土した広口壺である。頸部は直立し、日縁部は水平方向に開く。端部は上下に

鋭 く拡張 し、沈線を3条施す。端面は約 4 cm間 隔で、 5条 1単位のヘラ圧痕が施される。胎土中に角閃

石を多量に含む。後期初頭に位置付けられる。

Ⅲ―①包含層 (A)

第 9図土層番号52か ら出土し、基本層序では3層 に対応する。小袋で 1袋出土している。463は底部

片である。底径11.2cmを 測る平底形態である。体部は大きく開き、壺底部片と考えられる。
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Ⅲ―②包含層

第 9図 Ⅲ―③東壁面土層図の土層番号 4層 、基

本層序 4層 に対応する層位から出土した。出土遺

物は大袋で2袋を数える。

464は 口径22cmを 測る大形甕である。肩部の張

りが強く、体部最大径は中位より上方に位置する。

頸部は認め難く、日縁部は短く屈曲し、端部を上

下に小さく拡張し、凹線を2条施す。体部最大径

部に右上がりのヘラ圧痕が施される。465は 甕で

ある。頸部が明瞭に認められ、鈍く屈曲し、口縁

部は外反する。端部は上下に強く引き出し、 2条

の凹線を施す。内外面ともに顕著な二次焼成を被

り、明赤褐色に変色する。胎土中には多量の角閃

石を含有する。466は 高杯口縁部細片である。日

縁部は杯部から強く屈曲し、直立する。端部は先

細り、杯部と口縁部の境は横方向に強く摘み出す。

4650

0            10cm

第104図 Ⅲ―②包含層出土遺物 (S=1/4)

以上、Ⅲ一②包含層出土遺物は、甕の特徴から後期前葉に位置付けられる。

Ⅲ―③包含層 (A)

第 9図調査区東壁面図の1層 と2層の一部、基本層序では1層 と2層 に該当する。出土遺物は大袋で

2袋を数える。

467・ 468は広口壺である。頸部はほぼ直立し、日縁部は大きく開く。467は端部を上下に拡張するが、

468は四角く収める。469は壺口縁部であろう。端部は小さく折り曲げ、上下端を摘み出す。岡清水遺跡

では同形態の出土はなく、特徴的な器形である。470は短頸壺である。日縁部は直線的に開き、端部に

向かい肥厚させる。471は壺体部片である。外面頸体部境に断面三角形の突帯を貼付する。472～475は

甕口縁部である。472は「く」字形甕である。口縁部の屈曲は強く、内面には明瞭な稜を残す。473は頸

部から強く折れ、日縁部は短く開く。端部は上方にわずかに摘み上げる。胎土中に多量の角閃石を含む

下川津B類甕である。474は 「く」字形甕。475は 日縁部を鋭く折り返し、端部はわずかに肥厚する。476

～479は 底部片である。476はわずかに_上 げ底、477は突出した平底形態。478は底径2.5cmと /Jヽ さく、体音Б

の開きは大きい。479は台付き鉢の底部片であろう。底径3.7cm、 底部高2.5cmを 測り、小さく腰高である。

480は「甑」である。底径4.2cmの平底で、焼成前穿孔が認められる。底部の厚みが 2 cmと 分厚い。体部

はほぼ直線的に開く形態である。481は鉢口縁部細片である。体部は端部手前で内湾し、日縁部は強く

開く。482～484は高杯口縁部細片である。意図的に異なるバリエーションの個体を抽出した。482は杯

部から屈曲し、口縁部は外傾する。端部は外方にのみ拡張し、内面には沈線状の段を有する。胎土中に

角閃石を多量に含む。483は杯部からの屈曲は鈍く、日縁部は内湾気味に立ち上がる。484は杯部から強

く屈曲し、口縁部は大きく外反する。口頸部境外面には鋭い稜が認められる。485・ 486は土師質土器杯

である。485は 回径14。 3cmを 測り、口縁部は直線的に開く。486は485よ り口縁部の開きが大きい。487は

須恵器椀口縁部片である。日径14.9cmを 測る。内外面のヘラミガキの有無は確認できない。488は須恵器
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椀体部片である。底径5。4cmを 測り、高台は丸みを有し、粗雑に貼付される。489は土師質土器鍋口縁部

片であろう。口縁部は体部から鈍く屈曲する。490はスクレイパーである。重量は31.4gを 測る。491は

打製石鏃である。平基式。重量は3.95gを 測る。

以上、Ⅲ一③包含層A出土遺物は、13～ 14世紀に位置付けられる485～ 489と 後期中葉前後 (467・ 482

・483)、 後期後半～末に位置付けられる遺物に大別できる。包含層Aは表土下から包含層B直上に堆積

した層位であり、第1面で検出したⅢ一③ S B01の 年代観との矛盾もない点から、13～ 14世紀に形成さ

れたと考えられる。
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第105図  Ⅲ―③包含層出土遺物1(S=1/4、 1/2)

Ⅲ―③包含層 (B)

第 9図土層番号 2か ら出土し、基本層序 2層 に合致する。遺物はコンテナで 1箱出土している。

492は広口壺である。頸部は短く直立し、矮小化した口縁部が強く開く。端部は横方向に引き出し拡

張するが、凹線は施されない。493は短頸壺である。日縁部は緩やかに外反し、端部は垂下口縁形態を

なす。端面の摩滅は著しいが、凹線が認められる。頸部下端に右上がりのヘラ圧痕を施す。上天神遺跡

の器種分類における広口壺Dに近似するが (大久保1995b)、 西部瀬戸内の影響を受けた短頸壺である
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可能性が高い。『空港跡地遺跡Ⅱ』の153に類例を見る (蔵本1997a)。 494は複合口縁壺である。口縁部

は水平に開き、擬口縁を仕上げ、直立する日縁部を接合する。495は広口壺頸部片である。頸部は鈍 く

立ち上がり、日縁部は大きく開く。496は短頸壺である。口縁部は緩やかに外反し、端部は丸く収める。

497・ 498は直口壺である。外面には数条の凹線文が施される。胎土中に角閃石を多量に含む。499・ 500

は甕である。499は短い頸部から屈曲し、口縁部は緩やかに外反する。500は 頸部から鈍く屈曲し、口縁

部は大きく開く。端部は上下にわずかに肥厚させる。501は底部片である。底径 4 cmを 測り、底部厚は

2.4cm以上を測る。479と 同形態である。502～ 506は高杯である。502は 口縁部細片である。口縁部は杯部

から直立し、外面に鈍い稜を残す。端部の拡張はなく、四角く収める。503・ 504は 口縁部細片である。

牝

0                10cm

第106図 Ⅲ―③包含層出土遺物2(S=1/4、 1/2)
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杯部から屈曲し、日縁部は大きく開く。505は脚部片である。スカー ト状に開き、ほぼ中位に直径 l cm

を測る透かしが穿孔される。506は 脚部片である。スカー ト状に開き、脚端部手前でさらに大きく広が

る。端部はわずかに肥厚する。507～ 509は サヌカイ ト製の打製石庖丁である。507・ 508は 不明瞭ながら

扶 りを認め、509に は明瞭な扶 りを有 し、摩滅痕が認められる。刃部は両刃である。510は砂岩円礫を利

用 した叩石である。広面、側面を中心にあばた状の敲打痕が認められる。

以上、Ⅲ一③包含層B出土遺物は、第 1面直上包含層でありながら、第 1遺構面で検出した遺構と同

時期ないし以降の遺物を含まず、その要因として稀薄な遺構数と出土遺物と関連するのであろう。また、

出土遺物は後期前葉～後半まで確認でき、二重回縁壺 (404)は後期末まで下る。

Ⅲ―③包含層 (C)

第 9図東壁面図の土層番号 3・ 4層 から出土し、基本層序では 3・ 4b層 に対応する。第 1遺構面と

第 2遺構面の間に介在する層位で、第 1遺構面ベース土となる。遺物はコンテナで 5箱出土している。

511は 広口壺である。口縁部は緩やかに外反し、端部を上下に小さく拡張し、凹線を4条施す。端面

には2条 1対の縦方向のヘラ圧痕、頸部下端付近には右上がりのヘラ圧痕がそれぞれ施される。中期末

に位置付けられる。512は広口壺と判断した。鈍く太い頸部から屈曲し、日縁部は大きく外反する。端

部は上下に強く摘み出す。513・ 514は 広口壺としたが、器台の可能性も高い。513は強く開き、端面に

竹管文を施す。514は 端部を上方に小さく、下方に強く拡張し、4条の凹線、竹管文を施す。515は 壺口

縁部であろう。直立した頸部から強く折り返し、日縁部は水平に開く。端部上下端をわずかに摘み出す。

屈曲部の器壁厚は極めて厚い。516は壺口縁部片である。日縁部は水平に開き、端部を上方に鈍く折り

返す。端部は丸く収め、外面に凹線を1条施す。517～ 519は 直口壺である。517は直線的に開く口縁部

下半から端部手前で緩やかに外反する。端部は内上方にわずかに摘み上げる。518は直線的に開き、端

部を内外に小さく肥厚させる。外面には平行沈線によって文様帯を創出し、右上がりの斜線文が施され

る。519は 直線的に開き、端部は先細る。胎土中に多量の角閃石を包含する。520は壺体部である。体部

は球体形を呈し、最大径がほぼ中位に位置する。残存する頸部は鋭く屈曲し、直立する。肩部内面にケ

ズリ調整、それ以外には刷毛調整が多用され、外面にはヘラミガキが認められる。521は直口壺体部片

と考えられる。下膨れの体部形態を呈し、外面下半にはヘラミガキ、内面下半にはケズリ調整が入念に

施される。胎土中に多量の角閃石を含む。522は細頸壺体部片である。算盤玉状の体部形態を呈し、最

大径部に断面M字形の突帯が貼付される。523は壺体部片である。外面頸部下端に断面三角形の突帯を

貼付する。524～ 533は甕口縁部である。524は端部を上下に拡張し、 3条の凹線を施す。日縁部は頸部

から強く屈曲し、端部を上下に拡張する。後期初頭に位置付けられる。525は短く直立する頸部から緩

やかに屈曲し、端部を上方に摘み出し、下方に肥厚させる。端面には2条の凹線を施す。524・ 525は 胎

土中に角閃石を多量に包含する。後期前葉に位置付けられる。526は張りの弱い肩部から痕跡的な頸部

が鈍く立ち上がり、回縁部は小さく開く。端部は上方に小さく、下方に強く引き出す。527は「く」字

形に鋭く屈曲し、口縁部は強く開く。端部は上方にのみ強く摘み上げ、 2条の凹線を施す。528は不明

瞭な頸部から鈍く屈曲し、口縁部は緩やかに開く。端部は上下に拡張するが、凹線は施されない。529

・530は丸みを帯びた肩部から「く」字形に屈曲し、口縁部はわずかに外反する。端部は下方に小さく

摘み出す。531・ 533は「く」字形に屈曲し、日縁部は大きく開く。端部形態は530と 近似する。内面ケ

ズリ調整が多用され、体部上半にまで及ぶ。532は直線的な肩部から鈍く屈曲し、日縁部は短く外反す
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る。端部は横方向に小さく引き出す。534は小形壺体部である。算盤玉形の形態を呈し、底部は安定し

た平底である。535～ 541は 底部片である。535は突出した平底形態を呈し、体部は内湾気味に立ち上が

る。536は体部の開きが強く、壺体部であろう。537は底部外縁を横方向に強く引き出す特徴的な形態で

ある。538・ 539は円盤充填により成形され、前者はわずかな、後者は顕著な上げ底を呈する。540は突

出した平底形態。541は底径2.5cmと 小さい。542は 台付き鉢脚部であろう。直立した後、大きく広がる。

上天神遺跡器種分類の長頸壺Bの可能性もある (大久保1995b)。 543は台付き小形鉢であろう。544は

大形鉢口縁部片である。体部は端部手前から緩やかに内湾し、端部に2条の凹線を施す。外面には横方

向に入念なヘラミガキ、内面には板ナデ調整が施される。545は鉢口縁部である。日縁部手前で緩やか

に内湾し、日縁部はわずかに開く。546～ 558は 高杯である。546～ 548は後期初頭に一般的な形態である。

547の 内外面には4分割ヘラミガキが施される。いずれも胎土中に多量の角閃石を包含する。549は 杯部

から鈍く屈曲し、日縁部は短く直立する。胎土中には角閃石を含む。550・ 551は杯部から鈍 く屈曲し、

日縁部は直線的に開く。端部は外方に小さく折り曲げる。いずれも胎土中に角閃石を多量に含む。552

～554は 端部の収め方に差異はみられるが、日縁部が大きく外反する形態を呈する。555～ 558は脚部で

ある。555は円盤充填による成形が行われる。杯部内面は放射状に刷毛調整が行われた後、さらに放射

状にヘラミガキが施される。557は 短くほぼ直立する軸部を有し、脚部は大きく開く。胎土には精良な

素地が選択されている。終末まで下る可能性がある。558は スカート状に大きく開き、端部をわずかに

肥厚させる。円形透かしが 2段不定位置に穿孔される。559は 器台であろう。スカート状に開き、端部

を上方に鋭く引き出し、下方に鈍く肥厚させる。外面には深い凹線を数条施す。後期初頭に位置付けら

れる。

560は鉄滓である。重量99。43gを 測る。形状は歪な不整形を呈し、2片 の塊が付着した状況が窺える。

表面はクレーター状の窪みと2 nml以下の小孔 (空洞)がほぼ全面に認められる。出土時には赤褐色であ

ったが、表面の錆落とし後は、青みの強い灰色を呈する。分析の結果は第 4章第 3節 に掲載している

(註 3)。

561・ 562は サヌカイト製打製石庖丁である。561は深い扶りを有し、刃部は片刃である。563は 一方に

刃部加工が認められ、スクレイパーの未製品と考えられる。扶りを想起させる箇所もあり、石庖丁を石

核に利用した可能性が高い。564は一方の側縁に顕著な潰れが認められ、楔形石器を転用した未製品で

あろう。565は大形の砂岩円礫を利用した叩石である。ほぼ全面にあばた状の敲打痕が認められ、研磨

範囲とは異なるトーンで示した範囲には比熱による変色が認められる。重量は 4 kgを 量る。566は砂岩

円礫を利用した叩石である。側縁を中心にあばた状の敲打痕が認められる。また、 トーンで示した範囲

は二次焼成による比熱を被る範囲である。

以上、Ⅲ一③包含層C出土遺物は、後期全般の遺物が認められる。後期末まで下る遺物は少なく、後

期初頭に属する遺物も同様に稀薄である。包含層の形成年代は後期末に位置付けられるが、出土遺物の

主体は後期後半である。
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Ⅲ―③包含層 (B orc)

包含層Bな いしC出土遺物である。ここでは遺物のみ報告し

たい。遺物は大袋で 2袋出土している。

567は鉢口縁部である。体部は口縁部手前で直立し、日縁部

は大きく開く。端部は上方に鋭く摘み上げる。568は小形鉢で

ある。小さく突出した底部から強く開き、回縁部は内湾気味に

直立する。内外面ともに指押さえが多用される。569は高杯口

縁部細片である。杯部から屈曲し、日縁部は短く外反する。中

位が最も肥厚し、端部に向かい先細る。

0                  10Cm

第110図 Ⅲ―③包含層出土遺物6(S=1/4)

5.そ の他の出土遺物

機械掘削、側溝、断割、遺構面精査中に出土した遺物を報告する。しかし、出土層位に関しては不明

な点が多く、各調査区単位で報告し、出土層位は言及できる範囲に関してのみ触れる。

I―②

570は 東側溝から出土した弥生土器甕である。日縁部は大きく外反し、端部の明瞭な拡張は行わない。

胎土中には角閃石を多量に包含する。571は機械掘削中に出土した弥生土器甕である。頸部をかすかに

認め、口縁部は強く屈曲する。端部は上下に引き出し、凹線を施す。胎土中には角閃石を多量に包含す

る。後期前葉に位置付けられる。572は 東側溝から出土した高杯脚部である。軸部径が 4 cm前後と大き

い。スカート状に開くが、その開きは小さい。脚部下位には円形透かしが 5孔施される。573は機械掘

削時に出土した土製支脚である。上部に欠損が認められ、現高では5.6cmを 測る。軸部は短いながら、

直立し、脚部下半は鈍く開く。上半内部は粘土塊を用いて塞いでいる。574は 遺構面精査と包含層 (北 )

から出土した結晶片岩製石庖丁である。両短側端に決 りを認める。575は東側溝から出土した砂岩製砥

石である。方柱状を呈し、各面に顕著な研磨痕が認められる。側面の一部には紡錘形に深く扶り込まれ

た箇所もある。

I―④

576～ 578は 地表面から第 1遺構面上面までの層位に含まれる遺物で、機械掘削時に出土した。遺物は

大袋で2袋を数える。

576は 弥生土器広口壺である。頸部は長く直立し、日縁部は水平方向に強く開く。後期中葉に位置付

けられる。577は 土師質土器杯である。底径5.5cmを 測り、底部は回転ヘラ切り (L)後、板状圧痕が施

される。底部は薄く、14世紀以降に位置付けられる。578は土師質土器杯である。底部は回転ヘラ切り

(R)後、板状圧痕が施される。579～ 582は精査中に出土した遺物である。第 1面土器溜まり出土遺物

であるが、遺構との対応は不明である。579は土師質土器足釜である。口縁部は鍔部よりわずかに長く、

端部に面を持たない。鍔部下には指押さえが等間隔に認められる。体部はほぼ中位で屈曲し、日縁部に

向けて強く内傾する。体部下半には格子叩きが施され、屈曲点から下位に脚部が貼付される。楠井分類

足釜BⅡ に合致するであろう (佐藤1995、 以下足釜・鍋の分類に関しては、同書に依拠する)。 580～

582は 土師質土器鍋である。580は ボール状の体部から口縁部は水平方向に開き、日縁部内面ないし端部

に刷毛調整が認められる。佐藤分類鍋AI。 581・ 582は ボール状の体部から鈍く屈曲し、日縁部は強く

開く。端部は凹面をなす。楠井分類鍋AⅡ に相当する。579～ 582は 14世紀前葉前後に位置付けられる。
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Ⅱ―②

機械掘削出土遺物である。出土遺物は大袋で2袋を数える。

583は弥生土器広口壺である。日縁部は大きく開き、端部を上方に強く引き出す。端面には3条の凹

線文を施し、ヘラ圧痕文で加飾する。584は弥生土器直口壺である。日縁部は緩やかに開き、端部は先

細る。外面には8条の凹線が施される。胎土中には角閃石を多量に含有する。後期初頭に位置付けられ

る。585・ 586は弥生土器甕である。585は かすかな頸部を認め、日縁部は大きく外反する。端部は上下

に拡張し、 3条の凹線を施す。後期前葉に位置付けられる。586は短く直立する頸部を認め、口縁部は

直線的に開く。端部は上下にわずかに摘み出し、2条の凹線を施す。後期前葉～中葉に位置付けられる。

587は弥生土器鉢である。肩部から内湾し、口縁部は小さく開く。体部内外面には縦方向のヘラミガキ

が確認できる。後期後半。588・ 589は弥生土器高杯である。588は杯部から強く屈曲し、日縁部は外反

する。端部は内外に小さく拡張し、端面に3条の凹線を施す。杯部内外面には4分割ヘラミガキが入念

に施される。後期前葉に位置付けられる。589は杯部と口縁部との屈曲が極めて鈍 く、外面にかすかな

稜を残す。端部は内外に小さく肥厚するが、端面に凹線文は施されない。後期前葉～中葉に位置付けら

れる。588・ 589は胎土中に角閃石を多量に含む。

587

第112図 Ⅱ―②機械掘削出土遺物 (S〓 1/4)

Ⅱ―④

602・ 621・ 634が遺構面精査中、636が側溝出土遺物で、それ以外はすべて機械掘削時に出土した遺物

である。機械掘削時の出土遺物はコンテナ7箱 を数える。大多数は遺構面直上包含層出土遺物と考えら

れ、第 8図 の土層番号 3～ 8層 (そ れぞれ包含層)か ら出土した可能性が高い。

590～ 598は広口壺である。590・ 591は頸部から鈍く屈曲し、口縁部は短く開く。端部は上方に強く、

下方に小さく摘み出し、凹線を施す。591の口縁端部にはヘラ圧痕文、頸部外面には沈線状の凹線が認
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められる。後期初頭に位置付けられる。592は端部片である。端部は上下に強く引き出し、端面に竹管

文を施す。593は短く直立する頸部から鈍く屈曲し、日縁部は直線的に開く。端部は上下に拡張し、凹

線を施す。594・ 595は 直立する頸部から鈍く屈曲し、日縁部は大きく開く。端部は上方に小さく肥厚さ

せ、下方に強く引き出し、凹線を施す。頸体部境内面には、明瞭な稜を残す。端部形状に西部瀬戸内の

影響が窺える。596・ 597は短く内傾する頸部から屈曲し、日縁部は長く直線的に開く。端部は596が下

方に小さく引き出だし、凹線を施すのに対し、597は拡張を行わない。ともに後期中葉前後に属するで

あろう。また、胎土中に結晶片岩は含まれないが、色調等から砂粒分類 6類の可能性が高い。598は広

口壺と考えられる。器壁が厚く、総じて 2 cm前後を測る。日縁部は水平方向に近く開き、端面にはヘラ

状工具による斜格子文が施される。599は 弥生土器短頸壺である。日縁部は緩やかに外反し、端部には

刺突文が施される。600は壺体部片である。頸部は直立し、外面には凹線が数条施される。頸体部境に

は突出度の高い突帯を貼付する。後期後半。601は壺体部片と考えられる。頸部から大きく外反し、体

部との境に矢羽状にヘラ圧痕文を巡らす。短頸壺の体部片の可能性が高い。602～ 605は弥生土器直口壺

である。602は 中位から大きく開き、端部は先細る。胎土中には多量の角閃石を包含する。口縁部外面

に数条の凹線を認め、後期初頭に位置付けられる。603～ 605は 広口壺である。端部形態や調整に差異を

認めるが、後期中葉～後半に位置付けたい。603の外面口縁部下端には刻目文が認められる。604は 端部

が丸く肥厚 し、605は丸く肥厚しながらも、上方にかすかに摘み出す。606～ 609は弥生土器甕である。

606は わずかに認められる頸部から強く折れ、矮小化した口縁部が強く開く。端部は上方に強く摘み出

す。胎土中に含まれる雲母の含有量が角閃石を凌駕し、後述する砂粒分類 2類に該当する。後期前葉～

中葉に位置付けられる。607は 「く」字形に屈曲し、端部を丸く収める。608は痕跡的な頸部から鈍く折

れ、日縁部は小さく開く。端部は上端が丸みを帯び、下端に小さく引き出す。609は 口径10.4cmを 測る小

形甕である。日縁部は「く」字形に屈曲し、端部は先細る。肩の張りは弱く、体部最大径と大差はない。

内面にはケズリ調整が多用され、日縁部付近まで及ぶ。610は広口壺頸体部片である。肩部の張りは強

く、頸部は直線的に内傾する。611は底部片である。突出した平底形態で、底面に粗い板ナデ調整ない

し叩き調整が施される。胎土中に結晶片岩は含有しないが、砂粒分類 6類の可能性が高い。612～ 616は

弥生土器鉢である。612は直線的に開く体部から鈍く屈曲し、日縁部は直立する。外面には明瞭な段が

認められる。613は内湾気味に立ち上がり、端部を内側に小さく肥厚させる。日縁部外面には起伏のあ

る凹線文が施され、体部境のそれが最も深く、幅も広い。612・ 613は後期前葉に位置付けたい。614は

直線的に開き、日縁部に強い横ナデ調整を加え、端部を内外へ強く拡張する。体部外面には平行叩き、

内面には横刷毛調整が施される。615は 内湾気味に立ち上がる体部から鈍く屈曲し、口縁部は短く開く。

616は体部から外面に稜を残して直立し、口縁部はわずかに開く。高杯の可能性も考慮したが、深い体

部から鉢と判断した。617～ 623、 625は高杯である。617・ 618は 同一個体ではないが、形態 。法量が極

めて酷似する。杯部から強く屈曲し、口縁部は外反する。端部は内外へ小さく拡張し、端面に凹線を施

す。杯部内外面には4分割ヘラミガキが認められる。杯部底面は円盤充填により成形される。脚部はス

カート状に開き、脚端部を上下に拡張し、凹線を施す。617の脚部には上下 2段の3方円形透かしが穿

孔されている。いずれも胎土中に角閃石を多量に含む。後期前葉に位置付けられる。619は 口縁部細片

である。形状は617と 酷似し、胎土中に角閃石を多量に含む。620は杯部から直立し、端部の拡張を行わ

ない形態である。杯部内外面には放射状のヘラミガキが施される。胎土中には多量の角閃石を包含する。

後期前葉に位置付けられる。621は杯部から屈曲し、日縁部は緩やかに外反する。端部は下方に小さく
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肥厚させる。日縁部外面にはヘラ状工具によるU字形ないし楕円形の文様が認められる。622・ 623・ 625

は高不脚部である。622・ 623はスカート状に開き、外面に入念なヘラミガキが施される。622に は 5方

円形透かしが認められる。625は脚端部である。端部手前で強く開き、端部を上下に拡張する。外面に

は入念なヘラミガキが施され、円形透かしが穿孔される。626は弥生土器装飾高杯である。口縁部は杯

部から屈曲し、強く外反する。屈曲部外面には断面M字形の突帯を貼付し、日縁部内外面に放射状ヘラ

ミガキを2段施す。624は土製支脚である。上下端部を欠き、全容は不明であるが、現高は7.4cmを 測る。

軸部はほぼ直立し、上下端部は大きく開く。調整には指押さえが多用される。627は弥生土器器台であ

る。ほぼ中位に大形円形透かし、脚部よりに小形円形透かしがそれぞれ穿孔される。大形透かしの両脇

は4条 1単位の縦平行線文によって加飾される。628は弥生土器蓋と判断した。頂部は明瞭に窪み、笠

部はスカート状に大きく開く。同器種は岡清水遺跡では他に確認できない。F空港跡地遺跡Ⅱ』の468に

類例を見る (蔵本1997a)。 上端部が丁寧に整形され、後期中葉に位置付けられる。629は弥生土器台付

き鉢である。体部は直線的に開き、端部は先細る。脚部はハ字形に短く開く。内外面の摩耗は著しいが、

顕著な指押さえ調整が施される。630は弥生土器「甑」である。底部には0。5cm程度の孔を認める。体部

は直線的に開き、内外面に刷毛調整が多用される。後期中葉に位置付けたい。631・ 632は把手付広片口

皿と判断した。いずれも細片であるが、把手部にあたる。内外面には把手接合時の指押さえが顕著に認

められる。水銀朱は確認できず、ベンガラが付着した可能性があるとのご教示をいただいた。633は打

製石庖丁である。短側縁に決りを有する。634は打製石鏃である。扶りの深い凹基式。重量0。73gを測る。

635は砥石である。流紋岩を利用し、広面を中心に研磨痕が認められる。636は 鉄環である。直径5.6cmを

測り、0.5cm前後の厚みをもつ。側溝からの出土遺物であり、時期は特定できない。637は鉄鍋と思われ

る。厚みは 2 mllと 薄く、日縁端部下に「家赤松○」という刻印が認められる。638は扁平な砂岩礫を利

用した台石である。重量11.4kg。 ほぼ全面にあばた状の敲打痕が認められ、広面には線状痕ないし研磨

痕もみられる。

Ⅲ―①

遺物はコンテナで 1箱出土している。

639・ 641・ 643は 遺構面精査中に出土し、他は断割ないし試掘 トレンチからの出土である。639は 弥生

土器広口壺である。日縁部は大きく開き、端部を上下に強く拡張する。端面には3条の凹線を施し、 6

個 1対の竹管文で加飾する。こうした施文は当地域の後期初頭の広口壺に多く採用された施文パターン

であり (蔵本1997a)、 岡清水遺跡では436・ 640が この施文パターンを採用している。640は弥生土器器

台と考えられる。日縁部は緩やかに開き、端部を上下に鋭く拡張する。端面には凹線が施され、 6個 1

対の竹管文が施される。後期初頭に位置付けられる。641は 弥生土器高杯である。杯部から強く屈曲し、

口縁部は短く外反する。端部は内外へ強く引き出し、 3条の凹線を施す。後期初頭に位置付けられる。

639～641の胎土中には角閃石を多量に含む。642は土師質土器椀である。高台径 6 cmを 測り、高台は比

較的高い。内外面ともに顕著な二次焼成を受け、にぶい橙色～褐灰色に変色する。12世紀前後に位置付

けられるであろう。643は砂岩円礫を用いた磨石である。ほぼ全面にあばた状の敲打痕が認められる。

それを切る研磨痕もみられ、叩石から転用したことが窺える。重量は1.5kgを 測る。644は砂岩扁平礫を

利用した台石である。Ⅲ一①第 1遺構面S K01周 辺出土という記載があり、同出土地点は第 2遺構面で

はS H02直 上付近に位置する。Ⅲ一① S H02出 土遺物には、叩石、磨石及び台石が多数認められ、関連
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第115図 Ⅱ―④機械掘削出土遺物3(S=1/3)

する可能性が高い。重量11.lkg、 全長37。 lcm、 最大幅24.8cm、 厚さ8.8cmを 測る。ほぼ全面に敲打痕がみ

られ、さらにそれに後出した特異な研磨痕が認められる。A面 とした広面には、甲羅状に3面の研磨面

が明瞭な輪郭をもって重なり合う。中央の研磨面は長さ16.Ocm、 幅8。 5cmを 測る。 3面の研磨面の横断面

深度は中央部が 3 nlm、 左側が l mnl、 右側が1.511111を 測り、浅く滑らかに窪み、表面は光沢を帯びる。B面

には13× 20cmの長楕円形の範囲で研磨が認められ、A面の研磨より、平滑できめ細かい。さらに、側縁

にあたるC面にも長さ9.5cm、 幅2.Ocmの範囲に研磨痕が認められる。研磨面の表面はA面のそれに近似

する。研磨状況から、磨製石器製作ないしその研ぎ直しに用いられた可能性を想定したいが、周辺では

その製作を首肯する石材はなく、出土遺物からもそれを補強することはできない。赤色顔料や鉄器生産

との関連も想定できるが、現時点では不明と言わざるを得ない。
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第1¶ 6図 Ⅲ―①機械掘削ほか出土遺物 1(S=1/4、 1/2)

Ⅲ―②

出土遺物はコンテナ3箱を数える。

645～ 649はいずれも機械掘削時に出土した遺物である。645～ 646は弥生土器広口壺である。645は頸

部は直線的に開き、日縁部は強く開く。端部は上方に強く、下方に小さく引き出し、端面に3条の凹線

を施す。頸部上半には右上がりのヘラ圧痕を2段、下半には左上がりのヘラ圧痕を2段施し、矢羽状に

加飾する。中期末～後期初頭に位置付けられる。303と 同一個体であり、元来はⅢ一② S X10に 包含す

る遺物と考えられる。646は 短い頸部から鈍く開き、端部を横方向に肥厚させる。647は長く延びる口縁

部で、器台の可能性も高い。端部は上方に小さく、下方に強く拡張し、 2条の凹線を施す。648は壺肩

部と判断した。肩部上位には竹管文が施される。649は弥生土器大形甕体部である。底径9.6cm、 現器高

45cm前後を測る。内外面ともに刷毛調整が多用され、外面にはヘラミガキ、内面下半には強い指ナデが

施される。底部は安定した平底形態である。Ⅲ一②区には、壺棺墓が 1基位置し (Ⅲ ―② S T01)、 649

も元来は壺棺墓の棺身に用いられていた可能性が高い。

Ⅲ―③

遺物は大袋で 2袋を数える。

650は弥生土器広口壺である。頸部は内傾し、日縁部は短く開く。端部を上下に小さく拡張し、端面

に刻目文を施す。651は弥生土器直口壺である。口縁部は短く、端部に向かい漸次先細る。652～654は

弥生土器無頸壺である。球体形の体部から鈍く屈曲し、日縁部は小さく開く。日縁部下端には紐通し孔

が認められる。655は壺体部片である。胎土中には多量の角閃石を包含する。656～659は弥生土器甕で

ある。
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第117図 Ⅲ―①機械掘削ほか出土遺物2(S=1/4)
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第118図 Ⅲ―②機械掘削出土遺物 (S=1/4)

656は 「く」字形甕である。口縁部はわずかに外反し、端部は四角く収める。後期後半に位置付けられ

る。657は 「く」字形甕であるが、口縁部は短く、器壁極めて薄い。鉢の可能性もある。658は 頸部から

鋭く屈曲し、日縁端部を上下に強く拡張する。端面には2条の凹線文が施される。後期初頭に位置付け

たい。659は甕底部片である。底部は突出した平底形態を呈する。658・ 659の胎土中には多量の角閃石

を含むが、同一個体ではない。660～ 666は 弥生土器高杯である。660～ 662は杯部から強く屈曲し、端部

を拡張する形態である。口縁部の外反度合いや端部細部形状には差異を認めるが、いずれも後期前葉に

位置付けられる。663・ 664は端部の拡張を行わない形態である。665は杯部から鈍く屈曲し、口縁部は

大きく開く。口縁部外面にはヘラ状工具により、螺旋状の文様が施される。660・ 663は 胎土中に多量の

角閃石を包含する。660は後期中葉、663は後期後半に属する。666は杯部から脚部片である。杯部内外

面には分割ヘラミガキが施され、円盤充填による成形が行われる。脚部はスカート状に開き、中位に円

一″
τ
　ヽ
“
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形透かしが穿たれる。胎土中には角閃石を多量に含有する。667・ 668は弥生土器鉢である。667は 口径

28。 8cmを 測る鉢である。ボール状の体部から口縁部手前で直立し、国縁部は強く開く。端部は上下にわ

ずかに肥厚させる。668は 小形鉢である。口縁部は体部からわずかに屈曲し、短く先細る。

0・

第119図 Ⅲ―③機械掘削出土遺物 (S=1/4)
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各調査区壁面出土遺物

669～ 676は 各調査区東壁面ないし壁面で確認した遺構からの出土遺物である。それぞれ、基本層序な

いし第809図の土層番号を明記し、各層の形成年代を考える指標とする。669・ 670は第 8図土層番号

5f、 基本層序 5層から出土した弥生土器である。669は弥生土器壺口縁部片である。端部は下方に小

さく肥厚させ、上下端に刻目を施す。端面には円形浮文を貼付後、その上部に竹管文を施す。670は弥

生土器高杯脚部細片である。スカート状に開き、端部をわずかに肥厚させ、 2条の凹線を施す。胎土中

には角閃石を多量に包含する。出土遺物が示す年代観は後期中葉前後である。671・ 672は Ⅱ―④区東壁

面土層番号 9aな いし9fの 出土遺物である。基本層序 7層 からの出土となるが、同層は無遺物層であ

るため、遺構の未検出による混入遺物の可能性が高い。671は弥生土器高杯と判断した。杯部から強く

屈曲し、口縁部は短く直立する。672は弥生土器底部片である。底径6.6cmを 測り、底部外縁を横方向に

引き出した突出した平底形態である。底面には丁寧なナデ調整が施される。673・ 674・ 676は Ⅲ一①区

東壁面で確認した土坑状の落ち込みから出土した弥生土器である。第9図土層番号62か らの出土である。

壁面による限り、幅0。 8m、 深度0。4mを測り、埋土は暗褐色砂質土である。673は弥生土器甕である。頸

部から鈍く屈曲し、端部を上方に強く、下方に小さく拡張する。端面には2条の凹線を施す。胎土中に

は角閃石を多量に含む。674は弥生土器小形甕である。日径10.6cmを 測る。676は弥生土器鉢である。ボ

ール状の体部から口縁部は鈍く屈曲し、端部下端を横方向に小さく引き出す。673の甕は端部を上方に

拡張し、頸部も認められる点から後期前葉、674・ 676は後期後半に位置付けられる。675は Ⅲ一①東壁

面から出土した遺物であるが、その記載が「Ⅲ一①東壁 (17～ 80の SP)」 とあり、壁面との対応関係

は明らかでない。特徴的な高杯であり、不明な点は多いが掲載した。弥生土器高杯である。杯部から強

く屈曲し、日縁部はわずかに開く。端部の拡張はなく、日縁部内外面に横方向のヘラミガキが施される。

後期前葉に位置付けられる。

0           10cm

第120図 各調査区壁面出土遺物 (S〓 1/4)
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第 4章 自然科学的調査の結果

第 1節 岡清水遺跡から出土した炭化材の樹種

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

岡清水遺跡は、香東川が形成した扇状地扇頂部の左岸段丘上に位置する。発掘調査により、弥生時代

の竪穴住居跡、土器棺墓、井戸跡、中世以降の掘立柱建物跡、溝状遺構、土坑等が検出されている。こ

のうち、中世以降の土坑では、炭化材を多く含む土坑が多く見られる。土坑は、概ね長楕円形を呈し、

壁面に沿って直径2～ 3cmの ビットが十数基並んでいる。炭化材の中には木材の原形を残したものが意図

的に並べてある様子も見られる。これらのことから、伏せ焼きの炭焼き窯等の可能性が指摘されている。

本報告では、中世以降の土坑と弥生時代の竪穴住居跡から出土した炭化材の樹種同定を行い、用材選

択等に関する資料を得る。

1.試料

試料は、各遺構から出土した炭化材15点である。各試料の詳細は、樹種同定結果と共に表 1に記した。

2.方法

木口 (横断面)・ 柾目 (放射断面)・ 板目 (接線断面)の 3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡およ

び走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

3.結果

樹種同定結果を表 4に示す。仮番号 6Bに は径の異なる丸材 3点が認められた。仮番号 4Bと 6Bの

丸材には樹皮の一部が残存していた。これらの炭化材は、広葉樹 2種類 (コ ナラ属コナラ亜属クヌギ節

・タブノキ属)に同定された。各種類の主な解剖学的特徴を以下に記す。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節 (Quercussubgen.LepidobalanussectoCems)   ブナ科

環孔材で、孔圏部は1～ 2列 、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら放射状に配列する。

道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1～ 20細胞高のものと複合放

射組織とがある。

・タブノキ属 (Persea) クスノキ科

散孔材で、管壁は厚く、横断面では楕円形、単独および2～ 3個が放射方向に複合して散在する。道

管は単穿孔および階段穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性Ⅲ～Ⅱ型、1～ 3細胞幅、

1～ 20細胞高。柔組織は周囲状、翼状および散在状。柔細胞はしばしば大型の油細胞となる。

4.考察

(1)住居跡の炭化材

弥生時代後期前半の竪穴住居跡から出土した炭化材は、SH02が タブノキ属、SHll内 SK01がクヌギ節

であった。このうち、SHll内SK01は 、後世の構築と考えられている。そのため、炭化材も住居跡に伴

うものかは不明である。一方、SH02か ら出土した炭化材についても出土状況等の詳細は不明である。

樹種は、クスノキ科のタブノキ属であつた。タブノキ属は、高さ20m、 径lmに 達する常緑高木であり、

暖温帯常緑広葉樹林 (照葉樹林)の主構成種の一つでもある。加工は困難ではないが、交錯木理のため
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乾燥などで狂いや歪みが出やすい (平井、1979a)。 そのため、今回の炭化材についても、木製品が炭化

したというよりは、住居構築材や燃料材などに利用された木材の一部が炭化・残存したものと考えられ

る。また、住居構築材や燃料材は、遺跡周辺から木材を入手している可能性があり、遺跡周辺にタブノ

キ属が生育していたことが推定される。

(2)土坑の炭化材

炭化材が出土した土坑は、基本的には同様の形態であることから、同じ性格の土坑と考えられる。こ

の中には、木材の原形をとどめた状態で意図的に並べた様子が見られる土坑もあり、炭化材は意図的に

焼成された可能性がある。これらの炭化材は、全てクヌギ節であった。この結果から、クヌギ節の木材

が選択的に焼成されていた可能性がある。また、樹皮が付いている炭化材も認められたため、採集形成

年輪の確認を行った。その結果、観察した全ての炭化材で夏材部が形成されていた。この結果から、本

材の伐採が晩夏～冬の間に行われたことが推定される。木炭の焼成は、成長が止まり、材質が安定する

冬が良いとされる (岸本、1984)。 また、冬は湿度が下がり、木炭の保存にも適している。このことを

考慮すれば、木炭の焼成は冬に行われていた可能性がある。

クヌギ節の木材は、国産材の中では硬質の部類に入 り、薪炭材としては最も適材とされる (平井、

1979b)。 多くの土坑が見られること、土坑で焼成された炭化材がクヌギ節 1種の可能性があることを考

慮すると、遺跡内では大量にクヌギ節が焼成されていたことが推定される。

このようにクヌギ節の木炭を大量に必要とするものの一つに製鉄がある。民俗事例では、製鉄燃料材

には、クヌギ節やコナラ節などの木炭が最も適材とされる (窪 田、1987)。 実際に、各地の製鉄遺跡か

ら出土した炭化材には、クヌギ節やコナラ節が多く認められている (嶋倉、1988,1990,1992;高 橋・鶴

原、1994;パ リノ・サーヴェイ株式会社、1995a,1995b,1998b;Takahashi、 1997)。 本遺跡でも焼成され

たクヌギ節がどのような目的に利用されたかは、現時点では明らかではないが、クヌギ節の木炭を大量

に利用する目的で、大規模な焼成が行われていたことが推定される。

クヌギ節は、いわゆる二次林などを構成する種類である。二次林は里山とも呼ばれ、人間が管理する

ことで存続される。本遺跡で、大量にクヌギ節が利用されている状況を考慮すると、周辺には意図的に

管理された二次林が見られた可能性がある。

今後、周辺遺跡の生業などに関する情報なども含めて検討したい。

地 区 遺構名 調査時遺構名 仮番 時代 樹種 備考

I-4区 SX03 lA 中世以降 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

I-4区 SX02 SX08 2A 中世以降 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
I-4区 SX03 SX09 3A 中世以降 コナラ属 コナラ亜属 クヌギ節

Ⅱ-4区 SX04 SX01 4A 中世以降 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

Ⅱ-4区 SX05 SX02 5A 中世以降 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

Ⅲ-3区 SX01 6A 中世以降 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 ミカン割(2.5cm× 2.Ocm)

Ⅲ-3区 SX02 7A 中世以降 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

Ⅲ-3区 SHll内 SK01 SH01内 SK01 8A 弥生時代後期前半 コナラ属 コナラ亜属 クヌギ節

Ⅱ-4区 SH02 SH01 弥生時代後期前半 タブノキ属

I-4区 SX02 SX08 2B 中世以降 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

I-4区 SX03 SX09 3B 中世以降 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

Ⅱ-4区 SX04 SX01 4B 中世以降 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 丸材 (径 1.3cm)

Ⅱ-4区 SX05 SX02 5B 中世以降 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 角材 (径2.5cm× 2.5cm)

Ⅲ-3区 SX01 6B 中世以降 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 丸材 (径 1.3cm、 1.Ocm、

Ⅲ-3区 SX02 7B 中世以降 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 5mll)

第 4表 樹種同定結果
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1.コ ナラ属コナラ亜属クヌギ節 (仮番号 4B)

2.タ ブノキ属 (仮番号 9)

a:木口、b:柾日、 c:板 目

‐‐ 200押 :a

- 2 0 0μ
m: bヽ  C

写真 1 炭化材顕徴鏡写真
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第 2節 岡清水遺跡出土土器の胎土分析

1。 分析試料説明

本遺跡出土の弥生時代後期に属する土器には、上天神遺跡出土土器の大部分を占める明橙色～褐灰色

を呈し、粒径 l nlm内 外の角閃石を多量に含む土器が少数認められる。高松平野における同土器の出現頻

度は大田下・須川遺跡、浴 。松の木遺跡等、上天神遺跡を中心に半径 4 km内 ではその出現頻度は高く、

逆に前田東 。中村遺跡、南谷遺跡のように上天神遺跡から離れれば出現頻度は低くなる傾向が指摘され

ている (大久保1995d)。 岡清水遺跡は香東川の上流域に位置し、上天神遺跡からは直線距離で約 9 km

を測り、上記した傾向に符合して下川津B類土器の出現頻度は平均 5%前後とかなり低い。なお、出土

土器の大半は後述する3類 とした橙色の色調を呈する土器で、在地産 (系)土器と考えられ、その他の

土器に関しては、搬入土器の可能性が想定できる。

また、胎土分析を実施した空港跡地遺跡Ⅱでは、同書砂粒 5類が下川津B類土器の領域に合致し、考

古学的所見が理化学的な方法により立証されている (蔵本1997b)。 一方、中間西井坪遺跡Ⅱにおいて、

下川津B類土器と判断できる同書砂粒 1類が、その領域に該当せず、下川津B類土器の領域が広がるの

か、分析精度に起因するものか判然としない結果を残している (蔵本1999b)。

胎土分類方法として、実体顕微鏡を用いて土器の含有鉱物やその粒径、砂粒密度を中心に分類し、や

や本義を外れるが、色調も分類基準に加えた。以下、その砂粒分類の基準を記す。

la類 素地は精良で、粒径 3 nIIl以下の石英・長石、雲母粒に粒径 l nlm以 下の角閃石を多量に含み、ご

く稀に粒径 3 nln前後の粒径も含有する。色調は橙色～明褐色を呈する。いわゆる下川津B類土器

。「胎± 1類」土器で、上天神遺跡砂粒 1～ 3類、空港跡地遺跡Ⅱの 5類、中間西井坪遺跡Ⅱの

1類に該当する。

lb類 砂粒 la類 と同等の砂粒構成・色調を呈するが、赤色粒を含むものを指す。上天神遺跡の胎土

分析結果では、赤色粒の有無により、その領域が明確に分かれるため、敢えて細分した (白 石

1995)。 上天神遺跡砂粒 4類に合致する。

2類  素地は細かく、粒径 311n以 下の石英 。長石、雲母粒、粒径 l nllll前 後の角閃石を含む。 1類 と識

別し辛いが、雲母粒の合有量が角閃石を凌ぎ、かつ火山ガラスを一定量含有する。空港跡地遺跡

Ⅱで認識され、胎土分析による領域も下川津B類土器と異なることが判明したもので、同書砂粒

4類に該当する (蔵本1997b、 自石1997)。

3類  橙色を主体とする色調を呈する。素地はやや粗く、最大粒径10nmの 石英 。長石を多く含有し、

雲母粒、赤色粒、火山ガラスを少量含む。角閃石がごく少量含まれる場合もあるが、細分は行つ

ていない。当遺跡出土弥生土器の 7割以上を占め、在地産と考えられる。

4類  橙色～にぶい黄橙色の色調を呈し、細かい素地を選択している。含有鉱物は粒径 2 nlm以下の石

英 。長石、雲母粒、赤色粒を少量含み、火山ガラスも一定量含有する。 3類の素地のきめ細やか

なものである。

5類  にぶい黄橙色の色調を呈し、きめ細かい素地を選択している。含有鉱物は粒径 2 nlll以 下の石英

。長石、赤色粒を少量含み、火山ガラスの合有率がやや高い。 4類 との区別が明瞭ではないが、

土器表面の質感が “粉っぽい"点が大きな特徴である。大田下 。須川遺跡で胎± 2類 とされた土
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器に酷似するが (森下友1995)、 片岩系の鉱物は確認できない。

6類  橙色～にぶい赤褐色の色調を呈し、やや粗い素地である。粒径 5皿前後の石英 。長石を多く含

み、赤色粒、雲母を少量含有する。特徴的鉱物として、ごく少量ではあるが結晶片岩や粒径 2 nlm

前後の黒色石粒も含む個体もある。土器表面は光沢を帯びており、“ネットリ"し た質感を呈し

ている。阿波からの搬入品と考えられる。

試料番号 報文番号 出土遺構名 器種 砂粒分類 試料番号 報文番号 出土遺構名 器種 砂粒分類

l Ⅱ―④ S H01 直口壺 la類 44 Ⅲ―① S H01 一〓 4類

Ⅲ―①S H02 一亜 la類 88 Ⅲ―① S H03 広口壼 4類

Ⅲ―① S H02・ 03 高杯 la類 Ⅲ―① S H03内 S D01 直口壼 4類

Ⅲ一① S H02 高杯 la類 Ⅲ―①S H03内 S D01 甕 4類

Ⅲ―①S H05 器台 la類 Ⅲ―① S H05 直口壺 4類

Ⅲ―①S H05 甕 la類 Ⅲ―① S H05内 S K01 直口壺 4類

183 Ⅲ―③ S H03 底部 la類 158 Ⅲ―③S H01内 S D02 小形鉢 4類

340 Ⅲ―③S P19 甕 la類 皿一③ S H02 甕 4類

Ⅲ―① S H03 甕 lb類 Ⅲ―③ S H03 甕 4類

Ⅲ―① S H03 高杯 lb類 53 皿一③ S H03 甕 4類

Ⅲ―① S H03内 S P08 高杯 lb類 54 Ⅲ―③ S H03 甕 4類

Ⅱ―②土器溜まり 甕 lb類 Ⅲ―③ S H03 小形鉢 4類

Ⅲ―③ S K02 一亜 lb類 Ⅲ―③S H04 高杯 4類

III -OS HOI 高杯 2類 Ⅲ一③ S H04 高杯 4類

Ⅲ一① S H02 高杯 2類 58 Ⅲ一② S T01 姜笠 4類

Ⅲ―③ S H03 甕 2類 皿―② S T01 壺or甕 4類

I―④ S D06 広口壺 2類 Ⅱ―④ S P39 甕 4類

1 Ⅱ―④ S H01 広口壺 3類 274 Ⅱ―④ S E02 高杯 4類

Ⅲ―① S H02 甕 3類 273 Ⅱ―④ S E02 高杯 4類

58 Ⅲ―① S H02 甕 3類 292 Ⅱ―④ S X22 広口壺 4類

III _OS HO2 甕 3類 64 Ⅱ―②土器溜まり 甕 4類

Ⅲ―① S H03 広口壺 3類 Ⅲ―① S H04 直口壺 5類

Ⅲ―① S H03 甕 3類 Ⅱ―④S E02 甕 5類

Ⅲ―① S H03 甕 3類 284 Ⅱ―④ S X05 甕 5類

Ⅲ―① S H03内 S D01 甕 3類 283 Ⅱ―④ S X05 饗 5類

104 Ⅲ―① S H03 甕 3類 I― ② S R01 一笠 5類

Ⅲ―①S H04 甕 3類 Ⅲ―③包含層 高杯 5類

Ⅲ―①S H04 高杯 3類 Ⅲ―① S H02 甕 6類

Ⅲ―①S H04内 S P04 高杯 3類 Ⅲ―① S H02 底部 6類

Ⅲ一① S H05 鉢 3類 Ⅲ―① S H02 底部 6類

Ⅲ―①S H04内 S P03 鉢 3類 Ⅲ―① S H05内 S K01 不 明 6類

153 Ⅲ―③ S H01内 S K01 広口壺 3類 Ⅲ―③ S H03 饗 6類

Ⅲ―③ S H03 広 口壺 3類 Ⅲ―③ S H03 甕 6類

34 Ⅲ―③ S H03 甕 3類 Ⅲ―③ S H03 底部 6類

Ⅲ―③S H04 広口壺 3類 Ⅲ―③S H03 一〓 6類

Ⅲ―③S H04 一笠 3類 Ⅲ―③ S H03 台付き鉢 6類

234 Ⅲ―③S H04 鉢 3類 294 Ⅱ―④ S X22 底 部 6類

Ⅱ―③S T01 大甕 3類 饗 6類

Ⅱ―④S T01 広口壺 3類 Ⅲ―① S H02 直口壺 不明

Ⅲ―④ S P19 甕 3類 Ⅲ―③ S H03 底部 不明

Ⅱ―③ S X02内 S K08 甕 3類 84 Ⅲ―③ S H03 底 部 不 明

Ⅱ―④ S X05 広口壺 3類 460 Ⅲ―①包含層 甕 不 明

I―④ S R01 甕 3類 Ⅲ―①包含層 甕 不 明

第 5表 岡清水遺跡砂粒分類一覧表
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2.岡清水遺跡出土土器の胎土分析

岡山理科大学自然科学研究所

白石 純

1.分析目的

香東川の上流域に位置する岡清水遺跡では弥生時代後期初頭および後半の竪穴住居跡などが検出され

ている。そして、この遺構に伴い出土する壺・甕 。鉢・高杯などの土器類には、肉眼観察 (実体顕微鏡

観察)に よる砂粒分類で 6類 (7種類)に分類されている (1)。 そこで、この分類をもとに理化学的

な胎土分析を実施し、以下に述べることについて検討した。

(1)岡清水遺跡の砂粒 1類土器は、器形 。砂粒観察で角閃石を多量に含む、いわゆる「下川津B類土器」

であるが、高松平野の各遺跡 (上天神遺跡 (2)、 空港跡地遺跡Ⅱ (3)、 中間西井坪遺跡Ⅱ (4))

より出土している「下川津B類土器」と比較し、差異があるかどうか検討した。

(2)岡 清水遺跡の砂粒 2類土器は、構成砂粒が「下川津B類土器」とほぼ同じであるが、角閃石の合有

量が少ない代わりに金雲母を多量に含む胎土である。この胎土に類似するものとして、空港跡地遺

跡Ⅱの砂粒 4類があり、この土器と比較し類似しているかどうか。

(3)岡清水遺跡の砂粒 3類 と4類は同遺跡出土土器の大半を占めていることから遺跡周辺で生産された

在地産の土器と考えられるが、この両者の土器が胎土分析で分類が可能かどうか。

(4)岡清水遺跡の砂粒 4類 と5類は、砂粒構成では識別が非常に難しいが、胎土分析では識別ができる

かどうか。

(5)岡 清水遺跡の砂粒 6類は形態 。技法的および砂粒構成より、搬入品 (阿波地域)と 想定されるが分

析ではどうなのか。

2.分析方法

分析は、エネルギー分散型蛍光X線分析計 (セ イコウーインスツルメンツ社製2010L)を 使用し分析

した。また、分析試料は土器を200メ ッシュ程度の粉末にしたものを、加圧成形機でコイン状に加圧成

形し測定試料とした。測定方法は従来の方法に従がい分析した。

試料は表 1に掲載した土器86点 で、器種としては、壺・甕・鉢・高杯などである。胎土中に含有され

ている主な元素は、Si(珪素)、 Ti(チ タン)、 Al(ア ルミニウム)、 Fc(鉄 )、 Mn(マ ンガン)、 Mg(マ

グネシウム)、 ca(カ ルシウム)、 Na(ナ トリウム)、 K(カ リウム)、 P(リ ン)、 Rb(ル ビジウム)、 sr

(ス トロンチウム)、 zr(ジルコニウム)の 13元素である。この中から各元素を比較すると、Ca、 K、 Rb、

Srの 4元素に顕著な差異があることから、これらの元素を用いてXY散布図を作成し、散布図より胎土

の違いを検討した。

3.分析結果

(1)岡清水遺跡砂粒 1類 と各遺跡出土の「下川津B類土器」の比較では、第123図 K―Ca散布図、第124図

Rb―Sr散布図で検討した。この結果、第123図 から岡清水遺跡砂粒 1類の土器は、上天神遺跡および

空港跡地遺跡Ⅱから出土した「下川津B類土器」の分布領域とほぼ重なり、分析値で類似していた。
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しかし、中間西井坪遺跡Ⅱの砂粒 1類土器は、他遺跡の「下川津B類土器」とは分布領域が異なり、

胎土的に異なっていた。また、第124図 でもほぼ同じ結果となった。

(2)岡清水遺跡の砂粒 2類 と砂粒構成が似ている空港跡地遺跡Ⅱの砂粒 4類 との比較では、第125図 K―

Ca散布図より岡清水遺跡の 2類土器14・ 15(高杯)と 、空港跡地遺跡Ⅱの4類 とが、ほぼ分布域が

重なった。しかし、16(甕 )が 1類の分布域に入り、17(広 口壺)が 3・ 4・ 5・ 6類の分布域に分

布した。また、第126図 Rb―Sr散布図でも同じ結果となった。

(3)岡清水遺跡の在地産と考えられる3類 と4類の土器のあいだで胎土に違いがあるかどうかの検討で

は、第125、 126図 よリー部の土器を除いて3類、4類 ともほぼ一つに重なり胎土的に差はみられな

かった。ただ、 3類の41(甕 )、 42(壺 )と 4類の61(高杯)、 62(高杯)が多数を占める分布域か

ら離れて別のグループを作った。また3類の28(高杯)と 4類の51(甕)が岡清水遺跡 2類および

空港跡地遺跡Ⅱ4類の分布域に入った。

(4)岡清水遺跡の4類 と5類 との比較では、胎土的に差異はみられなかった。

(5)岡清水遺跡 6類の搬入品と考えられる土器は、ほとんどが在地産と考えられる3・ 4・ 5類が分布す

る領域に重なった。ただ、72(底部)のみが単独で分布した。

また、その他の砂粒分類で不明となった82～ 86の 5点の土器は、82、 83、 84が在地産 (3・ 4・

5類 )の分布域に、85、 86は 1類 (下川津B類)が分布する領域に分布した。

4。 まとめ

岡清水遺跡出土土器の胎土分析で、明らかになったことを述べまとめとする。

本遺跡の 1類土器は、上天神遺跡と空港跡地遺跡Ⅱから出土した「下川津B類土器」の分布領域と重

なり、今回分析した 1類土器は、従来より言われている「下川津B類土器」と同じ胎土であることが推

測された。また、中間西井坪遺跡Ⅱ出土の 1類土器は、岡清水、上天神、空港跡地Ⅱ出土の「下川津B

類土器」とは、分布域が異なった。つまり中間西井坪遺跡Ⅱの 1類の胎土は、Ca量が相対的に少ないこ

とが、今回の分析でも再検証された。このCa量が変動する原因として、胎土中に含まれる角閃石が起因

していると考えられる。今後、角閃石に多少によって、いわゆる「下川津B類土器」の範疇内で、胎土

の細分が可能かどうか検討する必要がでてきた。

角閃石より金雲母が多く含まれている岡清水遺跡 2類土器は、空港跡地遺跡Ⅱの4類土器と胎土がほ

ぼ一致し、胎土的に一つの分布領域の特徴を示すものと考えられる。

在地産と推測されている3類 と4類は胎土的に差がみられず、細分はできなかったし、4類 と5類 も

識別できなかった。また、搬入品と考えられる6類土器も、3・ 4・ 5類 とほぼ同じ分布領域に分布し、

分析値からは分類できなかった。このように、 3・ 4・ 5・ 6類は胎土的に細分されず、ほぼ一つにま

とまった。

今回の分析で本遺跡出土の土器は、以下の(axbxC)の三つに分類された。

(a)砂粒 1類土器……角閃石を多量に含む、いわゆる「下川津B類土器」といわれている一群。

(b)砂粒 2類土器……角閃石も含まれているが金雲母が多量に含まれている土器で、空港跡地遺跡Ⅱ

の4類 も同じ砂粒構成で、分析値もほぼ一致する。

(C)砂粒 3・ 4・ 5・ 6類……石英・長石・雲母 。赤色粒・火山ガラスの砂粒構成で、素地土がやや

異なる土器である。 6類には結晶片岩が含まれており搬入品 (阿波産)である。
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また、これ以外に単独で分布する底部破片の72(砂粒 6類)土器がみられたし (搬入品か ?)、 分類

不明土器のうち、85・ 86の甕は分析値で 1類 (下川津B類土器)と 同じであつた。分析値では類似して

いるようである。

このように岡清水遺跡出土土器を分析した結果、砂粒 3・ 4・ 5・ 6類の土器が識別できなかったが、

その他は砂粒構成で分類されていたものとほぼ一致する結果となった。今後も粘土採集地推定に向けて

高松平野および周辺地域の基礎データを蓄積し、生産地推定を行つていく必要がある。

この胎土分析を実施する機会を与えていただいた、松本和彦氏をはじめ香川県埋蔵文化財調査センタ

ーの職員の方々にはお世話になった。末筆ではありますが記して感謝いたします。

註

(1)こ の砂粒分類は、試料提供者の実体顕微鏡による詳細な分類である。

(2)大久保徹也『上天神遺跡』高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第6冊 香川県教育委員会 1995

(3)蔵本晋司『空港跡地遺跡Ⅱ』空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第2冊 香川県教育委員会

1997

(4)蔵本晋司『中間西井坪遺跡Ⅱ』四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第32冊  1999
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第123図  高松平野部各遺跡出土下川津 B類土器の比較
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第124図  高松平野部各遺跡出土下川津 B類土器の比較
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器種 Mn M2
! 3 直口壺 ia類 5220 277

豪 040
SH02・ 03 百 添 2284

冨 外

5 壺

皿-6)SHo5 響 la類 2243 1356 285 055
属 部 2014

皿131SP19 軍

肛」  )SH00 響

高不 2218

ISP08 高杯

1 土器溜まり 亭Or椰 lb類 444
1 2267

El―{1)SH01 2057

1 El¨―

“

)SH02 5533 2047

肛Ю SH03

1 362

1

皿―① SH02

SH02 甕

SH02 整

SH03 広口壺 3類 6506 669

SH03 軍

軍

ISD01 響

甕

SH04 軍 3類 6452 2.76

ISP04

757

肛当 )SH05肉 SP03

SH01囚 SK01 広口i

SH03 広口i 884 1

SH03 寝 6436

SH04 直 口壺 202

SH04 268 029
234 SH04 1

262 ST01 004

ST01 [ロ
EI131SP19 004

ISK08 響 6585

SX05 広口壺 1 1

I

44 005

肛―く1)SH03 広 ロ 4類 6227

SH03内 SD01 直ロ 4類 0.89

皿‐ )SH05 百 ロ 1 2020 1

SH05内 SK01 直 ロ 6289

皿―(ゝH01内 SD02 小形鉢 6039 0.06

塑 l.32 009

輝 4額 1954 659 005 2

皿…(DSH03 事 207 028

軍 250

SH04 】  層FI 6356 104

SH04 】  眉FI

皿 62.72 1

Ⅲ ST01 壺or翌

SP39 甕 4類 l 080

1 SE02 高不 4類 7

高杯 4類 68.18 004

SX22 7105 003 058

:器 瀾まり 習 080 262

1 皿―■)SH04 6337 227 0.62

SE02 7008

SX05 6067

I SR01

高添 6237

寝 6類 6617 089 003 202

底 部 6里百

皿―く1)SH02 6晏n 6613

6類 678 005 100 229

nI131SH03

皿―(3)SH03

2067 204

皿nSH03

1 6192 2150 6.98 206

lll…(1)SH02 6352 094 234 232

Ш-3)SH03 6579

皿131SH03
5035 3.07 253

2296

第 6表  岡清水遺跡胎土分析一覧表 (%)た だし、Rb o Sr・ Zrは ppm.
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第 3節 岡清水遺跡出土椀形鍛冶滓の金属学的調査

九州テクノリサーチ・TACセ ンター

大澤正己 。鈴木瑞穂

1 いきさつ

岡清水遺跡は高松平野の扇頂部に位置する香川県香南町大字岡字清水に所在する。弥生時代及び中 。

近世の遺構 。遺物が確認されているが、弥生後期の遺物が検出された包含層より鉄滓 1点が出土 してい

るため、金属学的調査を実施 した。

2 調査方法

2-2 供試材

Table.1に示す。出土椀形鍛冶滓 1点の調査を行なった。

2-2 調査項目

(1)肉 眼観察

遺物の肉眼観察所見。これらの所見をもとに分析試料採取位置を決定する。

(2)顕微鏡組織

切 り出した試料をベークライ ト樹脂に埋込み、エメリー研磨紙の#150、 #240、 #320、

“

00、 #1000

と順を追って研磨 し、最後は被研磨面をダイヤモンド粒子の3μ とlμ で仕上げて光学顕微鏡観察を

行つた。

(3)ビ ッカース断面硬度

鉄 滓 の 鉱 物 組 成 と、 金 属 鉄 の 組 織 同 定 を 目的 と して 、 ビ ッカ ー ス 断 面 硬 度 計

(VickersHardnessTester)を用いて硬さの測定を行った。試験は鏡面研磨 した試料に136・ の頂角をも

ったダイヤモンドを押 し込み、その時に生 じた窪みの面積をもって、その荷重を除した商を硬度値

としている。試料は顕微鏡用を併用 した。

(4)化学組成分析

供試材の分析は次の方法で実施 した。

全鉄分 (TotalFe)、 金属鉄 (MetallicFc)、 酸化第一鉄 (FeO):容量法。

炭素 (C)、 硫黄 (S)、 :燃焼容量法、燃焼赤外吸収法

二酸化磋素 (Si02)、 酸化アルミニウム (A1203)、 酸化カルシウム (caO)、 酸化マグネシウム

(MgO)、 酸化カリウム (K20)、 酸化ナ トリウム (Na20)、 酸化マンガン (MnO)、 二酸化チタン

(Ti02)、 酸化クロム (cr2o3)、 五酸化燐 (P205)、 バナジウム (v)、 銅 (Cu)、  :ICP(hducively

Coupled Plasm a Emission Spectrometer)法 :誘導結合プラズマ発光分光分析。

3 調査結果

KOK-1椀形鍛冶滓

① 肉眼観察 :平面扇形を呈する、中央部が厚手の椀形鍛冶滓である。側面2面が破面。上下面は

全面木炭痕による凹凸が顕著である。色調は光沢の強い灰色で、結晶の巨晶化が窺える。全体に
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中小の気孔が散在するが、緻密で重量感のある滓である。切断面では上面側に10nlm程 の隅丸方形

状の銹化鉄部が認められた。

② 顕微鏡組織 :Photo.1に示す。①～⑤は滓部で、白色粒状結晶ヴスタイト (Wustite:FeO)、 淡

灰色木ずれ状結晶ファイヤライト (Fayalite:2FeO・ Si02)が基地の暗黒色ガラス質滓中に晶出す

る。なおヴスタイト粒内には微細なヘーシナイト (Hercynite:FeO・ A1203)の 析出が認められる

個所がある。④⑤は底部側で、ファイヤライト (Fayalite:2FeO oSi02)が 発達して晶出する。⑥

⑦には滓中の銹化鉄部分を示す。銹化のため組織痕跡も不明瞭であるが、微かに層状のパーライ

ト組織痕跡が残存するため、共析鋼クラスの小鉄塊であった可能性がある。

③ ビッカース断面硬度 :Photo.l③⑨に硬度測定の圧痕を示す。③は白色粒状結晶で硬度値は481

Hvで あった。ヴスタイト (Wustite:FeO)に 同定される。⑨は淡灰色木ずれ状結晶で硬度値は

637Hvで あつた。ファイヤライト (Fayalite:2FeO oSi02)に 同定される。(注1)ヴスタイト多発

結晶の構成は、鉄素材の繰返し折り曲げ鍛接時の高温作業での排出滓である。

④ 化学組成分析 :Table。 2に 示す。全鉄分 (TotalFc)55。 12%に対して、金属鉄 (MetallicFc)

0。 10%、 酸化第 1鉄 (FeO)54.03%、 酸化第2鉄 (Fe203)18.62%の 割合であつた。ガラス質成分

(Si02+A1203+CaO+MgO+K20+Na20)24.62%で 、このうちに塩基性成分 (Cao+MgO)

1.54%を 含む。砂鉄特有成分の二酸化チタン (Ti02)0.22%、 バナジウム (v)0.02%と 低 く、酸

化マンガン (MnO)も 0.04%と 低値であった。銅 (Cu)は 0.002%で ある。鉄分高 く、脈石成分

(Ti02、 V、 MnO)が低減 した値を示すことから、鍛打工程での派生物 と推定される。なお特に

酸化マンガン (MnO)が0.04%と 低値であることから廃鉄器を原料 とした再生鍛冶が行われてい

た可能性 も考えられる。

4 まとめ

調査試料は鍛冶炉の炉底に堆積形成された椀形鍛冶滓で、鉄器製作の鍛打鍛錬工程での派生物であ。

弥生時代後期の遺物包含層からの出土遺物とあるが、弥生時代の鍛冶遺構の出土関連遺物の内容構成は、

羽口・椀形鍛冶滓の出土例がほとんどなく、 (注2)鉄片・微小鉄片が数多 く検出される。弥生の鍛冶は

鉄素材を璽切 りして切片を残す原始鍛冶である。当試料のような大きさの椀形鍛冶滓が派生するような

高温下での鍛冶作業は少なかったと推定される。古代以降の混入品である可能性がきわめて高い。

なお参考資料 としてこれまで香川県下での出土鍛冶関連遺物の化学組成を併記する。低マンガン出土例

は今回が初めてである。金属学的調査の事例は未だ少ないので、当地域における鉄・鉄器生産の実態を

検討するために、更なる資料の蓄積が望まれる。

(注 )

(1)日 刊工業新聞社『焼結鉱組織写真および識別法』1968磁鉄鉱は530～ 600Hv、 ヴスタイトは450～

500Hv、 マグネタイトは500～ 600Hv、 ファイヤライトは600～ 700Hvの範囲が提示されている。

(2)村上恭通「弥生時代における鍛冶遺構の研究」『考古学研究』第41巻第3号 1994
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第 5章 まとめ

第 1節 遺構の変遷

1。 弥生時代

弥生時代の遺構は竪穴住居を中心に確認し、変遷もこれが軸となる。そこで、第 9表に当遺跡で検出

した竪穴住居 (SH)、 竪穴住居の可能性が高い遺構 (SI)の規模、平面形態、主柱穴配置等をまと

め、以下竪穴住居を中心に変遷を述べる。各項目中の形態分類は、床面積20ぽ以下、径 5m以下が小型、

20～ 40ぽ、径 5～ 7mが中型、40ぽ以上を大型とし、平面形態を組み合わせ、 I類を小型方形、Ⅱ類を

中型方形、Ⅲ類を大型方形、Ⅳ類を小型円形、V類 を中型円形、Ⅵ類を大型円形とした。また、主柱穴

配置は四柱穴=A類、多角形配置=B類、多角形配置+2柱穴=C類 (該当なし)、 二柱穴=D類、無

柱穴=E類 とした。

遺構名 形態

分類

床面積

(ぽ )

主柱穴

配置

主柱穴

本数

所属時期

(弥生時代 )

備 考

Ⅱ一④ S H01 Ⅳ類 18
？

・ 後期前葉 付帯土坑、建て替え

Ⅱ一④ S H02 Ⅵ類 113?
？

。 後期後半～末 ごく一部の検出に留まる

Ш一① S H01 V類 33.17 B類 6 後期初頭 平面形は不整形

Ⅲ―C)S H02 V類 26
？

・
4? 後期前葉 外面塗彩土器、多量の叩石検出

Ⅲ―C)S H03 Ⅲ類 76? ？

・

？

。 後期初頭 外面塗彩土器検出

Ⅲ一C)S H04 I類 17? D類 2? 後期後半 2柱穴 ない し4柱穴

Ⅲ一① S H05 Ⅵ類 46 B類 8? 後期前葉

Ⅲ一②S H06 Ⅳ類 17
？

ｏ 後期

Ⅲ一C)S H01 Ⅵ類 50 B類 6(7) 後期後半～末 建て替え、付帯土坑

Ⅲ一C)S H02 Ⅳ類 19 B類 5 後期後半

Ⅲ―C)S H03 Ⅳ類 10 A類 4 後期後半～末 付帯土坑

Ⅲ―③S H04 Ⅵ類 42.49 B類 6 後期後半～末 張 り出し、ベット状遺構、10型 中央土坑

Ⅲ一C)S H05 Ⅵ類 45 B類 6 後期後半以前 掘方の大半は消失

I一④ S H01
？

ｏ

？

・

？

。 後期 調査区東壁で確認

Ⅱ一④ S H03
？

・

？

ｏ 後期 調査区東壁で確認

Ⅱ―②S 101 V類 28? ？

・ 後期 壁溝と柱穴配置から復元

Ⅱ一C)S102 ？

。 B類 5 後期 主柱穴配置、中央土坑から復元

Ⅱ一④ S 103
？

・ B類 6? 後期中葉～後半 同上、付帯土坑

Ⅱ一C)S104 I類
？

・
D類 2 後期 2柱穴に炭化材包含

Ⅲ―②③S 105 Ⅵ類 56? B類 7 後期 壁溝、主柱穴配置から復元

Ⅲ―③S 106
？

・ B類 7 後期前葉～中葉 壁溝、主柱穴配置、中央土坑から復元

Ⅲ一③ S 107
？

・

？

・
B類 7? 後期 主柱穴配置、中央土坑から復元

Ⅲ一③S 108
？

・
B類 6 後期 主柱穴配置から復元

Ⅲ―C)S109 ？

・

？

・
B類 7・ 8 後期 主柱穴配置、中央土坑から復元

第 9表 岡清水遺跡竪穴住居一覧
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弥生時代後期初頭 。前葉

当該期に属する遺構はⅢ―① o②区、Ⅲ一③区北端部～Ⅱ一④区南部を中心に確認し、竪穴住居では

Ⅱ一④ S H01、 Ⅲ―① S H01～ 03、 Ⅲ一① S H05(、 Ⅲ一③ S 106)が挙げられる。掘方が消失した竪

穴住居の可能性が高い遺構を9棟復元したが、時期決定は困難であり、集落構造の検討に大きな支障を

きたす。竪穴住居の分布はⅢ―①区南端部とⅢ―③北部～Ⅱ―④南端部の2箇所に分かれるが、両地点

間に掘方が消失した竪穴住居が介在しており、2群に大別できるのか、面的に展開するのかは不明であ

る。そこで、出土遺物による所属時期の位置付けが確定した竪穴住居に関して、第9表に掲載した規模

を中心に検討すると、小型住居が少なく、中。大型住居が主体を占めていることが窺える。加えて、後

期初頭に位置付けられる上天神遺跡集落単位 2・ 4において掘立柱建物が主体を占める在り方や集落単

位3の竪穴住居と掘立柱建物の併存する在り方と異なり (大久保1995g)、 掘立柱建物は1棟 も復元す

ることができなかった。弥生時代中期中葉から中期後葉における竪穴住居の床面積の変遷は、丸亀平野

では中。大型住居がほぼ同じ割合で変遷するのに対し、高松平野では大型住居が消失するといった現象

がある (松本2000a)。 掘立柱建物を分析した信里氏によると、丸亀平野では梁間 1間 で柱穴が大きく、

平面形が方形に近いものが主体を占めるのに対し、高松平野以東ではこれに加え、柱穴平面形が円形で、

柱通りや柱間が不規則なものや梁間が長いものがあり、複数系譜の掘立柱建物が存在するといった差異

が指摘され、さらに中期後半から後期前半にかけて梁間2間のものも出現する (信里2000)。 高松平野

では掘立柱建物の居住施設への利用がいちはやく行われたと考えられ、竪穴住居床面積の変化と歩調を

合わせた現象であろう。しかし、当遺跡では状況が異なり、調査区外において展開する可能性も拭えな

いが、掘立柱建物が認められない点には注意する必要がある。

なお、弥生時代中期末に属するⅡ一④ S E02も 当該期の遺構配置図には含む。中期末に属する遺物の

みが出土した遺構は、Ⅱ一④ S E02に 限られるが、それを含む遺構は数基確認しており、中期末段階に

小規模な集落が展開していたと理解できる。

弥生時代後期後半～末

当該期に属する遺構は、おおむね後期初頭 。前葉に属する遺構と重複する位置で検出したが、前段階

同様、復元した竪穴住居の時期比定が困難な状況であり、ここでは出土遺物から所属時期を確定した竪

穴住居を中心に検討する。分布状況はⅢ―③区南部とⅡ一④区南部の2箇所に分かれ、その間に掘方が

消失した竪穴住居が存在する。竪穴住居の規模を検討すると、Ⅲ一③ S H04と Ⅲ―① S H04、 Ⅲ一③ S

H01と Ⅲ一③ S H02・ 03と いうように、大型住居 1に対し、中。小型住居が数棟隣接し、それを1単位

として複数単位が比較的近接した位置に展開している傾向が窺える。

また、当該期に属する最大規模の竪穴住居はⅡ―④ S H02で あるが、ごく一部を検出したに過ぎず、

検討材料は稀薄である。しかし、Ⅲ一③ S H01(床面積50ぽ )と Ⅲ一③ S H04(床面積42.49ぽ)はほぼ

完存しており、住居の属性からの検討が可能である。前者は建て替えによる拡張が行われ、壁溝による

復元では床面積37.37ぽから約50ぽ、主柱穴本数も6本から7本へ追加されている。さらに、構築段階か

拡張時に付加されたものかは不明であるが、付帯土坑を検出している。当遺跡ではⅡ一④ S H01、 Ⅱ―

④ S 103に も認められ、時期的には後期前葉～後期末に属する。県内では上天神遺跡4区 S H02内 SK
14、 S H04内 S K15～ 18、 4区 S H05内 S K20(大 久保ほか1995)、 多肥松林遺跡S K02(山 下1999)

で確認されている。貯蔵施設の可能性が高く、住居内の検出位置は掘方ないし周溝に沿うものと主柱穴

の柱間間に位置するものが存在する。
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Ⅲ一③ S H04は 張り出し住居で、内部構造として「10型 中央土坑」、ベット状遺構を有する。まず張

り出し住居に関して、その位置付けを明確にするために、第10表 に讃岐地域における
´
張り出し住居を集

成した。既刊報告書による集成では、14遺跡31例 を数える。その分布は三豊地域、丸亀平野、高松平野

を中心に確認され、東讃地域にも分布しており、ほぼ讃岐地域全域に展開する。時期的には上天神遺跡

S H01が後期初頭、一の谷遺跡群 S B306が後期前葉に位置付けられ、初現例であるが、大多数は後期

後半～終末期に属する。平面形は円形と方形に大別でき、多角形状住居も数例認められる。一部の検出

に留まる下川津遺跡 S H Ⅱ01が後期中葉に位置付けられる以外は終末期に出現し、当地域における多角

形住居がいずれも終末期に属することから、 S H Ⅱ01は 円形住居の範疇で捉えたい。

張り出し住居の床面積は、小型、中型、大型住居いずれの規模もあり、小型方形住居を除くと中型 2

に対し、大型 1の割合で認められる。地域を越えた床面積のみの比較は慎重に行わなければならないが、

各集落構造を検討する際には、床面積を踏まえた検討は有効である。下川津遺跡において集落構造を検

討した藤好氏による見解は、当地域の張り出し住居の位置付けに関する重要なものである。下川津遺跡

の張り出し住居は、大型のもので円形もしくはそれに近い形状の竪穴住居に付 く例が多く、集落内にお

ける優位性を説く。さらに出土遺物に着目し、大型住居を含む他群と比較し、張り出し住居が比較的密

集するlN群北の鉄器、青銅器片 (小型?製鏡含む)保有率の高さを評価している (藤好1990)。 集落内

の張り出し住居の優位性は、原中村遺跡でも認められる。一辺5～ 6mの隅丸方形プランに張り出しが

付設され、ベット状遺構、炉跡を有する相対的に大型の竪穴住居 1棟に対し、 2～ 4mの隅丸方形で、

ベット状遺構や炉跡を伴わない小型住居が複数棟セットになる状況が確認されている (木下2000)。 ま

た、本報告は行われていないため、詳細な報告は避けるが、大内町原間遺跡でも張り出し住居の優位性

が認められる可能性が高い (註 5)。

また、複数の張 り出しが認められる一の谷遺跡群 S B 306(3方 向)、 下川津遺跡 S H Ⅱ08(2方向)、

川津一ノ又遺跡 Ⅱ S H07(2方 向)、 原間遺跡 S H01006、 彼ノ宗遺跡 S T03(2方 向 ?)は特異な例

である (註 6)。

以上、張 り出し住居の集成一覧表に基づき、当地域における張 り出し住居について概観 した。次ぎに

平面形、ベット状遺構の有無、壁溝の形状から分類 し、時期別に配置 した第128図 を中心に張 り出し住

居について検討する (註 7)。 大別すると、平面形円形ないし多角形十ベット状遺構有 (I類 )、 平面形

円形ないし多角形+ベ ット状遺構無 (Ⅱ 類 )、 平面形中型方形 (Ⅲ 類 )、 平面形小型方形 (Ⅳ類 )、 花弁

状住居 (V類)の大きく5類 に分けられ、壁溝の形状、有無から細分できる。仔細に観察すると、張 り

出し先端にのみ壁溝が施される郡家原遺跡 S H04、 一箇所の張 り出しにのみ壁溝が施される一の谷遺跡

群 S B 306例 があり、多様な状況が窺える。

以下、それぞれの類型に関して、時期的 。地域的な視点から検討を加える。

I類は円形ないし多角形平面プランに張 り出しが付 くもので、付帯施設としてベット状遺構を有する。

張 り出しに沿って壁溝が巡るものと張 り出しに壁溝が認めらないものの 2系統に細分できる。床面積は

中 。大型に属 し、中型住居も半数以上が30ぽ以上を数え、現状では大型ないし中型でも比較的規模の大

きい住居に採用された可能性が高いと考えられる。なお、郡家原 S H04は 張 り出し先端にのみ壁溝が開

削されており、特異な例である。ベット状遺構は完周するものと途切れるものがあり、岡清水遺跡Ⅲ―

③ S H Ⅱ04は途切れる。時期的には後期中葉で 1例確認でき、後期後半以降増加する。地域別にみると、

丸亀平野西・中部地域と丸亀平野東部地域が主体を占め、後期後半段階に岡清水遺跡と長尾町陵遺跡 S
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H04に それぞれ 1例確認できる。

Ⅱ類は円形ないし多角形プランに張り出しが付設され、ベット状遺構を伴わないものである。壁溝が

張り出しに付設されないもの、その形状に沿って開削されるもの及び認められないものに細分できるが、

一類型として設定できるものではない。床面積は小型 :中型 :大型=3:7:2の 確認例があり、小型

住居の存在と中型住居の割合の高さに I類 と異なる状況が窺える。地域別にみると、丸亀平野東部 (下

川津遺跡周辺)、 高松平野が主体を占め、 I類 に比して、丸亀平野西 。中部における確認例が少ない。

三豊地域では一の谷遺跡群S B306は 後期前葉に位置付けられるが、その後の展開を把握することは困

難である。讃岐地域の竪穴住居分析した蔵本氏は、三豊地域における後期中葉から後半代にかけての張

り出し住居比率の減少と中 。小型方形住居の多数化傾向といった讃岐地域内の他地域との差異を見出

し、同地域を方形基調分布圏と呼称され、讃岐中 。東部域と区分している (蔵本1999c)。

時期的には上天神遺跡 S H01が当地域における出現期の張り出し住居である。下川津遺跡において、

下川津B類土器の出土例が lN群北部の大型住居に集中し、同時期の小型住居や他群の大型住居からの

出土例が少ないという指摘もあり (藤好1990)、 高松平野中枢域における張り出し住居の変遷は重要な

問題である。中枢域から外れる空港跡地遺跡、一角遺跡には張り出し住居が認められ、高松平野中枢域

における後期後半～終末の状況は不明であるが、張り出し住居が広く展開したものと推測したい。

Ⅲ類は中型方形プランを呈し、ベット状遺構を伴う住居である。現状での確認例は3例に留まるが、

削平を考慮するとその数は増加する。原中村遺跡 S H05006は 完周するベット状遺構を伴い、中央土坑

は4類 とした地床炉と炭化物や置き火の保管場所である方形土坑がセットとなる。讃岐地域における4

類中央土坑にはいずれも、方形プランで、ベット状遺構を伴う住居に採用されており、住居型式の画一

性が認められる (松本2000a)。 前考では川津一ノ又遺跡Ⅱ S H07を 見落としていたが、ここで追加し

ておきたい。り|1津一ノ又遺跡Ⅱでは方形の平面形を呈し、ベット状遺構を伴い、かつ方形土坑が中心か

ら外れる住居が数棟確認されており (古野ほか1998、 S H08・ 09。 18・ 20・ 22・ 24・ 26・ 29)、 平面形

態やベット状遺構等から、中央土坑 4類が多く含まれる可能性を指摘しておきたい。

Ⅳ類は小型方形住居である。現状では丸亀平野西部、旧練兵場遺跡において2例確認できる。いずれ

も終末期に位置付けられ、古墳時代前期初頭段階における円形基調から方形基調への転換 (蔵本1999c)

の萌芽的な現象と理解できる。なお、旧練兵場遺跡では終末期に一辺 4～ 5mの方形住居にほぼ統一さ

れ、その主軸方位が250mほ ど離れた地点においても揃う点から、それ以前の各微高地単位のまとまり

から、複数の微高地を包括するまとまりが発現した可能性が想定されている (森下2000)。

V類はいわゆる花弁状住居である。張り出し住居ではないが、当地域の竪穴住居を考える上で重要な

資料であるため、検討の対象とした。いずれも平面形は多角形を呈し、一の谷遺跡群S B306と は区別

したい。その出現は後期後半期に旧練兵場遺跡で確認されており、終末期における他地域に先んじた方

形住居の導入も含め、他地域との活発な交流といつた集落の性格が窺える。なお、終末期には川津一ノ

又遺跡 Iで 1例確認されている。

以上、張り出し住居の集成 。分類を行い、各類型別に時期的 。地域的な状況を検討した。張り出しと

いう竪穴住居の一属性のみを取り上げて検討したため、焦点がややぼやけた感は否めない。加えて、削

平による張り出しの消失も考慮すると、前述した様相、なかでも地域別の状況は大きく変化する可能性

も残るが、讃岐地域における張り出し住居に関しては、おおむね時期別、地域別の傾向を示し得たと考

える。
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遺跡名 遺構名 平面形 床面積 ベ ッ ト炉構造儘4) 所属時期 備考

一の谷遺跡群 S B306 円 形 30.1 な し 2類 後期前葉 張 り出し3方向

2 彼ノ宗遺跡 S T03 円 形 17.5 な し 後期後半

3 S T18 円 形 42.8 あ り 終 末

4 S T26 多角形 33.2 あ り 終 末

5 旧練兵場遺跡

(保育所地点)

S H04 方 形 16.1 あ り 終 末 張 り出しは短側側から

連続する。

6 S H07 多角形 24.0 あ り 後期後半 花弁状住居

7 S H19 多角形
？

・ あ り 後期後半 花弁状住居

8 旧練兵場遺跡

(研修棟地点)

S H05 方 形 15.1 な し 終 末

9 郡家原遺跡 S H02 円 形 ?
？

・ あ り 後期後半

10 S H04 円 形 27.1 あ り 終 末

下川津遺跡 S H Ⅱ01 円 形 54.8 あ り 後期中葉 鉄鏃 2、 鈍 2、 勾玉 1

12 S H Ⅱ03 円 形 36.0 あ り 後期後半 鉄鏃 4,刀 子 1,板状銅片 1

13 S H Ⅱ06 円 形 50。9 あ り 終 末 鉄鏃 5、 鈍 1、 銅鏃 ?1

14 S H Ⅱ08 多角形状 41.9 な し 終 末 鉄鏃 5、 鈍 2

15 S H Ⅱ09 多角形状 27.8 な し 終 末 鉄鏃 1,鈍 1,鉄鎌 1,小型

傍製鏡 1

α
Ｕ S H Ⅱ16 円 形 50。 1 な し 終末 ?

17 S H Ⅱ18 円  形 29.6 な し 終  末 鉄鏃 1

18 S H Ⅱ28 円 形 20。4? 終 末 周溝から推定復元

19 S H Ⅱ31 円 形 34.9 な し 後期後半 焼失家屋

20 川津一ノ又遺跡 I S H05 円 形 57.0 な し 終 末 花弁状住居 ?

21 S H08 多角形状 33.4
？

。 終 末

22 川津一ノ又遺跡 Ⅱ S H07 方 形 38.7 あ り 終 末 張 り出し2方向

23 上天神遺跡 S H01 円 形 34。 6 な し 後期初頭 ガラス小玉

24 空港跡地遺跡 I S H c04 円 形 45。 9 な し 5類 終 末

25 一角遺跡 S H301 円 形
∩
Ｖ

０
０ な し 後期後半

26 S H302 円 形 19.6 な し
？

。 S H301に

'3イ

予

27 岡清水遺跡 Ⅲ一③

S H04

円 形 42.5 あ り 1類 後期後半

28 原中村遺跡 S H05 方  形 27.3 あ り 4類 終 末

29 S H06 方 形 39.0 あ り 4類 終 末

30 陵遺跡 S H04 円 形 39。 8 な し 後期後半 勾玉 1

31 S H06 円 形 31.2 な し 後期後半

第10表 讃岐地域張り出し住居一覧 (註 8)
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また、Ⅲ一③ S H04床 面で検出した中央土坑は播磨周辺を中心に分布する「10型 中央土坑」である

(多賀1996)。 讃岐地域における分布を以前にまとめた (松本2000a)。 讃岐地域では高松市松並 。中所

遺跡Ⅳ区D S H01、 丸亀平野では善通寺市彼ノ宗遺跡 S T19(笹川1985)、 長尾町陵遺跡 S H05(阿 7可

1999)の 3例が確認でき、阿波にも数例認められる。時期的には松並 。中所遺跡、彼ノ宗遺跡が弥生時

代中期後半、陵遺跡が後期前葉に位置付けられ、阿波地域の例も中期後半に属することから、中期後半

～後期初頭にかけての波及を想定した。しかし、岡清水遺跡Ⅲ―③ S H01は 弥生時代後期後半～末に位

置付けられ、先に想定した波及時期とは様相を異にする。

讃岐地域における張り出し住居の集成 。類型化を行い、讃岐地域における状況をまとめた。次ぎにこ

れを参考にⅢ一③ S H04に ついて検討する。床面積は約43が を測る大型住居で、ベット状遺構を伴うこ

とから、張り出し住居分類 I類に該当する。 I類は大型ないし中型でも30ぽを越える規模の住居に採用

されており、Ⅲ一③S H04の 床面積もこれに合致する。その分布は丸亀平野 (西
。中部、東部)が大多

数を占め、高松平野以束の長尾町陵遺跡で 1例確認されているに過ぎず、高松平野では初出である。ベ

ット状遺構を伴わない張り出し住居 (Ⅱ 類)は、高松平野では後期初頭～終末まで確認でき、逆に丸亀

平野西 。中部の確認例が極めて少なくなり、対照的な状況となる。高松平野におけるベット状遺構を伴

う竪穴住居を概観すると、竪穴住居の検出例が多い空港跡地遺跡 Iでは、終末期に属する中型～大型住

居の大多数にベット状遺構が付設されており、竪穴住居にベット状遺構が採用されない状況は窺えない

(西 岡ほか1996)。 空港跡地遺跡 I・ S H c04に ベット状遺構が採用されなかった背景は不明であるが、

隣接する一角遺跡における張り出し住居 2例にもベット状遺構は認められない。現状では高松平野、少

なくとも空港跡地遺跡周辺では張り出し住居にベット状遺構は伴わず、岡清水遺跡Ⅲ一③ S H04は 丸亀

平野周辺の影響を考える必要が生じる。その際、当遺跡から南西2.3kmに位置する下倉八幡神社所蔵の平

形銅剣との関連が注目できる。讃岐地域における平形銅剣の分布は、丸亀平野西部ないし三豊地域に集

中しており、高松平野からの出土例は下倉八幡神社例のみである。来歴を考慮する必要はあるが、張り

出し住居 I類分布域との関連性は強い。一方、Ⅲ一③ S H04の重要な属性である10型 中央土坑を加えて

検討すると、張り出し住居 I類 と同中央土坑の共伴例は讃岐地域では認められず、他地域では播磨 。周

世入相遺跡竪穴住居 4(甲斐ほか1990)が挙げられるに過ぎない。Ⅱ類張り出し住居に10型 中央土坑が

伴う例は、養久山 。前地遺跡竪穴住居 5(龍野市教育委員会1995)、 六角遺跡 S H12(兵庫県教育委員

会1994)、 阿波 。名東遺跡S B 2002(菅 原ほか1995)、 名東遺跡竪穴住居跡 S A01(勝浦1993)等で確認

でき、播磨地域ないし阿波地域からの影響が考えられる。阿波地域の例が中期後半～後期初頭に属する

ことを考慮すると、播磨地域からの影響と考えてよいであろう。10型 中央土坑の時期的な分布を検討し

た山下氏によると、弥生時代後期には北播磨～西播磨地域に分布しており (山下史1999)、 Ⅲ一③ SH
04の 10型 中央土坑は北播磨～西播磨地域周辺からの波及を想定することができる。

以上、Ⅲ一③S H04の 張り出し、10型中央土坑といつた属性に注目し、讃岐地域における位置付けを

試み、他地域との関係を検討した。張り出し住居 (後期)は、その分布が播磨 。摂津・讃岐 。阿波地域

に集中する傾向が指摘され (山 本和2001)、 弥生時代後期に属する10型 中央土坑は北播磨～西播磨地域

地域に分布しており (山 下史1999)、 Ⅲ―③ S H04は 当遺跡の弥生時代後期後半～末段階における北・

西播磨地域との密接な交流を如実に示す竪穴住居であるといえる。同様に讃岐と播磨地域の密接な関係

を示すものとして、下川津B類土器がある。蔵本氏は独自の土器様式は保有しつつB類土器様式の一部

もしくはその大半を受容した地域を「B類土器共有圏」と呼称し、善通寺地域以束の讃岐中 。東部域と
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阿波東部域、播磨西部の揖保川下流域の一部地域を挙げている。その共有圏に共通する事象として竪穴

住居の住居様式である円形基調分布圏、墳墓における積石塚の採用、後円部を丘陵下方に選地し、東西

方位優位の埋葬頭位を採用する前方後円墳の分布域の一致を指摘し、各地域間の上部構造の密接な関係

を基盤とした人的 。物的交流の頻繁な交流圏として捉えてる (蔵本1999c)。

一方、当遺跡における阿波地域との交流を示すものとして、後述する砂粒分類 6類の土器群、片岩系

石材の搬入量の多寡が挙げられ (第 4章第 2節 )、 当遺跡では蔵本氏が「B類土器類土器共有圏」とし

て設定した地域との交流を示す遺構 。遺物を多数検出したことになる。さらに、当遺跡は現在も徳島県

へ抜ける主要幹線道である塩江街道に面し、かつ高松平野の扇頂部に位置する。こうした立地条件は極

めて重要であろう。岡清水遺跡は、讃岐地域、交流圏を重視すると讃岐中 。東部地域の外縁に位置し、

阿波地域との橋渡し的な役割を担つていたと可能性を想定しておきたい。

2.12世紀後半～14世紀

当該期に属する遺構はすべて第1遺構面で検出した。実測可能な遺物が出土した遺構は、 I一②SB
01、 Ⅲ―③ S B01、 Ⅱ―④ S P90・ 132、 Ⅲ―③S P23が挙げられるに過ぎない。掘立柱建物跡の主軸

方位は、Ⅲ一③S B01が N10° Eを呈し、当遺跡周辺は香東川の氾濫原に位置するため、条理型地割は

施行されていないが、高松平野の条里型地割とほぼ合致した方位をとる。一方、 I一② S B01は 、N83
・ Eに主軸方位をとり、高松平野の条理地割とは異なる。出土遺物が土師質土器杯底部細片のみであり

(報文番号383)、 時期比定に問題を残す可能性が高い。Ⅲ―③ S B01出 土の須恵器椀が13世紀初頭に位

置付けられ、灌漑用水路や区画溝等を検出することはできなかったが、少なくともその時期には高松平

野の地割に沿った主軸方位に沿った土地区画が存在していたと考えられる。

また、第1遺構面は当該期に属する遺構に加え、18世紀前半の遺構も確認でき (Ⅱ ―④ S B01・ 02)、

両者が混在した状況が窺える (付 図 1・ 2参照)。 埋土類型からの時期比定を試みたが、結果は出てい

ない。しかし、前述した当該期の遺構が、 I―②区北部、Ⅱ―④区中央部、Ⅲ―③区南部で検出でき、

第1遺構面で検出した遺構の大多数がそれに呼応した配置状況を呈することから、第1遺構面で検出し

た遺構の大半は当該期に属する可能性が高いと考えられる。

3.18世紀前半

当該期に属する遺構は、Ⅱ一④ S B01002、 S D05に 限られる。前段階と同様に、主軸方位はN8°

Eを呈 し、高松平野の条理型地割に合致する。

4。 時期不詳 (炭焼き窯)

第4節で後述するように、混入した弥生土器を除くと出土遺物が皆無であり、検出遺構面、遺構の重

複等から12世紀後半～13世紀に属する可能性が高いと想定した。配置状況、平・断面形状、底面検出遺

構等に関して、第 4節で検討することとし、ここでは割愛したい。
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第 2節 弥 生 土 器 胎 土 につ い て

岡清水遺跡出土弥生土器は第4章第 2節で示したように、実態顕微鏡による砂粒観察の結果、 6類型

に分類し、胎土分析を実施した。ここでは、分析結果を受け、砂粒分類それぞれに関して若干の検討を

加え、今後の検討課題を抽出したい。

1類 胎土中に多量に角閃石を包含し、橙色～明褐色の色調を呈する土器群で、「胎± 1類」土器ないし

下川津B類土器に該当する。胎土分析の結果、上天神遺跡や空港跡地遺跡出土の同土器群の領域と合致

し、さらにその結果は器形や端部の特徴、調整といった考古学的な所見における観察とも符合するもの

であり、上天神遺跡周辺から搬入された土器群であることは間違いない。なお、砂粒分類 1類の土器に

関しては、報文番号の脇に●印を貼付している。

一方、中間西井坪遺跡Ⅱで抽出された同遺跡砂粒分類 1類は、考古学的な観察から下川津B類土器で

あることは疑いない一群である (蔵本1999b)。 しかし胎土分析の結果、上天神遺跡において導き出さ

れた領域に比して相対的にCa量が少ないデータが提示され、胎土中に含有される角閃石量に起因する

可能性が示唆されている (白 石1999)。 胎土分析を実施した目的に、上記の結果を踏まえ、「胎± 1類」

土器ないし下川津B類土器の領域が広がり、おそらくは粘土採掘箇所の違いによって生じる含有鉱物の

微細な差異を主要因とした細分ができるか否かを当遺跡出土の同土器群の分析結果が示す可能性に期待

をしていた。しかし、図らずも従来から設定されている領域と合致する結果となり、中間西井坪遺跡出

土の砂粒分類 1類 (下川津B類土器)と の対比を行うことはできなかった。

2類 空港跡地遺跡Ⅱの砂粒分類によって抽出された一群で、砂粒構成は「胎± 1類」土器・下川津B

類土器と同じであるが、角閃石を凌ぐ量の金雲母を含むという特徴を有する (空港跡地遺跡Ⅱ砂粒分類

4類、蔵本1997b)。 年代的には後期後半～古墳時代初頭に位置付けられ、角閃石を含有するが、下川

津B類土器とは形態や調整に差異が認められ、下川津B類土器製作集団とは疎遠な位置関係にある集団

によって製作された土器群であるとされている (蔵本1997c)。

慎重に抽出したが、胎土分析では領域が一致する土器は、資料番号14(報文番号42)、 15(77)、 28

(126)、 51(162)の 4個体で、残りは抽出ミスという結果に終わった。時期的には、28(126)が後期

後半～末、残りが後期初頭～前葉に位置付けられ、その年代が後期初頭～前葉まで遡る可能性を想定す

ることができる。しかし、形態的には「胎± 1類」土器が大多数を占める上天神遺跡を含めた当地域に

おける典型的な形態の高杯であり、注意を払う必要がある。再観察でも角閃石を凌ぐ量の雲母が認めら

れ、砂粒分類設定としての問題はない。砂粒分類では同一の類型に設定される「胎± 1類」土器と下川

津B類土器であるが、後者は製作技法や形態、胎土における規制ないし規範が強い土器である。これに

対し、空港跡地遺跡Ⅱの砂粒分類 4類 =岡清水遺跡砂粒分類 2類は単なる砂粒分類に冠せられた名称に

過ぎず、土器群として捉えられる一群ではないと理解したい。

3・ 4類 当遺跡において大多数を占め、遺構別出現頻度では50～ 75%を 占める (第 130図 )。 その出現

頻度の多寡から、在地産の土器群と理解できるが、その特徴を抽出することはできなかった。

なお、同類型に分類した資料番号41(報文番号251)、 42(281)、 61(274)、 62(273)は、 3・ 4類

の領域から外れた位置にプロットされた。いずれも中期末ないし中期末的な様相を色濃く残し、時期的
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な差異を主要因としたものと理解でき、粘土採掘箇所が異なると考えられる。

5類 大田下・須川遺跡において胎± 2類 とされた片岩を含む胎土として抽出された土器 (太 田下・須

川遺跡の報文番号186・ 264・ 266、 北山ほか1995)は、比較的きめ細かい素地を選択し、結晶片岩や多

量の火山ガラスを含有するといった特徴的な胎土であり、胎土を観察する上で意図的に設定 。抽出した。

しかし、その点数は少なく、分類基準も曖味なものであったため、抽出は困難を極め、さらに分析デー

タにも問題を残す結果となった。 3・ 4類 とほぼ同じ領域に属するが、資料番号69(報文番号373)は

Ca― K、 Sr― Rbの散布図の両者において、その領域から外れた位置にプッロトされた。日縁部は

緩やかに開き、端部を横方向～下位にのみ摘み出す形態の甕である。搬入の可能性を想定したいが、現

時点ではその搬入品の製作地は不明である。

6類 胎土中に結晶片岩を含有する土器として設定したが、結晶片岩を確認した土器は数点に留まる。

そこで、確実に6類 と認識できる片岩を含む土器を再度観察すると、胎土中に2 nlm前後の黒色石粒を含

み、色調、焼成といった点に特徴を見出せたため、結晶片岩を含まない土器であつても、こうした特徴

を備えた土器も6類 として抽出した。砂粒分類 6類 とした土器に関しては、報文番号の脇に△印を貼付

した。また、結晶片岩を含有しており、阿波地域から搬入品と想定できる。第129図 に砂粒分類 6類に

該当する壺、小形壺ないし鉢、甕、底部を時期別にまとめた。壺には広口壺と直口壺があり、小形壺も

少量認められる。広口壺は体部から頸部、頸部から口縁部への屈曲が鈍く、端部の拡張は弱く、凹線は

施されないか、施されても浅く弱いといった特徴がある。こうした特徴は讃岐地域における後期後半の

特徴でもあり、下川津遺跡弥生土器溜まり5に共通する (藤好ほか1990)。 但し、内面のケズリ調整が

頸部付近まで及ぶといつた点には差異を見出せる。甕も壺の特徴と合致したものが大半を占め、体部か

ら回縁部への屈曲が鈍く、厚く肥厚し、凹線は施されないか、浅いもので、内面のケズリ調整も壺同様

に、頸部付近まで達する。また、体部から強く屈曲し、日縁部が短く直線的に延びる179。 180は、上天

神遺跡において、片岩粒を含む土器として抽出された4-803に酷似しており (大久保1995c)、 阿波地

域から搬入された可能性が高いと考えられる。完形に復元できる土器が皆無に近いため、底部片も時期

別にまとめた。後期初頭に位置付けられる底部片は、外面ヘラミガキ調整が卓越し、底部外縁に板ナデ

調整が施され、当地域とは異なる状況と考えられる。後期後半に属する底部片の底面調整に、375は外

面調整とほぼ同幅の直線的なヘラミガキ、413は波状のヘラミガキ、611は 粗い板ナデ調整ないし平行叩

き調整がそれぞれ施され、特徴的である。こうした特徴が阿波地域の土器に認められるか、否かという

点は不明であるが、讃岐地域ではあまり見受けられない底面である。以上、胎土中に片岩系石粒を含有

するか、含有が認められる胎土に含まれる黒石粒の存在や器表面に光沢を帯び、“ネットリ"した質感

といった視点から抽出した6類の器形 。調整を概観した。片岩系石粒を含有している点から、阿波地域

からの搬入と想定できるが、考古学的視点から見た阿波地域の土器の特徴として抽出することはできな

かつた。胎土分析結果も本義を逸した分類基準に起因してか、ある領域への集中的な分布という結果に

は至らず、砂粒分類 3・ 4類の領域とほぼ同じ範囲にプロットされた。しかし、資料番号72(報文番号

65)は この領域から外れ、単独で存在する。同土器には結晶片岩の含有が認められ、狭義の6類分布領

域になる可能性が高い。一方、71(63)、 74(136)に も結晶片岩を含み、上記特徴を備えるが領域は異

なり、検討を要する。この要因には複数の供給先からの搬入が想定できるが、その特定は不明である。
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以上、砂粒分類とその胎土分析結果に対する所見をまとめた。次ぎに、砂粒分類別の出現頻度、なか

でも上天神遺跡周辺から搬入された砂粒分類 1類 と阿波地域からの搬入品と考えられる砂粒分類 6類に

ついて検討する。第130図 は竪穴住居を中心とした砂粒分類別の出現頻度を示したものである。搬入品

である 1類 と6類のみ トーンで示し、その他は 0内 に比率を明示し、その前に砂粒分類を書き入れた。

2(12.0%)であれば、砂粒分類 2類が12.0%を 占めるという内容である。また、上段は弥生時代後期

初頭～前葉、下段は弥生時代後期後半～末に属する遺構である。

弥生時代後期初頭～前葉に属するⅡ―④ S H01、 Ⅲ一① S H02に おける 1類の出現頻度は12.5%、 4。3

%を測る。出現頻度が積算された高松平野の他遺跡と比較すると、その出現頻度は極めて低い傾向にあ

る。蔵本氏によって設定された「胎± 1類」土器共有集団 (上天神遺跡、大田下・須川造跡周辺を中心

とした直径 5～ 6 kmの仮想円に含まれる範囲に属する遺跡、蔵本1997c)に おける 1類の出現頻度が60

～70%以上の比率であることを考えれば (大久保1995c)、 その出現頻度が低いことは明白である。岡

清水遺跡は上天神遺跡、太田下・須川遺跡からは約10kmの位置にあり、 7 kmに位置する前田東 。中村遺

跡における出現頻度が13.6%と 近似する。しかし、前田東 。中村遺跡では、後期初頭以後、「胎± 1類」

土器の出現頻度が増加する傾向にあり、逆に大田下 。須川遺跡では低下しており、その背景には弥生時

代末葉に向けて、次第に「広域の」物資流通が活発化する動きが想定されている (大久保1995c)。 同

様に「胎± 1類」土器共有集団に属する空港跡地遺跡では後期初頭以降、時期が下るに従い出現頻度は

低下している (蔵本1997c)。 当遺跡では後期後半～末に属するⅢ―③ S H03、 Ⅱ―④ S H02の 出現頻

度はそれぞれ4.8%、 11.0%を 測り、増加・低下傾向はいずれも認められず、一定の出現頻度を保つた状

況が窺える。これは先に触れた大久保氏が想定する物資流通の活発化に取り残された状況を示すもので

はなく、当遺跡に居住 した集団の特徴を示す可能性を想定したい。砂粒分類 6類の出現頻度を見ると、

後期初頭～前葉のⅡ―④ S H01、 Ⅲ―① S H02ではそれぞれ19。 7%、 12.5%の 比率を占め、 1類の出現

頻度を凌ぐ。後期後半～末のⅢ―③ S H03、 Ⅱ―④ S H02で は14.2%、 1.2%と 異なる数値を示すが、Ⅱ

一④ S X05で は40%を 越える出現頻度である。遺構内容や出土土器総点数による偏差を考慮しても、後

期初頭～前葉、後半～末にかけては一定の出現頻度を保った状況が窺える。換言すれば、時期別の出現

頻度は 1・ 6類 ともに10～ 15%を 占め、ほぼ同量ないし6類がわずかに高い割合で搬入されているとい

うことになる。こうした背景には、岡清水遺跡の性格が反映していると考えられる。当遺跡は高松平野

の扇頂部に位置し、かつ香東川上流域の屈曲地点に隣接するという特異な立地から、高松平野、なかで

も香東川下流域を中心とした集落との関係を想定したいが、阿波地域から搬入された可能性が高い6類

の出現頻度が 1類 と同量ないしそれを凌ぐことから、両地域を繋 ぐパイプライン的な性格を担っていた

可能性が想定できる。それを補強するのが、第131図 に示 した台石等の砂岩系石材を除いた石器石材別

の搬入量である。これによると、サヌカイ トが約60%、 結晶片岩系石材が15%を 占め、空港跡地遺跡 Ⅱ

で積算された搬入量 と比較すると (蔵本1997c)、 片岩系石材の多寡が目立つ。製品・未製品を含む重

量別の積算数値であり、製品に限つた比率を比較すると、おそらく片岩系石材の比率はさらに増加する

と考えられ、遺跡の性格を反映 した現象と理解できる。

しかし、砂粒分類 6類は、片岩系石粒を含む胎土に限らず、やや曖味な分類基準によって設定された

砂粒類型であり、阿波地域産ではないものも含む可能性が高 く、これに立脚 した視点は問題を多 く残す。

しかし、 6類 として設定 した胎土は、特徴的なものであり、今後も追求する必要がある。
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第 3節 赤色顔料付着土器について

前述したように岡清水遺跡では赤色顔料が付着した土器4点 (1点は化粧土と判明)、 台石 1点 を検

出した。出土遺構は機械掘削時に出土した631を 除き、弥生時代後期初頭ないし前葉に位置付けられる

竪穴住居から出土している。46が出土したⅢ一① S H02の 出土遺物を見ると、叩石・磨石 。台石の多寡

に注目できるが、赤色顔料の痕跡は認められず、砕石・精製を行ったと積極的に評価することは困難で

ある。94が出土したⅢ一① S H03出 土遺物も同様である。一方、200が出土したⅢ一③ S H03出 土遺物

を見ると、結晶片岩の含有は認められないが、阿波地域からの搬入が想定できる砂粒分類 6類に該当す

る土器の比率が14.2%と 比較的高い傾向にある。付着した赤色顔料は水銀朱ではなく、阿波地域との関

連を考慮する必要性に関しては疑間を残すが、ここではその事実を再度報告しておきたい。また、631

はⅡ―④区機械掘削出土遺物であり、時期を特定することはできない。出土遺物は後期前葉～末までの

時期幅があり、後期中葉前後の比率が高いようである。
′
赤色顔料の付着箇所は46。 94は外面に塗彩されている。前者は上下方向に線状に描かれ、46はM字形

の突帯凹面全面に認められ、一部口縁部外面にも確認できる。器種はいずれも壺で、46は砂粒分類 la

類に該当する。631は後述するように水銀朱使用に関する専用具として特殊化した存在とされる「把手

付広片口皿」である (大久保1995f)。 赤色顔料は把手部と体部との接合箇所に認められ、わずかな亀

裂に沿って浸透した可能性が高い。また、把手部外面のわずかな窪みにも残存している。
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番号 出土遺構名 器種 付着箇所 成分 時期及び備考

46 Ⅲ―① S H02 一亜 口縁部外面、突帯上部 ベ ンガ ラ 後期前葉、塗彩

「胎± 1類」土器

94 Ⅲ一C)S H03 十亜 肩部外面 (線状 )
ベ ンガラ 後期初頭、塗彩

112 Ⅲ一C)S H03 器台 口縁部内面 化粧土 後期初頭

200 Ⅲ一C)S H03 台石 広面 ベ ンガラ 後期後半～末

631 Ⅱ一④機械掘削 把手付広片口皿 把手部外面 (1)

剥離部分 (2)

ベンガラ? 後期前葉～末

第11表 岡清水遺跡出土赤色顔料付着遺物
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以上、岡清水遺跡出土赤色顔料付着遺物をまとめた。次に、当遺跡出土の赤色顔料付着土器を検討す

るために、讃岐地域における把手付広片口皿、赤色顔料付着土器について概観したい。把手付広片口皿

は上天神遺跡で80個体出土している (大久保ほか1995)。 その用途は石杵や石皿が共伴 しない点から、

製造過程であれば、最終工程に近いであろう水簸もしくは利用形態に合わせた何らかの調合工程、ある

いはそれ以後の顔料使用 (消費)過程を想定する必要があり、水銀朱専用具として特殊化した存在であ

るとされている (大久保1995f)。 さらに同遺跡出土の内面に水銀朱が付着した大形鉢の存在や把手付

広片口皿において、水銀朱に混じり砒素が認められる資料や砒素のみの資料がある点を重視し、上天神

遺跡では中大形片口鉢と把手付広片口皿を組み合わせて使用する「朱調合儀礼」の存在を復元される

(大久保1995i)。 また、本田光子氏は「仙薬」製造を想定されている (本田1995)。 一方、蔵本氏はこ

うした非日常的な特殊な行為に必要な限られた「場」を提供したのが上天神遺跡に居住した集団であり、

他地域系統の土器や遠隔地産の石器石材の搬入、銅鏃の存在はそれに付随した現象であるとし、当遺跡

の特殊性を朱の集積に限定されている (蔵本1997c)。 把手付広片口皿は上天神遺跡以外からの出土は

限られ、隣接する大田下・須川遺跡 (北山ほか1995)、 川津一ノ又遺跡Ⅱ (古野ほか1997)、 川津東山田

遺跡 (山 元素2001刊 行予定)に限られる。赤色顔料の分析では、水銀朱、ベンガラのいずれも検出され

なかった川津一ノ又遺跡出土例を除き、いずれも水銀朱が確認されている。

内面に付着した赤色顔料に関しては、上天神遺跡において図化した (大形)鉢129点中55例に赤色顔

料の付着が認められ (大久保1995f)、 分析を実施した13′点すべて水銀朱であった (本 田1995)。 隣接す

る大田下・須川遺跡では2例の内面付着土器が出土し (北山ほか1995)、 いずれも水銀朱であることが

判明している (安田 も金杉1995)。 上天神遺跡南東約 3 kmに位置する空港跡地遺跡では、20点の赤色顔

料が付着した土器片が出土し、報告者によって内面に塗彩または付着した一群と外面に塗彩した一群に

分けられている (蔵本1997c)。 本田氏による分析がなされ、すべてベンガラであった (本 田1998)。 さ

らに、中間西井坪遺跡ではベンガラが体部内面に広く付着した庄内甕が出土し、内容物として貯蔵され

ていた可能性が想定されている (蔵本1999d)。 さらに氏は、水銀朱は稀少価値が高く、その流通には

集落単位や地域単位での搬入格差が生じていたため、中間西井坪遺跡ではそれをベンガラで代用してい

た可能性を示唆されている。状況は異なるが川津一ノ又遺跡の赤色顔料の分析を行つた本田氏も、ベン

ガラが内面に付着した鉢と甕の2点 について、何らかの事情でベンガラを用いた可能性を想定されてお

り、水銀朱を補完する存在であつたことが想定されている (本 田1998)。

丸亀平野では、河川改修川津一ノ又遺跡で内面に水銀朱が付着した鉢が 1点出土し (片桐1997)、 そ

の使用に際し、沸点以下で水銀朱を加熱したことが指摘されている (片桐1997)。 隣接する川津一ノ又

遺跡Ⅱでは内面に赤色顔料が付着した鉢ないし甕力Ч9点出土している。分析の結果47点が水銀朱、 2点

がベンガラであつた (本 田1998)。 川津一ノ又遺跡から400mほ ど北に位置する川津二代取遺跡でも内底

部水銀朱が付着した壺ないし甕が確認されている (木下1995)。

東讃地域での赤色顔料付着土器の出土例は少なく、分析が実施された遺跡は森広遺跡のみである。壺

棺墓棺蓋の鉢内面に付着した水銀朱と高杯脚部外面に塗彩したベンガラが報告されている (山 本一ほか

1997、 魚島1997)。

一方、外面に赤色顔料が付着した土器は、内面付着土器と性格が異なり、塗彩されたものである。口

縁部内面に付着する赤色顔料も塗彩の範疇で捉えられ、把手付広片口皿と共に「朱調合儀礼」に用いら

れる内面に広く水銀朱が付着した大形鉢とは本質を違える。塗彩土器の内、分析が実施された資料は少
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なく、上天神遺跡、大田下 。須川遺跡、空港跡地遺跡Ⅱ、中間西井坪遺跡Ⅱ、森広遺跡が挙げられるに

過ぎない。いずれの資料も成分はベンガラであり、水銀朱は認められず、蔵本氏が指摘するように、水

銀朱は土器装飾に多用されないということが窺える (蔵本1997c)。

以上、讃岐地域出土赤色顔料付着土器についてまとめると、第12表 になる。

第12表 讃岐地域における赤色顔料付着土器一覧

上記した研究成果が示すように、讃岐地域では水銀朱とベンガラの用途 。使用法は本質的に異なる。

地域別に見ると、水銀朱使用に関しては高松平野における上天神遺跡は突出した存在であり、空港跡地

遺跡、中間西井坪遺跡が示すベンガラの使用とは対照的であり、その背後には集落を越えた広い規範が

窺える。一方、丸亀平野では、水銀朱が付着した土器を出土する遺跡が川津一ノ又遺跡周辺に集中し、

高松平野と近似した状況を呈する。しかし、上天神遺跡では水銀朱付着土器が単位 3・ 4に集中してお

り (大久保1995g)、 面的に広がる分布を示す川津一ノ又遺跡周辺とは差異がみられ、そこで展開され

たであろう水銀朱を用いた行為や地域単位の集落間関係の差を反映するものと理解できる。

上記した内容はすべて、赤色顔料の分析がなされた資料に立脚した内容であるが、次に分析が行われ

ていない資料について検討したい。但し、出土遺物のすべての再チェックを実施することは不可能であ

り、ここでは既刊の報告書に記載された観察表の内容を参考に、「赤色顔料」。「朱彩」といった表現が

なされた資料を抽出・集成し、第13表 に示した。時期的には弥生時代後期に限る。合わせて、実体顕微

鏡による観察を行い、赤色顔料の成分の推測も行つた。集成した限りでは、 9遺跡18例 を数え、その出

土数が少ないことが窺える。外面や口縁部に塗彩を意図した赤色顔料はいずれもベンガラである可能性

が高く、前記した傾向をほぼ追認することができる。一方、内面付着土器に関しても、ほぼ先学の成果

を追認する結果となった。 3・ 4は川津一ノ又遺跡 I出土の内面に水銀朱が付着した鉢である。なお、

川津一ノ又遺跡に隣接する川津中塚遺跡や下川津遺跡には水銀朱は存在しない。出土遺物のすべてを網

羅していないため、積極的に評価することはできないが、川津周辺地域における水銀朱の使用は川津一

ノ又遺跡、川津東山田遺跡が位置する大束川西の段丘上に限られるようで、川津二代取遺跡の例は何ら

かの突発的な事情を想定することができる。なお、川津二代取遺跡に隣接する川津下樋遺跡では2点の

遺跡名
把手付広片口皿 内面付着 (甕 ・鉢等) 塗彩 (壺 ・高杯等)

水銀朱 ベ ンガラ な し 水銀朱 ベ ンガラ 水銀朱 ベ ンガラ

高

松

平

野

上天神遺跡 ○ ○ ○

太田下 。須川遺跡 ○ ○ ○

空港跡地遺跡 ○ ○

中間西井坪遺跡 ○ ○

丸

亀

平

野

川津一ノ又遺跡

(河り|1改修 )

○

川津一ノ又遺跡 Ⅱ ○ ○

(川津東山田遺跡) (○ ) (○ )

川津二代取遺跡 ○

東

讃

森広遺跡

(大型店舗)

△ ○

-180-



▼
~硼 糊ハ ′

1

2

ヽ ¬   :~~
8

第133図

■

讃 土器実測図 (S=1/8)

遺跡名 出土遺構 報文番号 器種 付着箇所 成分 時期及び備考

蛙股遺跡 S D01 第10図 2 高杯 口縁部外面

2 キモンドー遺跡 S R01 第 17図 19 士亜 ?(口縁部 )

3 川津一ノ又遺跡 I 2∞ S H02 437 鉢 内面全面 朱 終末

4 // 2 ④⑤ S D08 769 鉢 内面全面 朱 終末

5 l ② S R01 1013 高杯 杯部内外面 へ
゛
ンカ

゛
ラ 後期前葉

「胎± 1類」土器

6 川津中塚遺跡 S D Ⅱ100 859 広口壺 口縁部内外面 へ
゛
ンカ

゛
ラ

・器・土・類
・
Ｂ・津

末

。川

終

・下

7 // S R Ⅱ03 647 甕 口縁端部 へ
゛
ンカ

゛
ラ 終末

8 下川津遺跡 S H Ⅱ08 第88図 18 広口壺 口縁部内外面 へ
゛
ンカ

゛
ラ後期末、

下川津B類土器

9 // 土器溜まり5 舅等92Eコ 19 十亜 口縁部内外面
？

・ 後期後半

10 // 第 1低地帯流路 1 第47図21 広口壺 口縁部内面 化粧土 後期後半～終末

// // 第48図01 長頸壺
？

ｏ 後期後半～終末

12 // // 第51図 09 高杯 ? 内外面全面 化粧土 後期後半～終末

13 西碑殿遺跡 S P 555 102 高杯 口縁部 へ
゛
ンカ

゛
ラ 中期末～後期初頭

14 原中村遺跡 S R01 409 高杯 杯部内面全面 朱 後期末～終末

下川津 B類土器

15 // S R02Ⅵ 層 574 甕 内底部の最深

音Б

朱 後期末～終末

16 森広遺跡 S Hl10 35 広口壺

17 // 3号棺 506 十亜 内面上半 ?

18 金毘羅山遺跡 S D02 315 高杯 口縁端部外面 へ
゛
ンカ

゛
ラ 後期後半～終末

第13表 讃岐地域出土赤色顔料付着土器一覧
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赤色顔料付着土器が報告されているが、観察の結果、化粧土である可能性が高いと考えられ、ここでは

除外した。

また、原中村遺跡出土の内面付着土器 (14・ 15)は、いずれも水銀朱である可能性が高く、注意する

必要がある (木下2000)。 当遺跡は内面に漆が付着した土器が56点出土したことで著名な遺跡で、報告

者は慎重な立場をとりながらも、漆工が行われた可能性を示唆されている (木下2000a)。 14は下川津

B類土器であり、本遺跡のS R01・ 02出土弥生土器における下川津B類土器の出現頻度が高い点は重要

である。蔵本氏は空港跡地遺跡において、赤色顔料 (ベ ンガラ)が付着した土器の大多数が 剛台± 1類」

土器である点に着日し、赤彩土器は、「胎± 1類」土器共有集団内における習俗的な部分での連携を補

完するものと想定されている (蔵本1997c)。 今回の集成例にも下川津B類土器は数点認められ、後期

後半以降、香東川下流域において水銀朱の付着した土器の確認例はないが、そのイニシアティブは高松

平野中枢域の集団が保持し続けたと考えたい。原中村遺跡では把手付広片口皿の出土は確認されていな

いが、上天神遺跡や川津一ノ又遺跡周辺で認められる大形鉢、把手付広片口皿を用いた水銀朱を使用し

た行為 (儀礼)な いしそれに類する行為が行われていたと推測することができる。

上記した県内の状況を踏まえ、以下岡清水遺跡出土赤色顔料付着遺物について検討したい。

外面に塗彩された資料である壺口縁部 (46)と 壺肩部 (94)に認められる赤色顔料の成分はいずれも

ベンガラであり、前記した讃岐地域における状況と合致する。46の胎土中には多量の角閃石を含有して

おり、砂粒分類では 1類に該当する。内湾気味に立ち上がる国縁部下に突帯を巡らす口縁部形態は、県

内では類例をみないが、「胎± 1類」土器の範疇で捉えたい。岡清水遺跡から上天神遺跡までは、直線

距離にして約10kmを 測り、香東川の上流域と下流域にそれぞれ位置する。前項で砂粒分類別の出現頻度

を提示したが、Ⅲ一① S H02で は砂粒分類 1類の出現頻度は4。3%であつた。ほぼ同時期に位置付けられ

るⅡ一④ S H01の 砂粒分類 1類の出現頻度が12.5%を測る点と比較すると、その出現頻度は低いが、出

土土器総点数や埋没状況に起因した可能性も考慮する必要がある。

一方、把手付広片口皿と判断した631は問題を残す結果となった。顔料の付着した箇所は大きく2箇

所認められる。第132図 にその地点を明記し、それぞれの分析結果を第134図 に示した。631-1は把手

部外面に点状に認められる赤色顔料の分析結果で、Feの量が突出し、横軸 (ENERGY)の 10.0前後に

ピークが出現するHg(水銀朱)は認められない。631-2は体部と接合剥離箇所に認められる赤色顔

料である。前者と同様にFeの量が突出し、Hgは確認できない。これらの結果から、631か らは水銀

朱は検出できなかった。さらに、突出した数値を示すFeも 土器に含まれる鉄分である可能性も拭えず、

積極的に赤色顔料はベンガラであるということはできないとのご教示を徳島県立博物館魚島純一氏より

いただいた。

631-1

第134図 赤色顔料付着土器分析結果

631-2
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こうした分析結果から、C付着している赤色顔料はベンガラである、②赤色顔料にみえる箇所は土器

に含まれる鉄分ないし付着した鉄分の沈着であるという解釈ができる。①の解釈では、把手付広片口皿

に付着した顔料は水銀朱であるという県内の状況に反し、器種認定を含め、多くの問題を残す。一方、

②であれば、上天神遺跡や川津一ノ又遺跡Ⅱにおいて顔料の付着が認められない前例はあるが、同器種

が出土した上天神遺跡、大田下・須川遺跡、川津一ノ又遺跡 (、 川津東山田遺跡)では、すべて内面朱

付着土器が共伴しており、岡清水遺跡でそれが認められないという点に問題を残す。さらに岡清水遺跡

で検出した2点の把手付広片口皿は砂粒分類 3類であり、「胎± 1類」土器ではない。こうした状況か

ら、631が把手付広片口皿であるいう点に再度検討を加える必要がある。

そこで以下、把手部の接合方法について検討する。第135図 に当遺跡、上天神遺跡及び川津一ノ又遺

跡出土の把手付広片口皿の把手部と体部、立ち上がり部の接合方法をまとめた。まず、上天神遺跡出土

遺物をみると、大きく4パ ターンに分類できる。 4-459は 体部に立ち上がり部を貼付し、体部端を把

手部とする。4-1479は体部に対しT字状に立ち上がりを貼付し、その下端を小さく摘み出し、矮小化

した把手部を作 り出す。4-947は 体部に立ち上がり部を貼付し、その接合箇所を覆うように把手部を

貼り付ける。 4-939は 立ち上がり部は体部から連続し、把手部を貼付する。こうした接合方法と岡清

水遺跡出土遺物を比較すると、631は残存部位が把手部に限られるため、推測の域を出ないが、体部に

立ち上がり部を貼付し、その接合部分を覆うように断面三角形の把手部を貼り付けており、上天神遺跡

出± 4-947に 酷似した接合法といえる。632は体部と立ち上がり部の関係は不明であるが、631と 同様

か、体部から立ち上がりが連続し、比較的長く延びる把手部を貼付し、上天神遺跡 4-947な いし4-
939の 接合法に類似する。一方、川津一ノ又遺跡出土資料は4-939と 酷似するが、把手部が重厚でやや

違和感を覚える。岡清水遺跡出±631・ 632は 接合方法による限り、上天神遺跡出土の把手付広片口皿と

酷似する。なかでも、631は 上天神遺跡出± 4-947と は接合方法に加え、把手部形状の類似性 も認めら

れる。上記 した接合方法に検討による限り、岡清水遺跡出±631・ 632は 把手付広片口皿の可能性が高い

と考えられる。

/η

/ノ
/ /

岡清水遺跡 631

ハ

/′

/ノ
/ノ

上天神遺跡

4-939

上天神遺跡

4-459
上天神遺跡

4-1479

上天神遺跡

4-947

第135図 把手付広片口皿接合方法模式図

岡清水遺跡 632
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以上、岡清水遺跡から出土した赤色顔料付着土器について、その分析結果を提示し、非分析実施資料

の集成、成分の検討を行い、県内における位置付けを検討した。また、把手付広片口皿の把手部接合方

法に着目し、上天神遺跡、川津一ノ又遺跡Ⅱ、岡清水遺跡出土例の検討を行い、岡清水遺跡出土の631

・632は把手付広片口皿の可能性が高いと判断した。

上記の検討により、岡清水遺跡出土の外面に塗彩された赤色顔料の成分はベンガラであり、当地域に

おける状況と呼応するものであることが確認できた。一方、接合方法による限りは、器種認定に誤りは

ないと考えられる把手付広片口皿 (631・ 632)に付着した赤色顔料の成分が、ベンガラないし鉄分であ

り、県内出土の把手付広片口皿に付着した赤色顔料が水銀朱であるという状況と異なるという問題が明

らかになった。さらに、大形鉢 (内面に水銀朱付着)の欠落という点にも県内の状況と大きく異なるこ

とを確認した。現時点ではこうした岡清水遺跡における把手付広片口皿の在 り方に明瞭な見解を持ち得

ていない。そこで、その胎土について検討し、その一助としたい。

当遺跡で把手付広片口皿と判断した631・ 632の胎土は砂粒分類 3類に該当し、出土土器の大多数を占

める在地産土器と考えられる胎土である。同様に、川津一ノ又遺跡Ⅱ出土の把手付広片口皿にも角閃石

は含まれず (古野ほか1998)、 上天神遺跡や大田下 。須川遺跡周辺の高松平野中枢以外で製作されたも

のである。川津一ノ又遺跡Ⅱに関しては、川津一ノ又遺跡周辺地域と高松平野中枢域との関係が稀薄で

あることを示すものではなく、朱の使用に鉢が多用され、把手付広片口皿の共有といつた点から、習俗

的な部分での共通した規範の存在が窺えると蔵本氏が指摘するように (蔵本1997c)、 上天神遺跡にお

ける水銀朱を用いた行為 (儀礼)に用いる把手付広片口皿と内面に水銀朱が付着した大形鉢のセット関

係が認められ、上天神遺跡と同等ないし酷似した内容の行為 (儀礼)が行われていたと推測できる。同

様に、川津東山田遺跡においても、胎土中に角閃石を含まない把手付広片口皿が確認され、水銀朱が内

面に付着した大形鉢も出土しており (山元素2001刊行予定)、 高松平野中枢域と川津周辺地域における

水銀朱を用いた行為 (儀礼)の共有が行われていた可能性は極めて高い。

このように整理すると、大形鉢の欠落、把手付広片口皿に付着した赤色顔料が水銀朱ではないといっ

た当遺跡における状況は、器種認定を含め多くの問題を残す結果となった。今後高松平野中枢域以外の

地域からの出土に期待されるが、現状では岡清水遺跡の把手付広片口皿は異質な存在であるといえる。
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第 4節 炭焼き窯について

1.当地域における研究史

県内の炭焼き窯に関しては、六車氏によって報告が行われている (六車1984、 2000)。 大川郡をフィー

ルドとし、近年まで使用されていた炭焼き窯の観察 。実測 。写真記録を行い、さらに炭材切り出し等に

関連する資料や窯詰めの方法、炭焼きに従事する人々の習俗も報告されている。近年炭焼き窯は従事者

の高齢化に伴って急速に減退しており、今後この傾向はさらに加速すると考えられる。こうした状況下

おける氏の業績は評価できる。

また、徳島県における炭焼き窯が菅原氏によって詳細に報告されている(菅原1991)。 その内容は当遺

跡での検出例と酷似しており、やや長くなるが紹介する。徳島県内では報告段階で10遺跡27例の検出例

があり、時期的には平安時代末～鎌倉時代に属する。平面形態や底面で検出した対置する小ピット等か

ら大きく3型 5類 に分類し、民俗例等を参考に復元案を提示されている (第 136図 )。 これによると、従

来、焚口部と考えられた突出部ないし底面に残る土坑状の落ち込みを煙道痕跡とし、傾斜の高い側に焚

田部、低い側に煙道部を想定している点が特徴である。近 。現代の炭焼き窯において、火尻方向が低く

設定された窯が新居式窯等に見出せる点は看過できない(六車1984)。 また、底面小ピットを “かて"の

痕跡とし、架構物=木炭材の積み上げ方法を推測させるものと評価している。

さらに、こうした炭焼き窯は、登窯状木炭窯とは形状が異なり、民俗例に類例をみる伏焼窯であると

し、「伏焼木炭窯」と命名されている。

ノ

Ｍ

ＩＩＩ

旧

日

ヽ

第136図 伏焼木炭窯形態分類図及び復元図

2.岡清水遺跡における炭焼き窯について

以上の研究史、特に菅原氏による復元案との対比を考慮 し、

それぞれの項目でまとめる。

(菅原1991よ り抜粋 )
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当遺跡で検出した炭焼き窯に関して以下



周辺地形との関連 第137図 に遺構配置図

を提示したが、調査の都合上、第 2面の測

量図を使用している。これによると、周辺

地形に対する主軸方位は直交・斜交・平行

と多様な状況を呈する。つまり、周辺地形

に対する厳密な規制はないということが指

摘できる。窯構造との問題もあるが、緩や

かに傾斜する底面を維持できるのであれば、

地形に関する制約は必要なかったと考えら

れる。一方配置状況を見ると、各調査区に

位置し、一定範囲に集中するといった傾向

は認められない。個別に検討すると、Ⅱ一

④ S X01・ 02に示唆的な状況が窺える。両

者は主軸方位を揃え、かつ隣接して位置し、

共時性が認められる。同様にI―②S X01

とI一④ S X09も 主軸方位をわずかに違え

るが、近接した位置に築かれ、Ⅲ―①SX
01と Ⅲ一③ S X01に も主軸方位の一致が認

められる。これらを群と理解すると、各群

間の時期的関係が問題となる。各群は一定

の距離を保ち、重複することなく存在して

おり、短期間の段階差を含む時期差や造営

主体の差を考慮したいが、配置状況から言

及することはできない。

平面形 完存例が3例 と少ないため、全容

は不明である。菅原氏の分類との比較では、

一方向に突出部を有するI型にI―④SX
08、 突出部をもたない隅丸方形のⅡ型にそ

の他が該当する。しかし、Ⅱ―C)S X01・

02は斜面低部側の短側部に突出傾向が窺え

る。ここでは、突出部を有すると判断した

断面形状と埋土 横断面形状は総じて逆台

形ないし舟底状を呈する。埋土は赤変・焼

土化した底面直上に多量の炭化材を含む黒

色系粘質土が堆積し、焼成段階の埋土と理

解できる。また、 I一④ S X09、 Ⅱ一④ S

X01002、 Ⅲ一① S X01で は黒色系粘質土
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の上層に少量の炭化材 (炭化物)を包含する褐色系砂質土ないし黄褐色系砂質土を確認することができ

る。現状での厚みは0。15m前後を測り、削平による消失を考慮すると、縦断面両端を除くほぼ全面に均

一に堆積する。徳島県足代遺跡の報告者はこの埋土を崩落した天丼部と理解し(徳島県教育委員会1980)、

菅原氏は民俗例にみる “ころも"の可能性を想定されている(菅原1991)。 粘質土による被覆は窯内を密

封する必要性から架構された蓋然性が高く、前記した埋土は被覆土と考えたい。また、その被覆土は後

述するビット列による側面の設置後に、さらにその脇を覆う被覆土に連続すると推測できる。

底面検出遺構 底面には土坑状の落ち込み、小ピットを検出したが、認められない遺構も存在する。土

坑状の落ち込みは一方向に位置し、すべて傾斜の低い側に位置する。深度が極めて浅く、土坑内に比熱

を受けないという傾向が認められる。また、掘方はないが、傾斜の低い側、前述した土坑が存する箇所

に比熱を受けない範囲がほぼ円形に認められる例があり、深度を持たないがその性格は土坑状の落ち込

みに共通するものと考えられる。その性格を検討する上で、Ⅱ一④ S X02の 堆積状況は看過できない。

A一 A'間のセクションでは、土坑状の落ち込み直上埋土 (第94図土層番号 1～ 4)には炭化物は含ま

れず、土層番号 3に は明赤褐色砂質土ブロックが混じる。この下層には焼成時の埋土である土層番号 5

が堆積し、前述した天丼部を被覆する粘質土は認められないという点が指摘できる。それぞれの埋土の

性格は炭化物を含まない、焼土ブロックが混じるといった特徴から、菅原氏が想定した煙道の痕跡では

ないかと推測できる。さらにその煙道は取り外しが可能な構造であったと考えられ、「窯仕舞い」を行つ

た可能性が高いと考えられ、土層番号 3の明赤褐色砂質土ブッロクはその痕跡とみなしたい。

また、底面の小ピットは、土坑に対置するビット、列を形成する小ピット及び両者に属さないピット

に大別できる。対置ピットはI―② S X01、 I一④ S X09、 Ⅱ一④ S X01002で確認でき、Ⅲ一① SX
01も その可能性が高い。土坑の真横に位置するI一④ S X09、 Ⅲ―①S X01と 土坑からやや離れて位置

するビットに細分できるが、いずれもピット列の延長線上に位置し、ビット列より内側に位置する徳島

県の炭焼き窯とは状況が異なるようである。対置ピットの性格を菅原氏は炭化室と煙道を区切る架構物

と想定されるが (菅原1991)、 当遺跡における対置ピットとピット列の関係による限り、架構物の存在

について言及できるものではないと考えられる。ビット列はI―④ S X09を典型とし、Ⅱ―④ S Xol・

02に も列をなす傾向が認められる。その配置はピットの深浅とも関連するが、等間隔で配置される状況

ではないようである。

底面比熱状況 I一④ S X03、 Ⅲ一① S X01、 Ⅲ―③S X02を 除き、底面は比熱を受け、赤変ないし焼

土化した状況が認められる。報告ではトーンでその範囲を示した。長軸側の立ち上がり部に比熱が及ぶ

例は少なく、大半は中央部を中心に認められる。 I―④ S X09で は前述したピット列内側に限り比熱を

認め、Ⅱ一④S X01も 同様である。前者はビット列と比熱痕の関係から、菅原氏の復元案と近似した状

況を呈する。さらに、掘方長軸側の立ち上がり部に比熱が認められない点から、当該箇所には置土がな

されていたと考えられ、ビット列による側面固定後 (かての設置)、 前述した上部の被覆土に連続し、側

面にも被覆が行われたと考えられる。

炭化材検出状況 出土状況が比較的良好であつた遺構として、 I―④ S X08・ 09、 Ⅲ―③ S X01が挙げ

られる。炭化材は両側辺から0。4m前後内側で検出した。残存長の最も長いものは0。6mを 測り、一部角

材も認められるが、大半は直径1。3cm～ 10cm前後の丸材であつた。いずれも主軸に沿った出土状況を呈し、

窯詰め方法を推測する手掛かりとなる。底面中央部には確認できない点から、焼成した炭を取り出す際

に残存したものか、不良品を意図的に取り残したものと理解でき、主軸方位に平行した木入れが行われ
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た可能性が高い。

なお、出土した炭化材の樹種同定結果によれば(第 4章第 1節 )、 13点すべてがクヌギであつた。また、

出土した炭化材には樹皮が残存する例もあり、採集形成年輪測定では夏材部が形成されており、原木の

伐採は晩夏から冬にかけて行われていたことが判明している。

以上、当遺跡で検出した炭焼き窯について、各項目に沿って検討した。以下、平面形、底面で検出し

た土坑状落ち込み、対置ピット、ビット列の有無から類型化を行う。平面形は突出部の有無、対置ピッ

トとビット列はその有無によってそれぞれ2分できる。土坑状の落ち込みは存在が認められるものと、

非比熱範囲が土坑状を呈するものに区分できる。こうした諸属性から導き出せる類型は、5類型を数え、

第14表及び第138図 にまとめた。完存ないし概要が判明し得る遺構数に比例して設定できる類型の数も

増える感は否めないが、岡清水遺跡で確認した炭焼き窯は5類型に限られる。

一
|

I―②SX01

|

Ⅱ―④SX01

0

I―④SX09

// Ⅲ―①SX02

第138図 岡清水遺跡炭焼き窯分類図 (S=1/80)

炭焼き窯各属性組成表
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突出部 土坑状落ち 対置ピット ビット列
遺構名 菅原分類

有 缶
¨

有 非比熱 有 缶
¨

有 缶
¨

I一 a ○ ○ ○ ○ I一④ S X08 I tt b類

I一 b ○ ○ ○ ○ Ⅱ一④ S X01・ 02 I tt a類

Ⅱ一 a ○ ○ ○ ○ I一② S X01 Ⅱ型 a類

Ⅱ― b ○ ○ ○ ○ I一④ S X09 Ⅱ型 a類

Ⅱ― c ○ ○ ○ ○ Ⅲ―C)S X01

第14表



3.県内の類例

報告が行われた県内での炭焼き窯の可能性がある遺構は、管見では 3遺跡に留まる。

①向原遺跡窯状遺構 (綾歌郡綾南町大字陶字向原、片桐節2000)

調査区東側で検出し、主軸方位は周辺地形に対して平行ないし斜交する。削平ないし後出遺構により

西端部を欠き、長軸検出長5.6m、 短軸長1。 1～ 1.5mを測り、長楕円形の平面形を呈する。底面は炭や焼

土面が広がり、北側のみ炭層が確認されている。出土遺物に近世のすり鉢がある。

②前田東 。中村遺跡E ttS F01(高松市前田東、森ほか1995)

丘陵緩斜面部から裾部に位置するE8区で検出。東から西に向かう緩斜面にほぼ直交して構築され、

平面形態は長方形を呈し、長軸長7.3m、 短軸長1.4～ 1.9mを測る。傾斜角度は9° である。底面には小

ピットは認められないが、中央部に排水溝と考えられる溝を検出している。報告者は焚口部を西側、煙

道部を東側に想定されるが、窯内西端付近において、仕切板のように赤変した粘土を検出している点や

東端部における比熱状況から、煙道部を西側、焚口部を東側とする蓋然性が高く、前者は煙道と炭化室

を区切る施設と考えられ、可能性は極めて低いが、S F01西 側に重複するS D16は 排煙調整溝の可能性

も考慮する必要もあろう (望月1999)。 遺構の所属時期は10世紀後半代の操業が想定されている。

③小谷窯跡・塚谷古墳 (木 田郡三木町井上、信里ほか1997)

概報資料であり、詳細な紹介は差し控えるが、炭焼き窯の可能性がある遺構が8基確認されている。

炭 。焼士

炭層

向原遺跡窯状遺構

0            2m

前田東・中村遺跡 E ttSF01

第139図 香川県における炭焼き窯 (S=1/80)

＝一
騨

-189-



4.ま とめ

以上、岡清水遺跡で検出した炭焼き窯について、周辺地形との関連、平面形、断面形状と埋土、底面

検出遺構、底面比熱状況、炭化材検出状況についてそれぞれ検討し、さらに平面形、土坑状の落ち込み、

対置ピット、ビット列といった諸属性からの類型化を試みた。以下、ここまで触れなかった所属時期に

ついて触れ、関連する可能性が高い鉄滓、科学的分析によって導き出された原木の採集年代等から、炭

焼き窯の操業について検討する。

炭焼き窯出土遺物は第 2遺構面に属する遺構ないし第 1遺構面を構成する包含層から混入した弥生土

器に限られ、炭焼き窯の所属する時期を示す遺物皆無である。しかし、第 1遺構面で検出した遺構が12

世紀後半～13世紀、14世紀前葉、18世紀前半に位置付けられ、いずれかの時期に属する可能性が高いと

考えられる。さらに、 I―② S B01(14世紀前葉)、 Ⅱ一④ S B01・ 02(18世 紀前半)がそれぞれ炭焼き

窯と重複関係にあるか、それに近接した位置関係にある点から、12世紀後半～13世紀に属する可能性を

想定しておきたい。なお、その想定時期は、徳島県における検出例が平安時代末～鎌倉時代と想定され

ている点とも矛盾するものではない (菅原1991)。

炭焼き窯を検討する上で注目すべき遺物がⅢ―③包含層C出土鉄滓である (報文番号560)。 包含層の

形成年代は弥生時代後期末であるが、椀形鍛冶滓であり(本稿第4章第 3節 )、 弥生時代に位置付けるこ

とはできず、混入の可能性が高い。徳島県土成前田遺跡では13世紀後半に属する炭焼き窯が 5基検出さ

れ、同時期の鍛冶炉や輔羽口に加え、鉄滓が出土しており、炭焼き窯と製鉄遺跡の関連性が想定されて

いる(菅原1991)。 岡清水遺跡では前述した鉄滓 1点の出土に留まり、時期についても言及することはで

きない。しかし、出土した意義は大きく、文献史料の収集 。整理を中心とした検討の必要が残り、今後

の責務となった。なお、県内の資料では、生駒騒動による改易に際し、寛永18年 (1642年 )付けで、幕

府勘定頭伊丹康勝と摂津尼崎藩主青山幸成から山崎家治宛に引き継がれた小物成の内容を記載した史料

である『讃岐国小物成帳』に炭の記載がみられる(香川県1987)。 それによると、三木郡田中山村、山田

郡東植田村、南条郡西分村、宇田郡炭所村、豊田郡有木村・内野村・田野村・海老済村、三野郡神田村

・麻村、中郡西七ヶ村・佐文村から炭が、三木郡鹿庭山から鍛冶炭が年貢として貢納されている。17世

紀中葉の史料ではあるが、炭を年貢として納めている点は注目でき、12世紀後半～13世紀には、荘園領

主に納めていた可能性も考えられるが、文献による裏付けは行えていない。

一方、樹皮が残存する炭化材の採集形成年輪測定では、夏部材が形成されており、原木の伐採が晩夏

から冬にかけて行われたことが判明している(本書第 4章第 1節 )。 これをもって炭焼きが冬に行われた

と判断するには早計であるが、興味深いデータである。炭焼き窯の散漫な分布状況が示すように、集中

的な生産=専業的な在り方を想定することは困難であり、上記のデータを考慮すると、農閑期における

副業的な操業と考えるのが妥当であろう。

以上、炭焼き窯の所属時期を示し、当遺跡から出土した関連する可能性が想定できる鉄滓、文献資料、

出土炭化材の採集形成年代から炭焼き窯について傍観した。しかし、その操業体制に関しては、問題点

を抽出するに留まり、仔細に検討することはできなかった。資料的な制約もあるが、個別遺構の検討、

製鉄との関係、文献成果との対比といつた視点のみならず、中世～近世、近代にかけての各小地域単位

における地場産業としての検討、流通 。経済といった観点から検討する必要がある。
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註釈

(1)本報告書の弥生時代後期の時期表現に関しては、上天神遺跡古相 (大久保1995b)併行を後期初頭

とし、同新相～小山 。南谷遺跡 S H03(片桐ほか1994)を 後期前葉、林坊城遺跡S X03出 土土器群を

後期中葉、下川津 I・ Ⅱ式 (大久保1990、 1996)を 後期後半、下川津Ⅲ式を後期末とし、下川津Ⅳ・

V式・郡家原Ⅱ式 (大久保1996)を 終末として表現する。

(2)赤色顔料の分析に関しては、徳島県立博物館主任学芸員魚島純一氏のお世話になりました。記して、

感謝の意を表したい。

(3)560は鍛打鍛錬行程で派生し、鍛冶炉の炉底に堆積した椀形鍛冶滓である。弥生時代後期後半～末

に位置付けられる包含層からの出土であるが、当該期に椀形鍛冶滓が派生する鍛冶作業は少なく、古

代以降の混入品である可能性が高いという分析結果が出た (本報告第 4章第 3節 )。 第 1遺構面で検

出した炭焼き窯との可能性を考慮する必要がある (本報告第 5章第 4節参照)。

餡)中央土坑に関しては、松本2000aの分類を用いた。

(5)大内町原間遺跡においても4例確認でき、うち3例 は切り合うように互いに隣接した位置に構築さ

れている。同時期に存在していた可能性は低く、継続的にほぼ同一地点において張り出し住居が営ま

れたと考えられる。床面積や同時期に存在した住居の分布状況、出土遺物からの詳細な検討が必要で

あるが、張り出し住居の性格を考える上で重要な遺跡である概報資料であるため、ここでは検討の対

象とはしていない (片桐ほか1998)。

(6)張 り出しが対方向に認められる例としては、当地域では下川津遺跡 S H Ⅱ08(藤好ほか1990)、 原

間遺跡 I tt S H01006・ 08(片桐ほか1998)が挙げられる。他地域では、兵庫県六角遺跡SH3(兵
庫県教育委員会1994)、 徳島県名東遺跡S B 2001(菅 原ほか1995)、 黒谷川郡頭遺跡Ⅵ o S B601(徳

島県教育委員会1995)等 が挙げられる。なお、名東遺跡 S B 2001は 10型 中央土坑の可能性が高い。

分類に関しては、山本2001、 蔵本1999cを 参考にした。

各竪穴住居の出典は以下の通りである。

一ノ谷遺跡群 :西 岡ほか1990 彼ノ宗遺跡 :笹川1989 旧練兵場遺跡 (保育所):森下1994

旧練兵場遺跡 (研修棟):森下1996 郡家原遺跡 :真鍋ほか1993 下川津遺跡 :藤好ほか1990

川津一ノ又遺跡 I:山下1997 川津一ノ又遺跡Ⅱ:古野ほか1998 上天神遺跡 :大久保ほか1995

空港跡地遺跡 I:西岡ほか1996 -角 遺跡 :大嶋2000 原中村遺跡 :木下2000 陵遺跡 :阿河1999

主要参考 0引用文献

阿河鋭二1999『 陵遺跡』長尾町教育委員会

井上勝之 。中原耕男1973「香川町浅野八王子古墳調査報告」F文化財協会報』第58号香川県文化財保護協

会

魚島純-1997「赤色顔料のX線分析」『大型店舗建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 森広遺跡』寒川町

教育委員会

大嶋和則1996「大空遺跡出土弥生土器の概要」『高松歴史資料館収蔵資料目録 ～考古資料～』高松市歴

史資料館

大嶋和則2000『一角遺跡 ～特別養護老人ホームさくら荘建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書～ 高

松市埋蔵文化財調査報告書第44冊』高松市教育委員会
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大久保徹也1990「下川津遺跡における弥生時代後期から古墳時代前半の土器について」『瀬戸大橋建設に

伴う埋蔵文化財発掘調査報告Ⅶ 下川津遺跡』0香川県埋蔵文化財調査センターほか

大久保徹也1995a「高松平野における弥生時代の石器生産と流通」『高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発

掘調査報告書 第6冊 上天神遺跡』0香川県埋蔵文化財調査センターほか

大久保徹也1995b「上天神遺跡における弥生後期土器の構成」F高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調

査報告書 第6冊 上天神遺跡』働香川県埋蔵文化財調査センターほか

大久保徹也1995c「上天神遺跡の「在地」土器と「搬入」土器」F高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘

調査報告書 第6冊 上天神遺跡』0香川県埋蔵文化財調査センターほか

大久保徹也1995d「上天神遺跡の他系統「在地」土器」『高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

書 第6冊 上天神遺跡』0香川県埋蔵文化財調査センターほか

大久保徹也1995e「上天神遺跡における石器石材の搬入状況」『高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調

査報告書 第6冊 上天神遺跡』0香川県埋蔵文化財調査センターほか

大久保徹也1995f「上天神遺跡出土赤色顔料付着資料について」『高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘

調査報告書 第6冊 上天神遺跡』0香川県埋蔵文化財調査センターほか

大久保徹也1995g「上天神遺跡の集落構成」『高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 第6冊

上天神遺跡』0香川県埋蔵文化財調査センターほか

大久保徹也1995h「基幹的灌漑水路と灌漑単位」『高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 第

6冊 上天神遺跡』0香川県埋蔵文化財調査センターほか

大久保徹也1995i「讃岐地方における朱関連資料―特に内面朱付着土器について一」F月 刊考古学ジヤー

ナル』No394 ニュー・サイエンス社

大久保徹也1996『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第25冊 中間西井坪遺跡 I』

0香川県埋蔵文化財調査センターほか

大久保徹也ほか1995『高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 第6冊 上天神遺跡』0香川

県埋蔵文化財調査センターほか

岡山県教育委員会1977『 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告16 川入 。上東』

小野山 節1970「五世紀における古墳の規制」『考古学研究』第16巻第3号 考古学研究会

甲斐昭光ほか1990『兵庫県文化財調査報告第70冊 赤穂市周世入相遺跡』兵庫県教育委員会

香川県1987「讃岐国小物成帳」『香川県史 第9巻 資料編 近世資料 I』 四国出版社

金田章裕1989「条理と村落生活」『香川県史1 原始・古代』香川県

片桐節子2000『向原遺跡発掘調査報告書』綾南町教育委員会

片桐孝浩1997「赤色顔料付着土器について」『中小河川大束川改修事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

川津一ノ又遺跡』0香川県埋蔵文化財調査センターほか

片桐孝浩ほか1998「原間遺跡」『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 平成9年度』

0香川県埋蔵文化財調査センターほか

片桐孝浩ほか1994『 県道高松志度線道路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 小山 。南谷遺跡 平

成5年度』香川県教育委員会ほか

片桐孝浩ほか1997『 中小河川大束川改修事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 川津一ノ又遺跡』0香川

県埋蔵文化財調査センターほか
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勝浦康守1993『徳島市埋蔵文化財発掘調査概要 3』 徳島市教育委員会

北山健一郎ほか1995『 高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第4冊 太田下 。須川遺跡』

0香川県埋蔵文化財調査センターほか

木下晴-1995『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第16冊 川津二代取遺跡』

0香川県埋蔵文化財調査センターほか

木下晴-2000『県道高松志度線緊急整備工事および県立医療短期大学建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報

告 原中村遺跡』0香川県埋蔵文化財調査センターほか

木下晴-2000a「漆の付着する土器」『県道高松志度線緊急整備工事および県立医療短期大学建設に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告 原中村遺跡』働香川県埋蔵文化財調査センターほか

國木健司1995「香川の横穴式石室」『古代学協会四国支部 第9回徳島大会資料 四国における横穴式石

室の成立と展開』古代学協会四国支部

蔵本晋司1995「香川県高松市三谷石舟古墳の再検討」F香川考古 第4号』香川考古刊行会

蔵本晋司1997a『 空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化財調査報告 第2冊 空港跡地遺跡Ⅱ』0香川県埋

蔵文化財調査センターほか

蔵本晋司1997b「空港跡地遺跡出土土器の胎土分析 分析試料説明」『空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化

財調査報告 第2冊 空港跡地遺跡Ⅱ』0香川県埋蔵文化財調査センターほか

蔵本晋司1997c「まとめ」『空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化財調査報告 第2冊 空港跡地遺跡Ⅱ』

0香川県埋蔵文化財調査センターほか

蔵本晋司1999a『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第32冊 中間西井坪遺跡Ⅱ』

0香川県埋蔵文化財調査センターほか

蔵本晋司1999b「中間西井坪遺跡出土土器の胎土分析 分析試料について 。分析結果の検討と今後の課

題」『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第32冊 中間西井坪遺跡Ⅱ』

0香川県埋蔵文化財調査センターほか

蔵本晋司1999c「弥生時代終末期の讃岐地域の土器様相について 一下川津B類土器の動向を中心に一」

『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第32冊 中間西井坪遺跡Ⅱ』

0香川県埋蔵文化財調査センターほか

蔵本晋司1999d「遺構の変遷と個別遺構の検討」『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

第32冊 中間西井坪遺跡Ⅱ』lul香川県埋蔵文化財調査センターほか

笹川龍-1985『彼ノ宗遺跡 ～弘田川河川改修工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告～』善通寺市教育委

員会

佐藤竜馬1995『 四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第18冊 国分寺楠井遺跡』働香

川県埋蔵文化財調査センターほか

佐藤竜馬2000『空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化財調査報告 第4冊 空港跡地遺跡Ⅳ』0香川県埋蔵

文化財調査センターほか

白石純1995「上天神遺跡出土土器の胎土分析」F高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 第 6
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出土遺 物観 察表



夕J

1.名称は弥生土器が「弥生」、土師質土器が「土質」、須恵器が「須恵」、十瓶山窯産須恵器が「十瓶

山」、黒色土器が「黒色」、東播系須恵器が「東播」、亀山産須恵器が「亀山」、吉備系土師器が「吉備」

とそれぞれ略して記載した。

2.胎土は含有鉱物の種類を略号で表記した。「石」は石英 。長石、「雲」は雲母、「角」は角閃石、「結」は

結晶片岩、「黒石」は黒色石粒、「赤」は赤色粒、「火」は火山ガラスを示す。また、全体の砂粒密度を

「粗」。「やや粗」。「中」。障田」。「微」の 5段階に分け、それぞれの合有鉱物における粒径を「大」(1.1

1ml以 上)、「中」 (0.6～ 1.Onlm)、「/1ヽ」(0.5nlm以 下)、 多寡を「多」、「普」、「少」の3段階に区分して表記し

た。つまり、「粗 ;石英 。長石大多、赤色粒小少」とあれば、素地の砂粒密度は粗く、含有鉱物として

粒径が1.1皿以上の石英 。長石が多く含まれ、0.5nln以 下の赤色粒が少量含まれるということになる。

3.焼成は全体を「硬」、「やや硬」、「良」、「やや軟」、「軟」の 5段階に区分した。

4.色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修『新版標準土

色帖1992年 度版』を参照した。

5。 残存率は完形品に対する実物の割合を示している。

6.砂粒分類は第4章第 2節 1に記載した分類を示している。なお、胎土分析を行つた土器に関しては

備考欄において、分析試料番号を記載している。
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報 文番 号 名称 避構名 層 位 重量 (g) 材 質 備 考

石庖丁 n-4区 SH01(北 )床面 サヌカイト
石庖丁 Π-4区 SH01(東 西畦) 10.56 サヌカイト
喫形石器 Ⅱ-4区 SH01(南 上層 13.99 サヌカイト
熙形石器 Ⅱ-4区 SH01(南 下 層 13.6 サヌカイト
熙形石器 Ⅱ-4区 SH01(南 下 層 17.58 サヌカイト
楔形石器 Ⅱ-4区 SH01(東 壁27) 10.38 サヌカイト
石鏃 Π-4区SH01(壁 掃 除 )1ヒ サヌカイト
石 鏃 Ⅱ-4区SH01(詳1) 上層 サヌカイト
石鏃未製品 Ⅱ-4区 SH01(1ヒ ) 下層 サヌカイト
スクレイ′く― Ⅱ-4区 SH01床 面 101.22 サヌカイト

磨石 Ⅱ-4区 SH01(東 壁27) 102.82 砂 岩

台石 Ⅱ-4区SH01 15500 砂 岩

ロロ石 Ⅱ-4区SH02内 SD01 228.85 砂 岩

ロロ石 Ⅱ-4区 SH02 下 層 178.77 砂 岩

台石 Π-4区 SH02 21000 砂 岩

叩石転 用磨石 Ⅲ-1区 SH02カ図 143.43 砂 岩

磨石 Ⅲ-1区 SH02キ図 484.73 砂 岩

ロロ石 Ⅲ-1区 SH02(D) 519.2 砂 リ

磨石 Ⅲ-1区SH02カ 図 298.97 屁月

磨石 Ⅲ-1区 SH02工 図 128.64 砂 岩

磨石 Ⅲ-1区 SH02(D)Tr 29.89 片麻岩

ロロ石 Ⅲ-1区SH02工 図 714.07 砂 岩

ロロ石 Ⅲ-1区 SH02カ図 369.47 砂 岩

台石 Ⅲ-1区 SH02工 図 1300 砂 岩

台石 Ⅲ-1区SH02カ図 1002.68 砂 岩

石鏃 皿-1区 SH03(B) サヌカイト
砥 石 皿-1区SH03(A)あぜ内sHo3内 sD01 229.62 不 明

ロロ石 Ⅲ-1区SH03(A)あぜ内SH03内 SD01 396.12 砂 岩

ロロ石 Ⅲ-1区SH03内 SD01 348.1 砂 岩

台 石 Ⅲ-1区SH05内 SK01 208.61 砂 岩

磨石 Ⅲ-1区SH05 4900 砂 岩

口p石 Ⅲ-1区SH05 794.21 砂岩

口p石 Ⅲ-3区 SH03 上層土器溜まり 1900 砂岩

台石 皿-3区 SH03 砂岩 ベンガラ付射

台石 ? Ⅲ -3区SH03 上届 土器溜 まり 1600 砂 岩

202 台石 Ⅲ-3区 SH03 砂 岩

スクレイノく― 皿-3区SH04-B 上届 27.97 サヌカイト
くさび転用石鏃未製品 Ⅲ-3区SH04B区 下層 5.56 サヌカイト

245 台石 Ⅲ-3区 SH04D区 砂 岩

台石 Ⅲ-3区 SH04-A 砂 岩

ロロ石 Ⅲ-3区 SH04BTr 537.26 ,岩

台 石 Ⅲ-3区 SH04中 央 18700 ,岩

255 叩石 転用磨石 Ⅱ-4区 (SX02)― SK08 29521 砂 岩

259 ロロ石 Ⅱ-4区SP67 201.73 砂岩

口Π石 Ⅱ-4区 SE02 最下届 914.93 安 山岩

ロロ石 Ⅱ-4区 SE02 257.06 砂 岩

277 用途不 明 Π-4区 SE02(東壁 1) 165.9 結晶片岩

288 ロロ石 Ⅱ-4区SX05 砂 岩

289 口Π石 Ⅱ-4区 SX05 砂 岩

298 転用砥石 Ⅱ-4区SX22(C) 下層 212.06 将 麟

299 ロロ石 Ⅱ-4区 SX22(C) 130.27 砂岩

石庖丁 Ⅱ-2区 ST01西 土器溜まり 57.18 サヌカイト

楔形石器 Ⅱ-2区ST01西 土器 溜まり(A) サヌカイト
325 磨石 Ⅱ-2区 ST01土器溜 まり(A) 153.72 砂 岩

326 住状片 刃石斧転用砥石 Ⅱ-2区 ST01西 土器溜まり(B) 123.67 結晶片岩

Ⅱ-2区北部土器溜 まり 包含層 34.62 結晶片岩

337 柱状片刃石斧 Ⅱ-4区 SP51 91.07 結晶片岩

スクレイノく― Ⅲ-3区SP129 12.22 サヌカイト
磨石 I-2区 包含層 (第 1層 ) 120.41 流紋岩

略 I-2区 包含層 (南 ) 15301 不明 (安 山岩 ?)
457 石庖丁 Ⅲ-1区 包含層D北フ・ロック 44.74 結晶片岩

石庖丁 Ⅲ-1区 包含層 (一番下の黒)南の上
器が並んでいた折辺

結晶片岩

小形石斧 Ⅲ-1区 包含層 D上層 61.47 結晶片岩

490 スクレイ′く― Ⅲ-3区 包含層A上層 サヌカイト

石鏃 皿 -3区 包含 層 A上 層 サヌカイト
石庖 丁 Ⅲ-3区 B(Ⅲ 4・ 5)」」日 サヌカイト

石庖丁 Ⅲ-3区 包含 層 B(皿 4・ 5)上層 3968 サヌカイト

石庖丁 Ⅲ-3区 包含層B(Ⅲ 4・ 5) サヌカイト
ロロ石 Ⅲ-3区 包含層 B(Ⅲ 3) 302.39 砂岩

鉄滓 Ⅲ-3区 包含層 C
561 石庖丁 Ⅲ-3区 包含層C 74.22 サヌカイト
562 石庖丁 Ⅲ-3区 包含層C 35.05 サヌカイト

スクレイパーj未製品 Ⅲ-3区 包含層C 14.54 サヌカイト
564 契形石器転 用未製 品 Ⅲ-3区 「層C 22.17 サヌカイト

]p石 Ⅲ-3区 包含層 C(SH03あたり) 砂 岩

lp石 Ⅲ-3区 包含層C 243.48 砂岩

1 石庖丁 I-2区上面精査 包含層 (北 ) 31.98 結 晶片岩

575 l 抵石 I-2区東側溝 89.46 砂 岩

4 石庖丁 Ⅱ-4区機械掘削 サヌカイト

石鏃 Ⅱ-4区二i賢椰こIEl清罰饉 サヌカイト
低石 Ⅱ-4区機械掘 削 (北 中央部 ) 55。 76 流紋岩

鉄環 Π-4区側溝 15.51

石 Ⅱ-4区機械掘 削 11400 砂 岩

替石 Ⅲ-1区精査 5(南端フ
・ロック) 1500 砂 岩

644 台石 Ⅲ-1区SK02周 辺 11100 砂 岩
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図  版



図版 1

調査地から高松平野を望む (南より)

調査地近景 (北東より)



図版 2

I一④東壁面 (西 より)

Ⅱ―④東壁面 (西より)



図版 3

I―②第1遺構面全景 (西より)

"■●ィ.~■F¬

彗 tヽ

I―②第2遺構画全景 (東より)



図版 4

I―④第2遺構面全景 (南より)

Ⅱ―②第2遺構面全景 (北より)



図版 5

Ⅱ一④第2遺構面全景 (北より)

Ⅲ一②第 2遺構面全景



Ⅲ―①第2遺構面全景 (北より)



Ⅲ一①第2遺構面・Ⅲ―③第1遺構面全景 (北より)

Ⅲ一③第2遺構面全景 (北より)



Ⅱ―④S H01完掘状況 (東より)

Ⅱ―④S H01土層堆積状況 (西より)



図版 9

Ⅱ―①S H02完掘状況 (南より)

Ⅲ―①S H01～ 03配置状況 (北より)



Ⅲ一①S H01完掘状況 (北より)

Ⅲ一①S H02・ 03完掘状況 (北より)



Ⅲ―①S H02遺物出土状況 1(南東より)

Ⅲ一①S H02遺物出土状況2(南東より)


